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― 日本の源流・たたら遺跡探訪 ― 

Mutsu Nakanishi Home Page より 

http://www.asahi-net.or.jp/~zp4m-nkns/ 
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   西アジアで生まれた人工鉄の起源 そしてそこからはるばるユーラシア大陸を東遷して、東端の日本に伝来した 

      製鉄技術。 今 そのたたら製鉄の最大の謎がベールを脱ぎ始めた。 

   また、たたら製鉄ではぐくまれた製鉄技術が根底にある明治の近代化産業遺産が世界遺産に登録された。 

 さらに、鉄器が使われる前 世界でも類例のない約1万年の長きにわたり 永続する社会を作り上げた日本の縄文 

「日本人の心の故郷 縄文の心」が世界の関心を集めています。 

 日本に「鉄」が伝来してから「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたって製鉄法の摸索が続き、 

 さらに磨き高めながら 1500年続いてきた日本独自の製鉄技術。その製鉄関連遺跡には製鉄遺構・生産の痕跡と 

 ともに、携わった人々の賑わいや数々のドラマ・歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

 古代から現代に至るまで、日本各地で繰り広げられた鉄に携わる現場で繰り広げられてきた数々のドラマ。  

 その痕跡の風景を少しでも残しておきたいと日本各地を Country Walk しつつ集めています。  

「鉄は国家なり・産業の米」と「鉄」の力が強調される一方で、文化を育み、そこに住む人たちの生活を豊かにし、 

 現在に至る日本の国造りを推進してきた「鉄」。 

 その根底にはそれを使う人々の力・心であり、日本人の心の故郷といわれる「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  

                   日本の源流・たたら遺跡探訪  

              By  Mutsu  Nakanishi 

中西睦夫
スタンプ



 

  たたら製鉄概説  風来坊 和鉄の道・iron road  製鉄関連遺跡を訪ねて       
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鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

 

 

 

 

 

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたってたたら製鉄法の摸索が続き、 

その技術をさらに磨き高めながら1500年続いてきた日本独自の製鉄技

術。 「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」の力が強調されるが、 

一方で文化を育み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日

本の国造りを作ってきた。  

そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが忘

れ去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

  製鉄炉は生産された鉄塊の取り出し毎に壊されるので 製鉄関連遺跡

に残っている遺構はそんな生産設備の残骸。 製鉄関連遺跡にはそんな遺

構・生産の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマ・

歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

日本で繰り広げられた数々のドラマ そして その痕跡の風景を少しで

も残しておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地をCountry 

Walk しつつ集めています。  

鉄は「文化」をはぐくむとともに数々の「戦さ」をも生んだといわれる。   

それだけ 鉄の力の大きさの証明であり、そうだろうと思いますが、 

大事なのは それを使う人々の力・心。 

その根底には日本人の心の故郷「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  

   

 

 

 

 

 



    ままええががきき  和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    22001166    たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪   

  和鉄の道・Iron Road 20106 掲載記事 トピックス  

  . ◎ 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立10年 

    「鉄の起源探求 & 鉄ユーラシア大陸東遷の道の解明」など 日本の古代鉄研究のナショナル 

     センターの役割を担う数々の成果 

  村上恭通教授を中心とする愛媛大学東アジア古代鉄文化センターが設立されて10年。  

  この12月「古代ユーラシアアイアンロードの探求」のシンポジュームが開催され、この10年の成果と今後の 

  進むべき課題が総括された。毎年解される研究成果報告を兼ねたシンポジュウムを聴講させてもらい、 

  その成果を取りまとめて、「和鉄の道」home pageにも紹介させてもらってきました。  

 

西アジアに起源を持ち、ユ

ーラシア大陸を西から東

へダイナミックに伝播し

た「鉄」。 そして日本古来

のたたら製鉄技術がもた

らされた。   

.村上恭通教授を中心とす

る愛媛大学東アジア古代

鉄文化センターの古代鉄

研究チームは、約10年に渡り、中国やモンゴル、 トルコ、ロシア・ ハカス共和国、カザフスタンなどのユーラ

シア大陸の諸国・日本の研究者をも巻き込んで、「鉄の起源並びに 時代を超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>

解明の連携プロジェクト」を推進し、点から線そして面へとユーラシア諸国との研究連携ネットワークの拡大とと

もに、ユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道が今ベールを脱ぎつつある。  

これらの成果については その都度愛媛大学東アジア古代鉄文化センターの国際シンポジューム等を聴講させて

いただき、ホームページに成果概要を掲載させていただきました。 

素晴らしい成果にいつもワクワクの１０年でした。 .  

さらに、並行して、古来からづっと継承されてきた「たたら製鉄」の製鉄技術の復元を中心にすでに断絶した世界

の古来製鉄技術の復元にも取り組んで、数々の成果をあげ、研究ネットワーク並びにユーラシア・世界規模での共

通土研究土壌が進みつつあると聞く。  

この10年 古代鉄鉄研究に果たした愛媛大学東アジア古代鉄文化センターの素晴らしい成果により、 

ペールを脱ぎ始めた「鉄の起源探求・鉄ユーラシア大陸東遷の道」ではあるが、まだ道半ば。    

研究連携がさらに進まなければ解明できぬ課題ばかりであるり、 

今後 更なる10年の研究成果に大いに期待したい。  

◎ 国内の製鉄関連遺跡探訪   

卑弥呼の時代から日本の国家形成のアプローチを解くカギになると注目される遺跡・遺物が関西で次々と出土し、

大きな話題に。また、久しぶりに製鉄・鍛冶遺構の残る製鉄関連遺跡を幾つか訪ねることができました。   

◎「沿岸の自然豊かな山が豊かな海を育てる」  

このメカニズムの主役に「鉄」がかかわっていることが解き明かされ、豊かな海回復の実践が日本各地で進められ

ている。 また、地球温暖化による激変する環境変化の軽減にも「豊かな海を育てる鉄」を使って、海へのCO2 吸

収の研究も進んでいる。 地球規模で取り組む新しい鉄の姿を知ったのもうれしい。  

 

色々思いを巡らしながらの「和鉄の道」。うれしい数々の鉄との出会いだったと。  

お暇な時にでも 2016年の掲載記事ご覧ください。  

               和鉄の道・ironroad  2016を整理しつつ  Mutsu  Nakanishi 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
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      ◇ 2016年和鉄の道 ・ Iron Road  口絵                         16iron00.pdf  

       

 

      ◇  人口鉄の起源 とユーラシア大陸における鉄の発展史        16iron00A.pdf  

            ユーラシア大陸の東から西へ「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road   

        
        ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道  そして たたら製鉄の源流に 

      ◎ ヒッタイト帝国以前の世界最古の鉄がトルコ アナトリア高原の遺跡から出土 

      ◎ 鉄は地中海東岸パレスチナで 銅生産の副産物として生まれた可能性 

      ◎  ユーラシア大陸における鉄の発展史 

 

 

 

 



              和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    22001166    たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  掲掲載載記記事事    

  

1.  鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015 ≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫      6iron01.pdf 

   愛媛大国際学術シンポ「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 聴講記録2015.12.6.より  

2. 神戸 竹中大工道具館「近代建築 ものづくりの挑戦」展を見る                    2015.12.18..  16iron02.pdf   

3. 【2016年 新春の鬼】西神戸 押部谷 高和 性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼おどり   2016.1.11.    16iron03.pdf 

4. 幕末神戸の街に炭鉱 !!  神戸開港と密接に関係した「幻の神戸石炭」                 2016.4.10.   16iron04.pdf 

5. 参考 雑誌「岳人」2016年2月号掲載 畠山重篤氏「鉄の誘い」の転記紹介           2016.4.10.   16iron05.pdf 

    畠山重篤「山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第 18回「鉄の誘い」  

6. 愛媛大村上恭通教授講演「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」   2016.4.30.  16iron06.pdf     

     聴講メモ・村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理 

7.  淡路市教委 伊藤宏幸氏講演  「淡路島 五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」 2016. 5.28.  16iron07.pdf 

  <弥生後期の五斗長垣内遺跡 <発掘調査と実証実験で見えてきたこと>  

     聴講 まとめ by Mutsu Nakanishi  五斗長垣内遺跡では すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆  

8. 古代の鍛冶伝承 ・ 稲荷伝承の残る 京都山科 西野山walk              2016.6.3.   16iron08.pdf 

  京都山科 西野山に坂上田村麻呂の墓を訪ねる 

9.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)         2016.7.20.  16iron09.pdf 

     近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる  

10. 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く                2016.8.18. & 24.  16iron10.pdf 

    東大寺大仏の銅伝承 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

11. 京都 東山三十六峰越 walk 【1】  京都にうれしい散歩古道の発見                 2016.9.13.   16iron11.pdf 

   京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く  

12.  京都 東山三十六峰越 walk 【2】 稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ     2016.9.13.   16iron12.pdf 

    東山三十六峰南端の稲荷山 三ヶ峰越 横断ハイク  

         ◎  京都 東山三十六峰越 walk  統合動画  1610higashiyamagoeL.mp4          

13. 初めて見る京都市街地で出土した中世鍛冶工房の痕跡              2016.9.16.  16iron13.pdf 

  平安京東市跡 龍谷大学大宮キャンバス 発掘調査現場見学  

14. 淡路秋帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸 国生神話の出雲・淡路は強い結びつき  2016.10.14.  16iron14.pdf 

   参考 Iron  Road参考 Iron  Road  [ 15iron10.pdf ] 

     ■ 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土   2015.5.20.   

       大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???   

15. ≪鉄のはなし あれこれ≫                          

  神戸港で一般公開 母船「横須賀」と深海調査船「しんかい 6500」見学記      2016.10.18.  16iron15.pdf 

16.  弥生末から古墳時代前期(3世紀～４世紀)邪馬台国から日本の国家形成の時代        

  「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」訪問記(現地説明会)     2016.10.22  16iron16.pdf 

   琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根 .  

   纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土  

17.  【鉄のよもやま話】 肥後金象嵌「地鉄の黒の美しさ」  

     金細工のデザインを浮かび上がらせる「漆黒の黒の鉄素地」           2016.12.1..     16iron17.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm


      2016 年 和鉄の道 Iron Road【16】の口 絵 

    口絵-1  鉄の起源 &「鉄」のユーラシア大陸 東遷の道探求 

        １０年にわたる愛媛大の「鉄の起源・伝播 ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」の成果 

           鉄の起源・日本への伝播の道「Iron Road」がベールを脱ぎ始めた 

     ◎ 鉄の起源  

       ヒッタイト以前の世界最古の鉄の発見と地中海東岸の銅の産地での銅製錬の副産物として 

       鉄が生まれた可能性を提案。 大きな話題となった 

     ◎ 「鉄」のユーラシア大陸 東遷の道 ユーラシア大陸の東西を結ぶメタルロードがベールを脱ぎ 

       始めた。 中国国内・東アジアでの伝播の道がつながれば、たたら製鉄の起源に迫れる 

     ◎ 出土遺跡に基づく古代製鉄の操業の評価と復元 

       [ 日本には今もたたら製鉄が残り、古代からの製鉄が唯一受け継がれ、操業がわかる ] 

            ユーラシア大陸を東西に結ぶMetal Road  
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  口絵-2  縄文の心  激変する現代社会を生き抜くために   

    

 
   

   口絵-3 「山は海の恋人」  

       森の中で水に溶け込んだ鉄分が海に流れ下り、豊かな海を育む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    和鉄の故郷 : 古代製鉄神降臨の伝承地 千種川が流れ下る兵庫県千種岩鍋   
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  口絵-4 実験考古学による古代製鉄の復元と評価の推進 新しい知見が生まれてきている 

      日本には今もたたら製鉄が残り、古代からの製鉄が唯一受け継がれ、操業がわかる。 

       世界の各地で出土する古代の製鉄遺跡の評価にこの視点が大きな力となっていると聞く 

           

                     弥生後期の五斗長垣内遺跡 弥生の鍛冶作業の実験  

                        .         周辺の植物の茎で羽口代用による弥生の高温鍛治の可能性  

                           すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆 

 

   口絵-5  淡路島 秋帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸  

    7個もの銅鐸が集中して見つかった南淡路市松帆  

     国譲り神話の「出雲」・ 国生み神話の「淡路」で起きた弥生時代の末の大量の銅鐸埋納 

    国生神話の出雲・淡路は強い結びつき 大和の進出に国づくりの始まりに迫れるのか  ???   

  

  

 

 

 愛媛大学 たたら製鉄実験の一例 
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  口絵-6  弥生末から古墳時代前期(3世紀～４世紀) 邪馬台国から日本の国家形成の時代 に 

               「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」出土 

        琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根 .  

    纏向遺跡に匹敵する大型建造物・鍛治工房群を有する鉄器物流を担う拠点都市集落が出土  

 

 

 

   口絵-7 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く  

  

  江戸時代の鉱山町・街道筋の家並・多数の間歩(坑道)などがそのまま残り 町のすぐそばで銅の露頭が見られる。 

   口絵-8.  肥後金象嵌「地鉄の黒の美しさ」  

        金細工のデザインを浮かび上がらせる「鉄素地 漆黒の黒の」 
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      人工鉄の起源 と ユ-ラシア大陸における鉄の発展史   

      ユーラシア大陸の東から西へ 「鉄」東遷の道  ユーラシア大陸の Iron Road  

      愛媛大学古代鉄研究センターシンポジューム 村上恭通教授ほかの研究成果よりとりまとめ 
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和鉄の道 Iron road【16】たたら遺跡探訪 2016 

2016 日本の源流・たたら遺跡探訪 
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                  和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    22001166    たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  掲掲載載記記事事    目目次次  

  

1.  鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015 ≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫      6iron01.pdf 

   愛媛大国際学術シンポ「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 聴講記録2015.12.6.より  

2. 神戸 竹中大工道具館「近代建築 ものづくりの挑戦」展を見る                    2015.12.18..  16iron02.pdf   

3. 【2016年 新春の鬼】西神戸 押部谷 高和 性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼おどり   2016.1.11.    16iron03.pdf 

4. 幕末神戸の街に炭鉱 !!  神戸開港と密接に関係した「幻の神戸石炭」                 2016.4.10.   16iron04.pdf 

5. 参考 雑誌「岳人」2016年2月号掲載 畠山重篤氏「鉄の誘い」の転記紹介           2016.4.10.   16iron05.pdf 

    畠山重篤「山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第 18回「鉄の誘い」  

6. 愛媛大村上恭通教授講演「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」   2016.4.30.  16iron06.pdf     

     聴講メモ・村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理 

7.  淡路市教委 伊藤宏幸氏講演  「淡路島 五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」 2016. 5.28.  16iron07.pdf 

  <弥生後期の五斗長垣内遺跡 <発掘調査と実証実験で見えてきたこと>  

     聴講 まとめ by Mutsu Nakanishi  五斗長垣内遺跡では すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆  

8. 古代の鍛冶伝承 ・ 稲荷伝承の残る 京都山科 西野山walk              2016.6.3.   16iron08.pdf 

  京都山科 西野山に坂上田村麻呂の墓を訪ねる 

9.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)         2016.7.20.  16iron09.pdf 

     近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる  

10. 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く                2016.8.18. & 24.  16iron10.pdf 

    東大寺大仏の銅伝承 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

11. 京都 東山三十六峰越 walk 【1】  京都にうれしい散歩古道の発見                 2016.9.13.   16iron11.pdf 

   京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く  

12.  京都 東山三十六峰越 walk 【2】 稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ     2016.9.13.   16iron12.pdf 

    東山三十六峰南端の稲荷山 三ヶ峰越 横断ハイク  

         ◎  京都 東山三十六峰越 walk  統合動画  1610higashiyamagoeL.mp4          

13. 初めて見る京都市街地で出土した中世鍛冶工房の痕跡              2016.9.16.  16iron13.pdf 

  平安京東市跡 龍谷大学大宮キャンバス 発掘調査現場見学  

14. 淡路秋帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸 国生神話の出雲・淡路は強い結びつき  2016.10.14.  16iron14.pdf 

   参考 Iron  Road参考 Iron  Road  [ 15iron10.pdf ] 

     ■ 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土   2015.5.20.   

       大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???   

15. ≪鉄のはなし あれこれ≫                          

  神戸港で一般公開 母船「横須賀」と深海調査船「しんかい 6500」見学記      2016.10.18.  16iron15.pdf 

16.  弥生末から古墳時代前期(3世紀～４世紀)邪馬台国から日本の国家形成の時代        

  「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」訪問記(現地説明会)     2016.10.22  16iron16.pdf 

   琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根 .  

   纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土  

17.  【鉄のよもやま話】 肥後金象嵌「地鉄の黒の美しさ」  

     金細工のデザインを浮かび上がらせる「漆黒の黒の鉄素地」           2016.12.1..     16iron17.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm


   鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015  2016.1.7.  

             ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road  

        ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

     愛媛大古代鉄研究所「鉄の起源・伝播 ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」報告会 聴講まとめ 2015  

 

 

 

西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を

西から東へダイナミックに伝播した「鉄」。 

 この鉄東遷の道・メタルロードは 日本

古来のたたら製鉄の源流。日本のたたら製

鉄技術はこの道からもたらされた。 

 村上恭通教授を中心とする愛媛大学東

アジア古代鉄文化センターの古代鉄研究

チームは、約 10 年に渡り、中国やモンゴ

ル、トルコ、ロシア(ハカス&カザフスタン)

などのユーラシア大陸の諸国・日本の研究

者をも巻き込んで「鉄の起源並びに時代を

超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>

解明の連携プロジェクト」を推進。  

 毎年その調査研究についての報告会が

愛媛大学で催され、「鉄の起源・鉄のユー

ラシア大陸伝播の道」の新しい知見・進歩が聴講できるまたとない機会。 

毎年聴講参加させていただき、このユーラシア大陸諸国での古代製鉄遺跡の共同発掘調査研究 および研究交流を通じて 

得られた数々の発見と知見を教えてもらってきました。 

 次ページに 聴講で教えてもらった今までに明らかになってきた新しい知見や発見の成果を私なりにまとめましたが、 

2015年の報告会報告会に引き続き、2016年には 成果をまとめて、この国際連携プロジェクトの 区切りをすると聞く。 
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  ≪ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道≫ 

 

 

 〇 トルコ アナトリア高原での鉄の起源と言われたヒッタイト帝国以前の人工鉄の発見し、定説を覆す。  

   さらに、西アジア周辺の青銅器時代初期鉄器や鉄関連遺跡を調査し、西アジア地中海沿岸の銅主生産地と初期鉄器の 

   関係に着目。人工鉄の起源はパレスチナの銅製錬の副産物として生まれた可能性があると発表。 

 〇 中国西南四川成都高原での共同発掘調査と古代製鉄遺跡の調査で、鉄の主要生産地とみられてきた黄河流域以前の蜀・ 

   前漢時代の製鉄遺跡多数のの発見。古代鉄伝播における西南シルクロード並びに四川成都高原の役割の重要性を発見。 

 〇 モンゴル匈奴に代表されるユーラシア大陸中央の遊牧民が 鉄について 略奪ではなく製鉄を行っていたことを発見。  

   ユーラシア大陸中央 森林と草原の境界を走る鉄伝播の道(メタルロード)「草原の道」を通じて 鉄の東遷に大きな 

   役割を果たしていたことの発見  

 〇 コーカサス北西部ジョージア(グルジア)地域の製鉄遺跡の調査等から、この地域を ヒッタイト滅亡後 西アジアから 

   東へ 鉄の伝播の出発点であるとした。 

   また、この出発点から東遷する鉄の確認とロシア・南シベリア(ハカス)やイルクーツク地域の製鉄遺跡を確認。  

   鉄のユーラシア大陸東遷のメタルロード空白地帯の道筋を明らかにした。 

 〇 インド・スリランカ・東南アジア伝播の道の調査とスリランカの珍しい自然送風巨大箱型炉を思わせる風炉  

 等  々 

この 2016 年の「連携プロジェクト成果まとめ」のための準備として、各国参加メンバーが一堂に参集し、このユーラシア大

陸を結ぶ Metal Road についての 総合討論する国際シンポジウム「古代世界の鉄生産 -中近東から東アジアまで- 」が 12月

6 日午後 大阪天満橋 エル大阪のホールで開催され、 聴講させてもらったのを機会にユーラシア大陸を東西に結ぶメタル

ロード全体を眺めたくて、今回の記録をベースに 今まで聴講させていただいた記録を集めて収録。 また、最近の鉄の起源 

並びにたたら製鉄の謎についても 合わせてレビュー収録しました。 



        ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road  

        ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 
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 ユーラシア大陸の東西を結ぶMetal Roadユーラシア大陸の西端で誕生した「鉄」東遷の道
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 西アジアにおける初期鉄器関連地図 銅の主要生産地 地中海沿岸で初期鉄器が多数出土 

  そして、ヒッタイト滅亡後の鉄器時代の始まりの時代に この銅主要生産地 パレスチナに 

  対して アッシリアが鉄の貢納を要求している  

 

西アジア地中海沿岸地域 銅の主要生産地での初期鉄器の出土 と パレスチナの鍛冶遺跡 
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　「最初の人工鉄は　青銅器時代　ヒッタイト以前の西アジア・パレスチナで　　　　　　　　　　　　　　銅生産の過程で　副次的に誕生した可能性がある」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大　村上恭通教授　提案検証の紹介　　　　　　　　　　　
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http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf


≪ 関連 和鉄の道・Iron Road 掲載資料 ≫ 

 

 

 

   

      

   1. 日本のたたら製鉄の源流を考える(1)                          2007.10.27. 

      ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄   そして 四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

     ― 中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る ― 四川省 成都平原で発掘された古代の製鉄遺跡   

                http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

   2. 日本のたたら製鉄の源流を考える(2)                          2008.12.5. 

     「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」 に参加して      

       ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

               日本のたたら製鉄の源流を考える   

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm 

   3. 「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要                         2009.11.28 . 

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf  

   4. 東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求 【1】  2013.11.9. 

    「鉄と匈奴 -遊牧国家像のパラダイムシフト-」概要抜粋  

     BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた   

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

   5. 東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求 【2】   2015.2.14. 

    「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探究」成果の報告  

     青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

   6.  東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求 【3】  2015.11.7. 

     「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探究」まとめ討論国際シンポ  

     「古代世界のの鉄生産 -中東から東アジアまで-」  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf     

 

          

     

   1. 「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから    鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える  2015.3.15. 

       魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉は   

       「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか   

        1. 鉄の起源を探る 西アジアで出土した世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か?   

        2. 魏志倭人伝の時代 1～3世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ   

        3. 銅と鉄の出会いとその面白い性質が人工鉄の起源を育んだのか?   

        4. 鉄と銅製錬の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える   

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm 

   2.  ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫                    2015.1.1. 

      【資料】 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ   

       「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土  

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm 

 

愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター  

  「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探求」関係各国連携研究プロジェクト  

成果報告会 & 国際シンポジューム 聴講資料 2007-2015 

 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1504feroots00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm


      神戸  竹中大工道具館「近代建築 ものづくりの挑戦」展を見る  2015.12.18. 

 
明治日本の近代化に大きな役割を演じた世界産業遺産として「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」が 登

録され、日本の近代化に果たした素材・エネルギー・国土防衛(造船機械業)などの半官半民官業産業の役割がよく知られるよ

うになった。そして、これら新しい素材・技術を取り入れ、日本の国土開発・近代化ものづくりが急速に展開された。                            

この新しい素材・技術をベースに、ものづくり・国づくりを進めたた産業分野にもスポットが当てられねば・・・・と。                                                                

そんな分野の中で 特に新しい建物群の建設は当時日本近代化の象徴でもあった。  

  

12月18日 神戸竹中大工道具館で開催中の「近

代建築 ものづくりの挑戦」展の案内をいただい

て、明治の近代建築の歴史や近代建築への「鉄

の役割も見られる」と期待一杯で出かけました。                                           

 今回 特に明治近代化の象徴 和洋折衷のレ

ンガ造りの洋館から、鉄骨・鉄筋構造への移り

変わりと共に、明治の新しい素材「鉄」を使い

こなす新工法 初期の鉄骨構造物のリベット継

手工法の現場作業の映像を見られて、ラッキー

でした。  

  竹中大工道具館の建物自体が、神戸布引の山

裾の自然に調和して、日本の伝統を活かして時

代を先取りする素晴らしい和の現代建築。 

心地よい空間で 明治から現代にいたる近代建築の変遷並びに 鉄素材の役割を見ることができましたので、その一端のご紹

介です。                                  

                   2015.12.18. 竹中大工道具館を訪れて    Mutsu Nakanishi 

    ◎ 神戸竹中大工道具館 HP   http://www.dougukan.jp/about_us     

http://www.dougukan.jp/about_us
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  神戸 竹中大工道具館「近代建築 ものづくりの挑戦」展  抜粋  2015.12.18. 

                                          by  Mutsu Nakanishi  

 

 
 

 ◆ 疑洋風建築 棟梁 洋風に挑む時代 → 日本人建築家の登場と建設業の近代化 & 進化する煉瓦造の時代 ◆ 

 



      ◆ 近代建築を変えた二つの材料「鉄とコンクリート」の時代へ ◆  

 

  

 

  



◆ 歴史主義の到達点 明治生命館に見る設計・施工技術の進歩 

 
◆ 近代建築 ものづくりの挑戦  鉄を使った構造施工技術の進歩 ◆ 

   

  

  駅舎設計辰野金吾 初代東京駅の建設 鉄骨煉瓦造り1914年開業        耐震の鉄筋コンクリート構造 

  鉄骨構造 リベット継手の現場作業 



     【2016年 新春の鬼】          

    西神戸 押部谷 高和 性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼おどり 2016.1.11.  

 
        2016年 性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼踊り  2016.1.11. 

1月11日 晴れ渡って暖かな成人式の日の午後 近くにある西神戸押部

谷 高和の性海寺新春の「修正会・追儺式」の鬼踊りを見学してきました。 

 

摂津・播州の国境地帯の西神戸周辺の村々には新春から節分の行事とし

て鬼が出る追儺式が数多く残っていて、年が変わると毎年どこへ出か

けようかと。押部谷は韓鍛治が済んだという奈良葛城「忍海」の関連地

との伝承の残る古くから開けた丘陵地に広がる明るい谷筋で、性海寺の

ある高和には毎年春 性海寺のすぐ奥の山際の休耕地へ家内が土筆取

りに行く。  

この地の古老の話によれば、性海寺は平安時代 行基によって創建さ

れた寺で一時は 73 を越える塔頭・寺坊を有する大きな寺であったとい

う。 そして、毎年 成人式の日に新春の修正会の行事として 集落檀

家の人達も一緒になって 天下泰平 五穀豊穣 家内安全を祈願した

素朴な追儺式「鬼おどり」が行われてきたという。 この性海寺の鬼踊り

は知ってはいたもの見学する機会なく、本年の 1月 11日に行われると知

って、今年の「鬼」は是非 性海寺の「鬼踊り」でと家内と二人出かけまし

た。 「鬼」というと災厄や疫病を運んでくる「悪霊である鬼」であり、追

儺式も その「鬼」を祓う行事でしたが、性海寺の「鬼」は「神仏の使い

の良い『鬼』」。 手に松明を掲げ、その火の粉で厄や災いを祓う役割を

になう。一年の天下泰平 五穀豊穣 家内安全を祈念し、災いを祓いよい年 

を迎える修正会と追儺式とが結びついて、新春に追儺式が行われるところが多くあり、 神の使いの「鬼」が登場する。 

性海寺新春の追儺式の鬼もそんな「善い鬼の鬼踊り」。 楽しみです。  

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



1月 11日 性海寺の鬼踊りが 13時から修正会の法

要に続いて始まると教えてもらって、 よく出か

ける JA六甲 高和の直売所「六甲のめぐみ」に車

を置いて、坂をぶらぶら下って 15 分ほどで高和

の里の田圃道へ。田圃の向こうの丘の際に沿って

性海寺が見え、数多くの車が駐車しているのが見

える。  写真左手に性海寺に隣接する塔頭の一

つ福智院があり、その右側林の中に性海寺の建物

がみえる。 

いつもはのどかな西神戸の田舎 高和 性海寺

の集落ですが、私らの前にも 何人か同じように

性海寺に向かう人が歩いている。また、ひっきりな

しに田圃道へ入ってゆく車も見える。 

今日は何となく華やかな感じがする高和性海寺 

の里である。12:00 過ぎ まだ時間が早いからか人影はまだまばらである。 大きな樹木が点在する境内の中に入ると、左手に

鐘楼。その奥一段上に広場があり、 広場の右手に本尊の秘仏 如意輪観世音菩薩像がまつられている意外と智さな本堂 中

央 蔵の後ろ茅葺の建物が薬師堂 そして広場の左端に社務所がある。 平安時代から続く古刹であるが、今は西神戸の田舎

の小さなお寺といった感じ。 でも 境内のあちこちには石造りの小さな祠に入った石仏が点在し、古いお寺の面影を残して

いる。広場の一角では 例年のことなのでしょう。集落の檀家の人達による田楽のおふるまい。床几に腰を掛け、田楽をうま

そうに食べながら追儺式の始まりを待つ大勢の人達がいました。 

                           

 

     性海寺の境内  境内奥の広場 右手が 追儺式の舞台となる本堂である。 広場の一角では田楽の 

     おふるまい 大勢の人たちが床几に座って ぱくつきながら 追儺式の開始を待っていました。 2016.1.11. 

鬼踊りが行われる高和の里の性海寺全景 2016.1.11. 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A6%82%E6%84%8F%E8%BC%AA%E8%A6%B3%E4%B8%96%E9%9F%B3%E8%8F%A9%E8%96%A9


本堂は古い小さなお堂であるが、正面の上部にはいくつも古い絵馬が架けられ、年代を感じさせる立派なお堂である。    

内部の来迎回りと須弥壇、天井の部分には、鎌倉時代の遺材が使われ、1648年江戸時代に再建されたものという。 

内陣 須弥壇には立派な厨子に入った本尊の秘仏 如意輪観世音菩薩像が祀られ、中央須弥壇の両側の区画にもそれぞれ仏さ

まが祀られ、修正会・追儺式の飾り付けがされていました。 

  

  

  

新春修正会追儺式の法要の準備がすっかり整得られた本堂 2016.1.11. 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A6%82%E6%84%8F%E8%BC%AA%E8%A6%B3%E4%B8%96%E9%9F%B3%E8%8F%A9%E8%96%A9


正面のご本尊のお厨子の前には 花・数々の供品とともに 追儺式で使われる赤鬼・青鬼の面が置かれ、左右の仏さまの前に

は鬼の花と呼ばれるシキミに造花を巻き付けた花 そして 法要で座る僧侶の前の膳台には赤い紐と散華がおかれ、間もなく

行われる法要の準備が整っていました。サカキに造花の蓮の花? を巻き付けた散華がかざられ、須弥壇の前には そして餅ま

きの餅も。いよいよ 追儺式に先立つ修正会の法要が始まる。 

  性海寺「修正月会結願法要と追儺式 鬼踊り」の進行概要 2016年1月11日 13:00 ～ 16:00頃   

  

 

 

 



  ◆◆  性性海海寺寺  新新春春のの修修正正会会  追追儺儺式式  法法要要    22001166..11..1111.. 

 

 

 

新新春春のの修修正正会会  追追儺儺式式  法法要要    22001166..11..1111..  



    ◆◆  性性海海寺寺  22001166年年  新新春春のの追追儺儺式式・・鬼鬼おおどどりり  22001166..11..1111..  

  
22001166年年  新新春春のの追追儺儺式式・・鬼鬼おおどどりり  22001166..11..1111..  

 

ほら貝・太鼓の合図で 赤鬼・青鬼を先頭に本堂回廊を3周して 追儺式がはじまる 2016.1.11.  

追儺式は「悪鬼すなわち疫病を追い払う平安時代の初期頃から行われていた宮中の年中行事で、大晦日に殿上人が桃の弓と葦

の矢で鬼に扮した者を追い回すという邪気＝邪鬼を払う行事がルーツといわれ、その多くは大晦日から節分や新春へと移り、

執り行われている。また、修正会（修正月会）は毎年1月に行われる法要で、正月・新春に国の安寧や五穀豊穣を願う法会で、

本来は読経や法要が中心の新春の法会として奈良時代に始まったとされる。  

この修正会が迎春の予祝行事や、年越しの追儺式と結びつきながら各地に広まり、地域ごとに様々な形態になっていったと言

われる。西神戸性海寺では 周辺摂津/播州国境地域に残る追儺式と同様 新春の修正会と追儺式が結びついて 新春 厄を

祓い、天下泰平・五穀豊穣を祈念する行事として執り行われてきた。 

性海寺の追儺式も含め、この新春の追儺式では 「鬼は神・仏の使い」であり、良鬼として、儺（疫鬼）を払い疫病を除く役

割を担っている。  

≪≫ 赤鬼・青鬼を先頭に本堂の回廊を周回し、鬼踊りがはじまった ≪≫ 

13時 本堂の周りには大勢の人が集まり、ほら貝・太鼓が鳴り始まると赤鬼・青鬼を先頭に 赤熊を頭にかぶった10匹ほど

の子鬼たちがつづき、最後にはチョケ鬼2匹が登場。本堂回廊を3周して 追儺式がはじまった。 

赤鬼の手には松明と斧・青鬼の手には松明と金槌 子鬼たちは赤白の縞模様の棒 前のチョケ鬼は腰にヒョウタンをぶら下げ、

前のチョケは松明と斧 後のチョケ鬼は松明と鉾を持っている。みんな この高和集落の人達が演じている。 

   

本堂の回廊を3周する鬼踊りのメンバー  みんな地元の人達が演じている  2016.1.11. 



 
回廊を3周する鬼たち 手にもつ松明から 飛び散る火の粉が邪気を祓う 

 

子鬼たちが手に持った棒を打ち合わせながら舞い踊り、次の赤鬼・青鬼の登場を待つ 2016.1.11. 

≪≫ 追儺式 鬼踊りの場面場面をつないでゆく子鬼たちの舞 ≪≫ 

鬼たちが回廊から去ると打ち鳴らされる太鼓に合わせて お堂の中に子鬼たちが2列に並び、二人一組になって、棒を打ち合

わて舞い踊る。 この子鬼たちの踊りは鬼たちが登場する演目場面が変わるごとに、少しづつ踊りを変化させながらつなぎと

して踊り、追儺式の鬼踊り全体をつないでゆく。 

 



≪≫赤鬼・青鬼の鬼踊り≪≫ 

子鬼たちの舞がおわると、ほら貝と太鼓に合わせ、再度 赤鬼・青鬼が横手の回廊から登場し、お堂の中(外陣)に入って、 

立ったり しゃがんだり、舞い踊ったりの仕草をして鬼踊りを披露して、内陣の仏にお参りをする。 

お堂の中にいる子鬼たちが、目を輝かせて見入っている 

      

 

 

2016年性海寺 追儺式 鬼踊り  2016.1.11. 



≪≫ 餅まき ≪≫  追儺式 鬼踊りの中で、3回餅まきが行われました 

  

2016性海寺 追儺式・鬼踊り 餅まき 

≪≫ちょけ鬼の登場 ≪≫ 

 

 

         ちょげ鬼登場  陽がかげりだし、お堂の白壁に写す鬼の影が実に美しい   



  

≪≫ 赤鬼・青鬼 再度登場 そして ちょけ鬼も登場して 境内の人ごみの中へ降りてゆく≪≫ 

 また、子鬼たちの踊りがあって、赤鬼・青鬼が再度登場し、鬼踊りを舞い、そのあと 今度は持ち物を松明と斧や柄杓に変

えたちょけ鬼が登場。 松明を叩いては 火の粉をまき散らしながら境内の人ごみの中へ降りてゆく。 

 いつもお堂の中で、鬼踊りの裏方役をしている茶色の法被を着た古老たちはこの集落の鬼踊り保存会のメンバー。鬼たちの

松明から飛び散る火の粉を濡れた箒ではきとり、火を消して回ったり、太鼓をたたいたりして この鬼踊りを支えている。 

また、追儺式のクライマックス 鬼の餅切り この餅がどこにあるのか 気になっていましたが、お堂の東側の壁に青竹に挟

んで、架けられていました。  

ちなみに この餅はそれぞれ 天下泰平 五穀豊穣 家内安全など災厄祈願の餅 鬼がこの餅を切ることで、災いや厄が解き

放たれるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤鬼・青鬼の鬼踊り赤鬼・青鬼の鬼踊り 2016.1.11.2016.1.11.



 

   



≪≫鬼踊りのクライマックス 鬼の餅切りへ進んでゆく≪≫ 

      

   

 

 

 

 

 

 

子鬼たちが速いテンポの踊りを披露し、いよいよクライマックス 赤鬼・青鬼が登場して 餅切りに入って行く 



≪≫鬼の餅切り≪≫ 

 

      

  



≪≫ 鬼踊りの最後 花おどり ≪≫ 

花踊りは赤鬼・青鬼は右手に松明、左手に榊[さかき]の葉の付いた枝に

紙の花型をつけた鬼花を持って踊り、天下泰平・五穀豊穣・家内安全を

祈る鬼踊り最後の踊り。 

餅切りが終わり 子鬼たちの踊りも密集して テンポの速い踊りへ 。

ちょけ鬼も再度 境内に降りてきて いよいよ 鬼踊りも最後の花踊

りへ向かう 

 

  

ちょけ鬼が姿を消すと子鬼たちが本堂正面の回廊に一列にならび、大将の「猩々」が一人一人と棒で叩き合いながら周ってゆ

く。 そして いよいよ 最後の花踊りへ  

 



 

    

 

赤鬼・青鬼は右手に松明、左手に榊の葉の付いた枝に紙の花型をつけた鬼花を持って踊り、2016年新春の追儺式は無事終了。   

最後に3回目の餅まきがあって、全行事が終了。   

 



≪≫子鬼たち 久しぶりに見るわんぱく坊主集団 本当に爽快でした≪≫ 

午後1時から4時前まで長い鬼踊り。昼間の追儺式は迫力がないのではないかと思っていましたが、 飽きることなく楽しく

面白いでした。 住職や僧侶・村の古老ほか多くの村の人達とも 華字ができて この行事や村のことなど 色々教えてもら

えたのも収穫。 本当にフレンドリーでした。  

最後になりますが、子鬼として出てきた性海寺の集落の子供たち   この境内は彼らのホームグランド。                                                                                                                                    

子鬼の踊りもそうですが、鬼たちの踊りには 踊る鬼たちの後ろで、パッチリ眼。目を輝かせて驚きの表情が、鬼踊りを一層

引き立てていました。 また 行事が始まるのを待つ間も、境内やお堂 そして 裏山を駆けあがり、自由奔放 実に愉快な

子鬼たちでした。    

この性海寺の鬼踊りが、間延びせずに楽しいのも この子鬼たちあってと。 

久しぶりに見るわんぱく坊主集団にも 本当に爽快でした。  

 

 

 

 



 

西神戸には 市街地のすぐそば 早春には毎年土筆取りに出かけるところであるが、 

観光化からは無縁なこんな素朴な行事が残る田舎がある。  

天下泰平 五穀豊穣 家内安全  

本年が、みんな健康で暮らせるいい年でありますようにと願いながら  

夕暮れ近く ぶらぶら帰途に  

2016年の「鬼」 気持ちも晴れ晴れ うれしい鬼との出会いでした    

           2016.1.11.夕 性海寺を後に  

             Mutsu Nakanishi  

 

  参考1.  西神戸 押部谷高和の古刹 性海寺 概要 & 西神戸 新春の追儺式 
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中西睦夫
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  参考資料 和鉄の道・Iron Road 

 
 

   1.   2015年の鬼  生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる 2015.1.25. 
       生駒山上の暗峠をはさむ大阪側 東大阪市髪切 奈良側生駒鬼取  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1502ikoma00.htm 

    2.  日本各地 鬼伝説 和鉄の道・Iron Road 掲載リスト  2013.1.15. 

           http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf 
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http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1502ikoma00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron09/13iron01list.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa08.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/walk5/0802oni00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/mutsu/fkobe1002.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron01.pdf


      幕末神戸の街に炭鉱 !!  神戸開港と密接に関係した「幻の神戸石炭」 

    高取山北麓 車・妙法寺の石炭 幕末神戸開港に一役 !!  寄港する外国蒸気船の石炭供給基地   

                             2016.3月 12日 神戸新聞の記事より  

 
2016/3/12 16:01神戸新聞の夕刊に「幻の神戸石炭 ひもとく資料 幕末に脚光、開港と密接な関係」との 

大きな見出しの記事が掲載された。 そして 記事に掲載されている地図には 自宅のある若草町の地域が示されている。 

自宅の周辺から石炭が出る!!   ビックリして記事を読む 

記事には市立博物館で開催中の特別展に展示された石炭塊展示写真 並

びに炭鉱があった位置を示す絵図・古地図・古文書などについて 概況が

まとめて掲載されていた。 

  幕末から明治時代にかけて神戸市須磨区の高取山周辺にあった炭鉱の  

   資料が、同市立博物館（同市中央区）の特別展「須磨の歴史と文化展」 

   で公開されている。 

  鉱脈の絵地図や発掘記録のほか、１９９０年代に工事現場で採集され  

   た石炭の現物など所蔵品５点で、同館では初めての展示。 

  １５０年ほど前の神戸開港に深くかかわり、人知れず姿を消した 

 “神戸 石炭”の存在が浮かび上がる。 

   明治政府の事業で編集された「兵庫縣史料」では、須磨区車、妙法寺 

   周辺とみられる「生焼谷」や「清水谷」で採掘の記録があるが、1975 

 （明治８）年以降は不明。神戸市史では「長続きはしなかった」との記 

  述にとどまる。 

  特別展では、その後少なくとも１０年以上採掘が続いていたことを示す1985（明治１８）年前後の史料を初公開され、 

 神戸や大阪の商人が兵庫県令（現・県知事）に開発を請う「借區開坑願」や、作業員の人数や採掘量を記した「借區坑業 

 明細表」などが展示されている。。 

 また、産出した石炭は、実際に蒸気船の燃料などに使われたとみられるが、具体的な用途は不明という。 

 閉山の時期、経緯などは分かっておらず、炭鉱の痕跡も宅地開発などによりほぼ消滅。  

 また、特別展では 往時をうかがわせるような発見として、１９９２年に市営地下鉄妙法寺駅周辺の工事現場で見つか 

  った石炭も展示されている。 

                             2016/3/12  神戸新聞の夕刊の記事より 
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幻の神戸石炭の記事に掲載されていた特別展須磨妙法寺奥の絵図と妙法寺駅北で出土した石炭展示  

炭鉱は、現在の神戸市須磨区車、同区妙法寺の一帯に広がっていたとされ、１８５７（安政４）年に最古の開発記録が残る。

採掘は６０年代に本格化したとみられ、この頃の絵地図には鉱脈や坑道の入り口が記されている。 

同館や「神戸市史」によると、欧米諸国の開国の圧力が強まり、江戸幕府が神戸への外国船の寄港を見据えて燃料確保に 

迫られた背景がある。鉱脈を探し当てる山師を生野鉱山（朝来市）から連れてきたという。 

明治政府の事業で編集された「兵庫縣史料」では、須磨区車、妙法寺周辺とみられる「生焼谷」や「清水谷」で採掘の記 

録があるが、７５（明治８）年以降は不明。神戸市史では「長続きはしなかった」との記述にとどまる。 

                         

特別展では、神戸開港後、 少なくとも１０年以上採掘

が続いていたことを示す８５（同１８）年前後の史料を

初公開。 

神戸や大阪の商人が兵庫県令（現・県知事）に開発を請

う「借區開坑願」や、作業員の人数や採掘量を記した「借

區坑業明細表」などが展示されている。 

産出した石炭は、実際に蒸気船の燃料などに使われたと

みられるが、具体的な用途は不明という。閉山の時期、

経緯などは分かっておらず、炭鉱の痕跡も宅地開発など

によりほぼ消滅。一方で、１９９２年に市営地下鉄妙法

寺駅周辺の工事現場で石炭が見つかるなど、往時をうか

がわせるような発見もある。                              妙法寺・車村周辺の炭鉱を記した絵地図 1866《慶応2》 

   2016/3/12  神戸新聞電子版Nextより 

 この炭鉱が記載されている位置は 東西に連なる西六甲高取山と横尾山・宮山の北側に切り開かれた広大な名谷ニュータウ

ンが連なる東端の一角の妙法寺・車地区。妙法寺川が流れ下る古くからの街道筋で、 崖が続く須磨海岸の難路を避けて、北へ

高取山・横尾山の二つの山の切れ目を抜けて、さらに北の白川峠へ登り、播州や有馬へ抜けてゆく古くからの街道筋である。   

今も妙法寺川に沿って山間を妙法寺・車の集落を抜けて北の白川峠を越え、三木へ至る神戸三木線が走り、同時にこの山間を並

行して、トンネルで地下鉄と阪神高速道路が抜けてゆく。また、 北の白川峠のすぐ下には 六甲山系の山中を東西にトンネルで

山陽新幹線が抜け、また、並行して山間を山麓バイパスが神戸の三ノ宮・新神戸と西の西神地区のニュータウンを結んでいる。   

この白川峠下の妙法寺川の源流部 山麓バイパスと神戸三木線がぶつかる車地区 神戸三木線の道路の西側の谷筋が、車・妙

法寺周辺が炭鉱があった場所で 東側の丘 若草山に開かれた若草町の街沿いの谷筋でした。 

新聞では南北が横向きに掲載されていてわかりにくかったのですが、南北に地図の向きを変えてみて位置がはっきりした。  

  絵図には妙法寺村・車村の地名 さらに炭鉱の坑口のマークが字名とともにいくつも書かれていて、 幕末にはこの一帯

で石炭が採取されていいたことは確かなようだ。しかも、幕末の神戸開港は この地の石炭を蒸気船の燃料とすることで ス

タートしたという。  今まで全く知らなかった史実にびっくり。  

 それにしても、この周辺は随分歩いたつもりでしたが、 全く 石炭がこの地から出るとは知りませんでした。 

 仕事で山口県の炭田地帯美祢に赴任していたこともあり、石炭層については 何度も見てよく知っていましたが・・・・・・・・・・・。 

 もう ビックリです。 



 

 写真左手の山裾を奥へ神戸-三木線が妙法寺・車の集落を抜けてゆく 南の横尾山より    

 
 1866（慶応２）年に作成された車村、妙法寺村（当時）周辺の炭鉱を記した絵地図(部分)と絵図の現在地図との対比 

     記載されている地名は今も 妙法寺川沿いに北の白川峠へ登ってゆく神戸-三木線 

              妙法寺・車の集落の字地名として残っている。  

太古の昔、この神戸市須磨区・北区あたりから三田周辺にまでの地域一帯には 古神戸湖と呼ばれる巨大な湖があった。  

この湖艇に火山灰が堆積してできた凝灰岩と泥岩、そして河原に堆積した砂や礫が固まってできた砂岩、礫岩によって、神戸層

群と呼ばれる地層が作られた。  

基本的には凝灰岩、泥岩、砂岩、礫岩の 4 層からなり、全体

に白っぽい色をしているのが特徴。 白い凝灰岩の分厚

い地層が幾重にも重なっており、この神戸層群の地層に

その後の地殻変動で花崗岩岩盤質の地層が突き上げ、い

くつもの断層とともに、高取山・横尾山など東西に連なる

西六甲山系の山並みを形成し、現在の須磨区周辺の地質・

地形が形成されました。 

この神戸層内には完全な形の植物化石を多く含み、特に

白川峠周辺は植物化石の宝庫として、のどかな神戸の山

間の化石採りのハイキングコースとして親しまれた。 

 その後 この一帯は土地開発が進み、新しいニュータ

ウンが次々と造成され、新しい市街地がひろがっている

が、今も山裾の道端で石を拾って探すと いくつも化石

がみつかることがある。  

 神戸層群白川層から出土する化石  妙法寺川物語より 

 

 

  白川峠                              鵯越  

                    若草町  

 

   清水台       車 

                     妙法寺駅                          
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話を神戸の石炭に戻すと、 

この神戸層群の泥岩層などの中に 濃密に樹木など植物が封じ込められるとそれが炭化し、炭化の度合いにより亜炭・石炭を形

成する。 私はよく知らなかったのですが、 この高取山周辺はそんな石炭・亜炭を産出し、幕末 英国人が高取山を「コールヒ

ル（石炭山）」と呼ぶなど、幕末の神戸開港前後には石炭の産地として一定の知名度があったという。      

特別展に展示されていた「神戸石炭」もそんなプロセスで形成された高取山北山麓の神戸層群に封じ込められた石炭と推定さ

れ、写真や展示を見た限りでは 通常見る石炭と比べ品質は良いとは思えず、亜炭系だったのだろうか・・・・。 

 

    特別展に展示されていた石炭 並びに資料「妙法寺物語」に掲載されていた妙法寺地域で採取された石炭 

 

 
 

2016年3月 17日 神戸市立博物館で開

催されている特別展「須磨の歴史と文化

展 -受け継がれる記憶-」へ。 

 小さなコーナーに新聞記事で紹介さ

れた絵図や資料と地下鉄妙法寺駅北の

高速道路工事現場から出土した石炭が

展示されているのみ。 

もう少し詳しい産炭地の情報や産出さ

れた石炭についてわかるかと思いまし

 



たが、情報なし。 展示されている石炭を見る限り、炭化が進んだ石炭というより、亜炭に近く、燃料品質としても良いとは

見えず、品質の良い石炭が見つかると他の産地のものに次第に置き換えられ、短命に終わったことがうかがえる。 

でも 幕末の切迫した状況の中 神戸の港に近くに燃料基地が見つかっていたことは本当に心強く、神戸開港の大きな要因に

なったろう。 神戸市史によれば１８６０年代前半に「神戸海軍操練所」にいた勝海舟が炭鉱開発を命じており、練習艦の燃

料に使おうとしたとみられ、その後、現在の同市兵庫区に石炭を管理する施設が整備され、江戸幕府は諸大名の軍艦の石炭が

不足したときに払い下げる ことを決めたといい、明治期に入っても採掘が続くが、具体的な使途は不明という。 

また、８７～８８（明治２０～２１）年の採掘記録では、１３カ月で１３１・２５トンを掘り、９９％を売却したと記され  

ており、 活用されていたことは確からしい。  

でも ほとんど詳細な資料はなく、また 坑口周辺の現地の様子もほとんど不明で「幻の神戸石炭と言われる所以であろう。 

《妙法寺川物語に記載された幕末の高取山北麓 車・妙法寺村の石炭  妙法寺川物語より》 

  寄港する外国蒸気船の石炭供給基地 として高取山北麓 車・妙法寺の石炭が幕末 神戸開港に一役 !!  

  1853年開国を迫るペリー来航 1854年日米和親条約（神奈川条約）締結をスタートに 

  1858年（安政5年）の日米修好通商条約を初めとする安政五カ国条約を締結。 

  貿易を前提とした開港場として、箱館・神奈川（横浜）・新潟・兵庫（神戸）・長崎の5港が開港。 

  日本の鎖国が解けた。 

  幕末から明治へ 激動の近代化への歩みを始める第一歩。日本開国の1ページを飾る神戸開港である 

 
   今や「幻の神戸石炭」と言われるほどに地元でも その痕跡は消え、忘れ去られているとしても 

   日本近代化の歩みの第一歩に高取山北麓 車・妙法寺の石炭があったことは事実であろう。 

 

                特別展に展示されていた関連資料目録 

   ◎ 摂州矢部都事村妙法寺村石炭等之図   江戸時代、慶応2年（1鮎6）9月    神戸市立博物館蔵 

   ◎ 倍区閑境厩  鹿本墨書 1冊      明治18年（1885）8月       神戸市立博物館蔵 

   ◎ 倍区坑業明細表  紙本墨書 1枚     明治20年（1887）5月       神戸市立博物館蔵 

   ◎ 摂津国八部都全図 紙本銅版手彩 1枚  明治18年（1885）         神戸市立博物館蔵 

   ◎ 妙法寺駅北側高刃 速道路工事現場 石炭3点   平成4年（1992）採取   神戸市立博物館蔵 

http://www.ab.auone-net.jp/~tsuka21/modern/01/shiryo01.html#washin
https://ja.wikipedia.org/wiki/1858%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E7%B1%B3%E4%BF%AE%E5%A5%BD%E9%80%9A%E5%95%86%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E6%94%BF%E4%BA%94%E3%82%AB%E5%9B%BD%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%8B%E6%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E6%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E6%BD%9F%E6%B8%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E6%88%B8%E6%B8%AF


  ◆ 高取山北麓 幕末の車・妙法寺村 石炭採炭地を訪ねる  

 

        横尾山・宮山の登山路より 幕末の採炭地が眠る 北側 妙法寺・車の集落から白川峠方面遠望  

  

  右端にトンネルを抜けて 妙法寺駅から北へ伸びる阪神高速道路  

  中央奥に山麓バイパス沿い若草山から鵯越の住宅地 

  一番手前 左から横尾団地 そして 右端に高取山が見える。 

 

  また、高速道路沿い左の緑の帯が 妙法寺川沿いの江戸時代の絵図に 

  記載された採炭地の谷筋で、手前から奥へ 妙法寺駅周辺の妙法寺字竹向   

  妙法寺清水谷 そして 山麓バイパス下の道谷 その横に若草山・車の集落 

 

 幻の神戸石炭の採炭地の谷筋は 私の自宅周辺でいつも見慣れた地域ですが、 

 いずれも住宅地に開発された谷筋で、じっくり眺めたことなし。 

 もう 石炭の痕跡はほとんどみつからないとおもいますが、地図に記載された 

 幻の神戸石炭の採炭地の地名もがわかりましたので 訪ねてみ見ました。 

 

 

 《 幻の神戸石炭の採炭地として得ずに記載された場所の今 》  

  1. 妙法寺字道谷  山麓バイパス下 西に高速道路白川南 IC 東に神戸 

             -三木線に挟まれた狭い谷筋で、谷の中央をを東西に山陽新幹線が抜けてゆく。 

  2. 車 車大道   車集落の北端 車大道のバス停のすぐ東北現在パチンコ店の上  

            若草山の山裾の丘周辺で採炭していたと伝えられている。 

  3. 妙法寺字清水谷 道谷・車大道の下の谷筋で 西の丘の上に白川南 ICに沿う谷筋に 

            大きなマンションがの上に建つ 

  4. 妙法寺竹向   妙法寺駅の東 妙法寺川広畑橋周辺 妙法寺川が流れ下る東の谷筋と西の清水谷の出会い周辺 

              

 

 



  神戸三木線 妙法寺・車周辺から眺めた 幻の神戸石炭の産炭地周辺の今 

  1.  妙法寺字道谷  山麓バイパス下 西に高速道路白川南 IC 東に神戸 

            -三木線に挟まれた狭い谷筋で、谷の中央をを東西に山陽新幹線が抜けてゆく。 

  

山麓バイパスより 樹木・雑草におおわれた道谷を眺める 左奥に高取山が見える 

   東に高取山 中央奥に横尾山が見える谷筋の一番奥で 山麓バイパスを挟んで 反対側すぐ上が白川峠である 

   この狭い谷筋を東西に新幹線が谷を渡る道谷 その下にはマンションの建つ妙法寺 清水谷方面を眺める 

   狭い谷筋に今は道がなく、樹木や竹そして雑草に覆われ、入れない。 

  

 
            神戸/三木線側から 道谷の北の山麓バイパスを眺める 

 

          若草町横の神戸三木線  右側に若草山 左側道谷の谷筋に挟まれ、 神戸/三木線が北へ  

 

中西睦夫
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   2. 車 車大道周辺   

   車集落の北端 神戸/三木線 車大道のバス停のすぐ東北現在パチンコ店の背後 若草山の山裾の丘周辺で 

   採炭していたと地本の人が言うと伝えられている。 

    

     清水谷に架かる橋から東の車集落方面を眺める 採炭したといわれるパチンコ店の赤い看板が見える 

       
       神戸/三木線 車王道 清水谷への分岐                 神戸三木線 車大道 バス停 

  3. 妙法寺字清水谷  

  道谷・車大道の下の谷筋で 西の丘の上に白川南 ICに沿って 大きなマンションが谷に筋の上に建つ 

    

      若草町から南西の清水谷方面を眺める     住宅・マンションが立ち並ぶ清水谷     

  4. 妙法寺竹向    

  妙法寺駅の東 妙法寺川広畑橋周辺 妙法寺川が流れ下る東の谷筋と西の清水谷の出会い周辺 

   

       若草山の南から 南西の広畑橋へ流れ下る妙法寺川から広畑橋・妙法寺駅方面を眺める 

 



 参考 1.  幻の神戸石炭を紹介する 神戸新聞 2016年3月 12日夕刊   

  高取山北麓 車・妙法寺の石炭 幕末 神戸開港に一役 !! 寄港する外国蒸気船の石炭供給基地   

 

 参考2.  国土交通省 近畿地方整備局 六甲砂防事務所編「妙法寺川物語」   

      http://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/rokko/study/myouhouji/myo-b.pdf 



 和鉄の道・iron Road 参考 

  雑誌「岳人」2016年 2月号掲載 畠山重篤氏「鉄の誘い」の転記紹介 

    畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第 18回「鉄の誘い」  

         

 雑誌「岳人」の2月号に 昨年世界遺産に登録された近代製鉄発祥の地 釜石の「橋野高炉跡」の 

訪問記をベースに世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」

の中の「日本近代製鉄」の黎明と発祥期 東北での近代製鉄の発祥がもたらした日本の近代化につい

て 実に簡潔にまとめられ、また 東日本大震災で未曽有の災害を受けた三陸沿岸の山に存在する鉄

が三陸の豊かな海を育み、支えていることにも触れられている。 

うれしくなって、この一文を転記して ご紹介 

 この「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」登録については 数多くの紹介がなされてきたが、 

 ほとんどが 観光ビジネスとして描かれたものが多く、その内容と中身について疑問を感じることもあって 気に 

 なっていました。他の地域の反射炉が産業遺産登録されている中で、なぜかこの近代製鉄の研究をいち早く始め、 

 その研究の波及がその後の展開に大きくかかわった佐賀藩の研究と反射炉 そして 函館 古武井の反射炉建設 

 など 産業遺産が残っていないとはいえほとんど触れられていないのが寂しい。 

 また、 反射炉があたかも製鉄炉と勘違いしたような記事もある。 

 山口萩の反射炉やたたらの意義は認めるもののあまりにも他と比べ、過大な評価に戸惑い、これも政治の圧力かと。  

  ( 山口は私にとっては 第二の故郷とでもいうべき大事な地で、仕事の傍ら 地域のなりわい・自然 

   そして鉄・たたら等々訪ね歩いた地であり、悪く言うつもりはないのですが・・・・・・) 

 

一昨年 震災後 三陸鉄道北リアス線が全通した折に、橋野高炉跡をふくめ、三陸の製鉄関連遺跡を巡りなが

ら三陸沿岸をあるきましたが、ようまとめきれなかった近代製鉄黎明・発祥と日本の近代化への役割。 

 私の和鉄の道 ファイルにも この畠山重篤氏 文・写真 岳人 2016年 2月号掲載     

    山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第 18回「鉄の誘い」  

を納めておきたくて このページを作りました。 

 

    【参考】●和鉄の道・Iron Road   

     東北 三陸沿岸の Iron Road を訪ねる 震災後初めて 三陸沿岸を再訪  2014.6.7-6.9.   

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1407sanriku00.htm 

 

                                              2016.3.16.  by Mutsu  Nakanishi 
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雑誌「岳人」2016年2月号掲載畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅- 第18回「鉄の誘い」 転記 

 



 

雑誌「岳人」2016年2月号掲載畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅- 第18回「鉄の誘い」 転記 



 

 雑誌「岳人」2016年2月号掲載畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅- 第18回「鉄の誘い」 転記 

 



 

 雑誌「岳人」2016年2月号掲載畠山重篤 山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅- 第18回「鉄の誘い」 転記 

 



      大阪弥生文化博物館 2016年春季特別展「鉄の弥生時代 - 鉄器は社会を変えたのか? -」展  

            特別展第1回考古学セミナー 愛媛大村上恭通教授講演 

   「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」聴講メモ 2016.4.30. 

                村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 &  図録整理  

      1.「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」愛媛大村上恭通教授講演聴講概要  

              西アジアで生まれた鉄のユーラシア大陸東進とその発展史 聴講まとめ 

       2.  特別展図録から拾った弥生の鉄と新しい弥生時代の時代感 整理 

           弥生時代の鉄理解の疑問  鉄の弥生時代 鉄器は社会を変えたのか?   

      鉄の理解が弥生文化を解明する重要な鍵 再考を迫られる弥生時代の鉄文化像  

 

 

   
特別展考古学セミナー 愛媛大村上恭通教授講演「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 2016.4.30. 

鉄の道具は稲作や青銅器とともに、弥生時代の象徴といえるものです。鉄器はその切れ味、頑丈さで作業の効率を劇的に高め、

弥生人の生活に革命をもたらしました。 貴重な素材の入手や高度な技術が必要な加工は、権力者の成長、クニの発達、戦い

の激化との関連で考えられ、弥生社会を変えた素材として、鉄は大きな意味を与えられています。 

一方、土中で錆びて消滅する、また新たにリサイクルすることができるという鉄の性質から、出土鉄器の評価には難しさが存

在します。たとえば、近畿地方は鉄器の出土が少ないにもかかわらず、「見えざる鉄器」として多数の鉄器の保有、そしてそ

れを可能にした「国力」が推測されてきました。さまざまな弥生時代の鉄の問題をどう理解していくか。 

鉄だけでなく、石、木といった深くかかわる素材も合わせて、 最初の鉄器、石器から鉄器への変化、鉄器の生産技術、権力

者の鉄などの側面から考えます。   

                           ( 弥生文化博物館 ホームページ 特別展案内より) 
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 4月23日～6月19日まで 大阪弥生文化博物館で2016年春季特別展「鉄の弥生時代- 鉄器は社会を変えたのか? -」展  

が開催中。この特別展に合わせた考古学

セミナーが4回企画されていて、その特

別展第1回考古学セミナーとして、4月

30 日午後、愛媛大村上恭通教授講演 

「ユーラシア大陸における鉄の発展史

と弥生時代の鉄」が開催された。 

 

 すでに何度かご紹介しましたが、村上

教授は日本の古代鉄文化研究を代表す

る口語学者の一人で、 現在周辺各国の

研究者との「鉄の起源」・「ユーラシア

大陸の東西を結ぶメタルロード探求」の共同研究

を推進中で、数々の新しい発見成果を上げる。  

 

 西アジアで生まれた鉄がユーラシア大陸を西か

ら東へ東進して、中国・朝鮮半島そして日本に伝

来するその過程について何度か聞かせていただき

ましたが、今回は最近の研究成果を中心に「鉄の

起源からユーラシア大陸を東進する道筋とともに、

その過程でどのように発展し、日本弥生時代の鉄

伝来へとつながってゆくのか?」をまとめて聞く

ことができる絶好のチャンス。 

日頃からもやもやしている弥生時代の鉄の展開に

ついても 特別展並びにセミナーを通じて知るこ

とができると4月30日大阪弥生博物館経てかけ、講演を聴講させていただきました。 

 

何度か聴講させていただいたユーラシア大陸の東西を結ぶ鉄の道「メタルロード」。 西アジアから東へ メタルロードを通

って中国・日本へ東進した鉄が それぞれの通過地点での鉄の発展史とそれが一つの道として繋がって、日本への伝播が成し

遂げられた様子がコンパクトに整理してよく理解された。まさに「ローマは一日にしてならず」です。 

私にとってはフレッシュな村上先生の鉄の道デンバの視点 うれしい講演聴講でした。 

 また、 特別展については こちらも「疑問だらけの弥生時代の鉄」をストレートに取り上げ、その疑問を最近の研究成果

からレビューし、解き明かす特別展。 「弥生時代の鉄」の今までの常識を置き換えるうれしい特別展でした。 

今回は超スピードで約1時間ばかりしか見ることができませんでしたが、展示の写真もokなどので、次の考古学セミナーの

時に早く出かけ、見ゆっくり見て、再度ご紹介したいと考えています。 

今回は、最近の研究成果から 従来の「弥生時代の鉄」の常識を塗り替える特別展が開催されていることをご紹介するにとど

め、愛媛大村上恭通教授講演「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」について 講演資料として参加者にいた

だいた講演スライド集を私なりに整理して  村上先生の講演概要のメモを作り、聴講概要とさせていただきました。 

 また、特別展の概要として 今回の特別展テーマである「弥生時代 鉄器は社会をかえたのか?  弥生の常識と新事実の間

にある弥生の鉄への疑問」 について 特別展の図録から抜き書き整理しました。 

古代史ブームの真っただ中ですが、日本人のルーツである縄文や弥生時代の時代の認識が古い常識のままで、これでは古代史

そのものも見誤る恐れあり。 

この特別展は小規模ながら、旧態依然とした弥生時代の時代感を弥生時代の鉄文化研究の最近の研究成果から見直し、「新し

い弥生時代の時代感」そして 引き続く日本の古代史を眺める新しい視点を提供してくれる。素晴らしい企画でした。 

ご興味のある方は、ぜひ 一度 足をお運びください。 



 

  ◆「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 

       西アジアで生まれた鉄のユーラシア大陸東進とその発展史  

   ユーラシア大陸を西から東へ数千年をかけて東進して、日本に伝えられた鉄   

   ユーラシア大陸のメタルロードで 3つのstageを経て 鉄は東へ伝播した 

   そのプロセスの理解なくしては 弥生の鉄を理解できない。 

 

 

   

  ◆ 弥生時代の鉄は社会を変えたのか?  弥生時代の鉄への疑問? リスト 

      1. 弥生時代の始まりから 鉄器はあったのか? 

                C14加速器質量分析法による絶対年代:計測の普及から旧弥生時代の年代観への疑問 

            2.  弥生時代は水田稲作の時代  農工具は石器から鉄器へ本当におきかわったのか? 

            3. 弥生後期 各地で拠点集落が多数消えてゆく これはなぜ  鉄がかかわっているのか? 

            4. 見えざる鉄器論争  鉄器が少ないのは土中で腐食して きえたから?  

        弥生時代 畿内では後期になっても鉄器の出土数は先進地に比べ極端に少ない 

            5. 弥生の戦さ  鉄製武器への変化  鉄が弥生の戦を誘発したのか 

      6. 弥生時代の鉄  威信材と実用鉄器 これらにより変化した弥生の社会   ほか 

            ◎弥生時代の鉄は社会を変えたのか? 

  

 

  資 料  

   ◎ 2016年春季特別展「鉄の弥生時代 -鉄器は社会を変えたのか -」展 図録  大阪弥生文化博物館 

   ◎ 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」愛媛大村上恭通教授講演スライド集 

 【和鉄の道・Iron Road 】 下記報告の他に  多数関連報告あり。 HPの和鉄の道リストより検索ください 

      ◎ 鉄の起源 & ユーラシア大陸のメタルロード探求 愛大国際シンポジュウム聴講記録 サイトリスト 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1512metalroadweb.pdf 

     ◎ 弥生の戦さ   http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

      ◎ 近畿 弥生時代後期  幻の鉄器」の時代」という考えには疑問符   

            http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1103iron00.htm  

     ◎ 南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」     2011.9.1.    

.                   http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron08.pdf       
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  1.「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」愛媛大村上恭通教授講演聴講概要  

       西アジアで生まれた鉄のユーラシア大陸東進とその発展史 聴講まとめ  2016.4.30. 

          整理資料  村上恭通教授 講演スライド集より 

 

 

 ユーラシア大陸の西端 西アジア・中近東で生まれた人工鉄がユーラシア大陸の中央 森林限界に沿う草原の道(村上先生は

この道をメタルロードと呼ぶ)を東遷して、東端 中国・日本に伝

来する。この10年 このメタルロード周辺各国並びに日本の研究

者たちとの共同発掘・調査研究を通じて数々の成果を上げている村

上先生他愛媛大学東アジア古代鉄研究所のグループ。 

その成果報告会等に参加させてもらって、ユーラシア大陸を東遷す

る鉄そして その製鉄技術についての新しい発見等の成果を何度

か聞かせてもらっている。 その報告会に参加するたびに 新しい

発見・知見におどろくうれしい村上先生の講演である。  

今回は「ユーラシア大陸を東遷してゆく鉄の発展史」。          

「どんな切り口で 鉄のユーラシア大陸東遷を;レビューされるの

か?  また、鉄のユーラシア大陸東遷の新しい発見が聞かせてもらえるのか?」胸ワクワクで参加させていただいた。  

愛媛大でのメタルロードの講演スライドより  
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毎度のことながら 講演会場である弥生文化博物館のホールには整理券で場所を確保した参加者約200名で満員。会場には

入れなかった人のために用意されたロビー スクリーン映像で講演を聞ける場所も満員。 弥生時代の鉄 そして村上先生の

講演を楽しみにしているファンが実に多い。  

スライド約60枚を使って約2時間「西アジアで生まれた鉄のユーラシア大陸東進とその発展史」の講演。 

スライド 1 枚 1 枚がほしい人工鉄ユーラシア大陸東遷の発達史。  数千年をかけて ユーラシア大陸を西から東へ東進す

る鉄・製鉄技術の発展史が実によく整理され、おかげで 全体像がすっきりと頭に詰め込むことができて、うれしい講演。                

どれだけ伝えられるかわかりませんが、私なりの受け留めを整理しして メモを作成しました。  

  

  講演要旨 まとめ  講演に添付されたスライド60枚にまとめられた村上先生の要旨を整理 

 1. 弥生時代の鉄を眺める視点について  

 

  弥生時代の鉄については 朝鮮半島・中国の鉄なくしては議論できない。これまでは せいぜい東アジアの枠組みで 

  議論されてきた。 しかし、漢代の中国 原三国時代の朝鮮半島と弥生時代の鉄を単純に比較すると当然類似点はあるが、 

  それはわずかで、むしろ量的・質的に大きな格差が目立つ。弥生社会にとっての鉄の意義を東アジア的視点で考えるにた 

  めには中国、朝鮮半島がいかにして鉄器化した社会を築き上げたのか、そのプロセスを検討することが重要。       

  つまり、同時代の接点を比較するのではなくプロセスの比較が重要と考える。 

  また、東アジア鉄器文化の中核を担った中国ですら、鉄の発生地でなく、ユーラシア大陸という広い視点に立てば、周辺。 

  伝播地である。 中近東(西アジア)を舞台として 人類社会に鉄が誕生して以降、利器としていかに浸透していったのか、 

  ユーラシア大陸における東アジアの、東アジアにおける弥生時代の鉄の意義と特質について明らかにしたい。 

                    2016.4.30. 弥生文化博物館 村上恭通先生講演スライドより 

 

中国 成都高原で発掘された 前漢・後漢時代の製鉄炉や放置された鉄塊の大きさを見れば、弥生時代の日本の鉄とは比較に

ならぬ大きさに驚嘆。 鉄牛村で発掘された 後漢時代の大鉄塊一つで ほぼ日本の弥生時代トータルの鉄量に匹敵すると。 

そんな鉄塊が中国には当時 ごろごろ。 

日本の鉄・鉄技術と中国を同時代での比較しても その接点の見ようがないことがよく理解できる。                                       
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  2. 鉄とその価値の創出    

    鉄が発見・発明されてから 実用利器として広く使われるまでの 3つのステージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 鉄塊は銅生産の副産物として生成  世界最古の鉄 生成そのままの姿で価値       世界最古の複合鉄器     

 

鉄を使いだした始まりは紀元前 4000 年頃 隕鉄の利用とする説 また 西アジアの銅生産の副産物として銅滓の中に銅とは

異なるごく小さな小鉄塊を見つけたのが始まりとする説がある。 明確にはなっていないが、いずれにせよ ごく少量 極小

の鉄塊が希少価値・宝物性を持って出現。 また、トルコ・アラジャ・ホユクK墓からは世界最古の複合鉄器金柄鉄剣が出土

し、この例では隕鉄のようだが、当時 鉄は金よりも価値のある希少価値のある金属とみられていた。 

 現在世界最古の人工鉄は ヒッタイトの時代以前に西アジアのアナトリア高原 カマンカレ・ホユック遺跡で紀元前 2100

～2300年の地層から 日本の調査団により発掘された小鉄塊(ほぼ錬鉄とみられている)であると言われる。 

ヒッタイト帝国成立の400年ほど前に製鉄技術がすでに成立していたことが明らかとなった。 従来 人工鉄を初めて造った

といわれてきたヒッタイト帝国は「製鉄技術を改良して 新たな生産システムに作り上げた」として、現在 ヒッタイト帝国

のイメージが大きく変化し始めている。 

人工鉄が初めて出現した西アジアで 鉄の出現から利器利用までのプロセスを眺めたが、上記したように鉄の出現利用から 

実用利器として広く使われるまでの3つのstageがあり、青銅器の時代に 鉄の出現から実用利器利用まで、実に数千年の長

きにわたって 西アジアの地で鉄が育まれてきたことが理解できる。そして その後 製鉄技術を高め、鉄器技術を独占して

来たヒッタイト帝国が滅亡する紀元前12世紀を境に、いよいよ世界各地へ 製鉄技術とともに鉄器が拡散してゆく。 

しかし、鉄の伝播は世界各地どこへでも一機に鉄器が青銅器を凌駕して切り替わっていったわけではない。 

そこには鉄器文化・技術を受け入れはぐくんでゆく素地文化と時間そして人の交流がなければ、伝播出来ないのである。  

西アジアで、鉄器利用の3つのstageを経て 鉄が育くまれたことが このことをよく物語っている。 

西アジアで生まれた鉄がユーラシア大陸を東へ東遷して、中国・朝鮮半島 そして日本へ伝来するには  

伝播過程にあるそれぞれの地点で このとてつもなく長い期間をかけて 3つのstageを経験して  

鉄を育む必要があったろう。おいそれと どこでも伝播してゆけるのではない。 

村上先生の言う弥生の鉄を眺める視点とはこれだろうか? 

日本に鉄が伝来して 製鉄技術が確立するまで約600年以上かかっている。 

いかにも長い期間であると思っていましたが、日本ばかりでなく、鉄の伝播の途上どこにおいても、 

上記した3つのプロセスをふみつつ、鉄技術を育んでいったようだ。 

鉄文化・技術を受け入れて育める地点で かつ人的交流がある場所の連鎖がメタルロードとなってつながり、 

鉄技術が東遷してきたことが理解できる。 

   ◎ 第1のstage  : 見つかった鉄そのものの姿  小鉄塊が希少価値 宝物性を持つ 

       鉄が出現した紀元前4000年頃 青銅器の時代  銅以上の価値 

       人工鉄は銅精錬の副産物として見つかった 

   ◎ 第2のstage : 希少・利用価値のある金属 威信性 金柄鉄剣など複合鉄器(バイメタル)   

            その希少性・利用価値ゆえ 金以上の価値があった鉄   

            このstage の過程で 小規模製鉄がはじまったようだ 

   ◎ 第3のstage : 広く実用利器としての利用 本格的な製鉄技術の確立 
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  3. 黒海とカスピ海に挟まれた陸橋 「文明」と「辺境」の境界 コーカサス地方 

     コーカサス地方が育んできた銅文化 マイコップ文化の地 コーカサスで銅柄鉄剣が出土する 

銅・青銅文化の拡散については、紀元前4000年期コーカサス地方北部で栄えたマイコップ文化に対する理解に注目する。 

この地はクルガン(積石塚)文化発祥の地であり、 

銅精錬、青銅器鋳造を中近東より継承し、各種銅器・

青銅器の鋳造にに加え、容器の鍛造を発達させていた。 

この地での鉄器の出土は少ないが、銅柄鉄剣などの複

合鉄器が出土することは 注目に値する 

       

          

 4. 金属東方伝播の出発点  黒海北岸～カスピ海北岸   

     (1)青銅器時代の鉄   

   コーカサス地方の北端 周辺でありながら中央アジア・北アジア金属文化の起源地  

   牧畜を生業の中心とする地域で 後のスキタイの領域 

 前期青銅器時代の紀元前3000年期にマイコップ文化の北縁地域 黒海北岸～カスピ海北岸地域にヤムナム文化が成立。 

 容器鍛造や精巧な鋳造青銅器など高度なマイコップ文化の金属技術を引き継ぐことはなかったが、この文化こが その後の、 

 北アジア・中央アジアの初期青銅器文化期にある西シベリアや南シベリア(ミヌシンスク盆地)の文化に影響を与えた。 

 前期青銅器文化の中に少量ではあるが 用途不明の鉄製品(薄い煎餅状鉄塊や 小鉄塊)が出土してくる。 
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       (2)鉄生産の開始   

        紀元前12世紀前後の後期青銅器時代  ヴォルガ・ウラル方面の同時期のスルブナヤ文化 

   紀元前12世紀頃 後期青銅器の時代 ヴォルガ・ウラル地域のスルブナヤ文化の時代   

   利器の主体は青銅器であるが、小規模な鉄生産が始まり、錐のような小型鉄製品が作られる。 

   これは バイメタル製品 銅柄鉄剣の刃部として利用された。 

   また リマン湖集落遺跡で製鉄炉も出土している。 

   塩見浩氏は「バイメタル鉄製品の出現は鉄生産の開始を示す」と早くから言われていたという。 

   

 

     (3) 製鉄技術の東方伝播 中央アジアへ 

        中央アジア カザフスタン・アラト遺跡における後期後期青銅器時代の鉄生産  

        
             中央アジア カザフスタンでは アラト遺跡で鉄製錬に伴う鉄滓が発見され、鉄生産の存在が示された。 

                         

         紀元前13世紀の年代を示したカザフスタン後期青銅器時代の鉄製品 

  (4) 本格的鉄器文化の幕開け スキタイ文化 

     紀元前 8～4世紀の西部ユーラシア 

    先スキタイ期(紀元前9世紀)を経て、紀元前8世紀には 

    武器(矛・闘斧)を中心に鉄器化 

    製鉄遺跡も増加し、大規模な鉄器生産遺跡も出現。 

            

     

 

 

 

 



  

 5. 中央アジア・北アジアにおける利器の鉄器化 

  (1) 中央アジア(カザフスタン)の後期サカ文化        (2) 匈奴時代 併行期の南シベリア 

    ・南シベリアのタガール文化後期                  ハカス共和国 

   鉄製品は武器(短剣)が多い。利器の多くは青銅器である         ウィバット遺跡 

    

 

      (3) 南シベリア・ハカス共和国の製鉄遺跡  

           トルチェア遺跡 

       南シベリアの製鉄遺跡は紀元前1世紀まで遡り、 

     スキタイの製鉄技術との接点も多い。 
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  6.中国における利器の鉄器化  

   1. 鉄の出現は殷代後半期 紀元前13～12世紀   2. 隕鉄を利用したバイメタル製品 鉄刃銅鉞   

   3. 中国北西部における人工鉄の発見  中央カザフスタン産の錬鉄中国北西部に搬入の可能性大 

    

   隕鉄のバイメタル製品 鉄刃銅鉞       中国でも小鉄塊が希少価値・宝物として墓に副葬される 

       

  4.黄河流域 西周末期以降 製鉄の可能性           5.長江流域 鋳造鉄器の早い普及  

   

   ● 長江流域では 先進の技術がいち早く取り込まれてゆくのに対し  

      黄河流域では技術を改良して量産化するのが得意 

     長江流域では鋳造鉄器生産がいち早く発達した背景には銅緑山遺 

      跡にみた春秋時代の地上炉の   技術が鉄生産(鋳鉄生産)に  応用 

  ●  春秋時代のあと戦国時代に入  ると黄河流域 長江流域ともに  

   実用鉄器が広く普及する 
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  7. 中国周辺地域における利器の鉄器化 

   (1) 滇文化(前漢併行)の鉄器化   

      鉄は限定的に使用 :バイメタル 希少価値・宝物的扱い  利器の主体は青銅器である   

    

 

    (2) 東夷 ロシア極東地方の鉄 

     ● 松花江流域では小型在地鉄器+大型漢系鉄器   ●ロシア沿岸地方では鋳造鉄器片の再加工あり。 

                                 小型在地鉄器+漢系鋳造鉄斧 

             

    8. ユーラシア大陸と日本列島・弥生文化の鉄 

  中近東から中国まで温存されてきた 鉄という材質に対する認識 希少性・宝器性やある種の金属・鉄器に対する 

  信仰を伴う技術の伝播(意識の伝達が技術の伝播を保護・促進) 

  これらが日本への伝播当初には伝わらなかった。 

  日本伝来した鉄の始まりは 鋳造鉄斧等の利器であり、 

  それらが 信仰の対象や希少性・宝物性を持って副葬されるこ 

  とはなかった、 

  当初 日本に伝来した初期鉄器は利器と認識されて伝来した 

  ことが特異だということか????? 

  朝鮮半島南部の初期鉄器でも多数の青銅器に伴い、希少価値的 

  扱いが行われており、青銅器の鋳造道具(鋳型)副葬も朝鮮半島 

  南部でも行われるが、弥生の日本には伝播しなかった。 

 

  

 しかし、日本に鉄器が伝来した弥生時代 鋳造鉄器片の再加工品や 朝鮮半島からの影響か 祭具と考えられる鉄戈 

 斎斧?と考えられる袋状鉄斧が出土するようになり、後期後半には種々の鉄製副葬品も現れてくるなど伝来した鉄器の性格  

 の変化が起こる。  鉄の宝物性をいつから認識するのだろうか?   

青銅利器の発達が見られない地域 
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  ◆ 弥生文化における鉄器の性格変化 

   
 

 8.     「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 

     西アジアで生まれた鉄のユーラシア大陸東進とその発展史 まとめ 

     ユーラシア大陸を西から東へ数千年をかけて東進して、日本に伝えられた鉄   

      ユーラシア大陸のメタルロードで 3つのstageを経て 鉄は西端から東端の日本まで伝播した 

   

 

  参考  東アジアへの製鉄技術の伝播 年表調査 まとめ 日本のたたら製鉄のルーツを求めて 

               http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008iron/8iron02.pdf          

               http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road02.pdf  
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 2. 特別展図録から拾った弥生の鉄と新しい弥生時代の時代感 整理      

      弥生時代の鉄理解の疑問  鉄の弥生時代 鉄器は社会を変えたのか?   

   鉄の理解が弥生文化を解明する重要な鍵 再考を迫られる弥生時代の鉄文化像  

 

従来鉄器の使用の始まりは 弥生時代の始まりとされ、水田稲作の農

工具が武器とともに主要な用途と考え、弥生の社会を支えてきたと考

えられてきたか、最近の発掘調査・研究の成果から、農工具としての

鉄器の利用はより限定的である。  

むしろ、日本海交易などを大きく発展させた交易品づくりや それら

を通じて形成された階層分化と地域集団化・支配・エリート層形成と

それら階層の権力誇示に使われ、弥生時代の社会変革に大きく寄与し

た。 

また、弥生時代は鉄器時代の始まりと言われたが、その前半の利器の

中心は石器であり、後半においても鉄器が利器として使われるのは大

きく遅れる。つまり 弥生時代の鉄器の主体は大陸がら交易で持ち込

まれた武器や交易品加工工具などこの時代に形成されていった支配層

の威信材・武器関連が主体であった。 

また、これら鉄器加工の鉄素材は朝鮮半島から交易で持ち込まれたも

ので、製鉄はまだ行われていない。 

  1. C14加速器質量分析法による極微量のサンフルでの絶対年代:計測の普及から旧弥生時代の年代観への疑問 

      C14加速器質量分析法の計測から弥生時代の始まりはほぼ500年前へ遡れる。 

     従来 鉄器使用の始まりが弥生時代の始まりとされてきたが、弥生文化の鉄の方が、中国より古くなり、 

     つじつまが合わない。また、500年遡れたとすると弥生時代の前半は石器の時代 後半が鉄器の時代いう 

     ことになる。 

          ◎ 従来弥生時代 時代とともに 広く鉄器が石器から置き換わってゆくとされてきた弥生時代の鉄器化は     

       地域差が大きく、また、従来考えられてきた以上に、鉄器化は遅れている  

     ◎ 特に畿内での鉄器化についての対立がある。  

       大和の王城の地である畿内では、弥生時代後期・終末期になっても 鉄器出土量が非常に少ない。 

      そして、古墳時代になると副葬品として鉄器(武器などの威信材)が急増するという大きな鉄器の断絶があり、 

            これを説明するのに 「見えざる鉄器」と呼ばれる鉄器についての解釈論争が続いている。 
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      鉄器は腐食により、土の中できえてしまうので、出土しないのだとする説がある。 

      邪馬台国畿内説の論拠として 鉄器使用による農業生産性の急伸を想定した農機具鉄器の大量保有を想定 

            した考え方。 しかし、急増した出土鉄器を見ても、農工具の鉄器は少ない。 

      鉄器が弥生時代に影響を与得たのは農工具など農業生産でなく、むしろ別の面であると考えられる。 

  2. 弥生時代の後半 地域・国へのまとまり 階層分化と組織化が 古墳時代へ向けて急速に進む 

    これら 支配下層の出現と交易の活発化に果たした鉄器の役割は大きい 

     ◎ 弥生時代の農工具の鉄器化が限定的であったのに対し、弥生時代後半 集団化と階層分化の中で地域集団化 

            が急速に進む過程で 準構造船の出現と交易の活性化、戦さへの対応に果たした鉄器の役割は大きく急増。 

      船・木製品・装飾品等の交易品の工具としての鉄器急増 

      地域・国への展開への過程に 武器・武具 支配層の権威の象徴 威信材としての鉄器需要急増 

  3. 弥生最古の鉄器をめぐる論争  日本の鉄器が中国よりも古くなってしまう 

    日本最古の鉄器は福岡県曲り田遺跡出土の鉄器の年代はいつなのか?  

     日本最古の鉄器は福岡県曲り田遺跡出土の鉄器片で弥生時代早期 旧年代でBC4世紀と考えられてきた。 

     この弥生早期を500年遡らせると中国鉄器が普及する春秋戦国時代より古くなる。  

     ◎ 弥生時代の開始とともに鉄器も伝わったとされてきたが、新しい年代観や過去の調査資料 そして 中国・ 

       朝鮮半島の鉄器との整合検討などの見直し等で、現在は鉄器の使用は前期末～中期初頭からとの考え方が 

             強まっている。  

   4. 石材の流通と鉄素材の流通   

          ◎ 弥生時代後期 拠点集落が解体される現象が数多くの地域で見られ、 これは石材から鉄素材への移行に 

             伴う流通の変化と考える説があるが、まだ 定説はない。 

   5. 弥生の鍛冶技術  弥生時代 鍛冶技術はどのレベルまでたっしていたのだろうか?  

     また 弥生の製鉄は あったのだろうか? 

         鍛冶技術の高度化には鍛冶温度の高温化が必須。 鍛冶炉をを工夫し、鉄を高温に加熱して 種々の鍛冶工具 

    を使って鉄素材を鍛接で素材をつなぎ合わせて、素材をリサイクル。また、不純物を外にたたき出すこと 大き 

    く素材の形状を変化させるなど数々の加工や、鉄素材に含まれる炭素量を調整して 材質を変えるなど(高温鍛冶) 

    ができる。しかし、温度が低いと柔らかくて薄い素材を曲げたり、切ったり伸ばしたりする(低温鍛冶)がせいぜい。    

    この鍛冶の高温化には 炉の工夫とともに フイゴによる送風技術が不可欠。 

    低温鍛冶では鉄素材の切り落とし断片(三角片)が発生するのみで鉄滓は生じないが、高温鍛冶では鉄滓や鍛造剥片 

    が発生するので、それらをもとに鍛冶の状況がわかる。 

     ◎ 弥生時代の鍛冶は原始的で低温鍛冶・鍛冶以前の状態ともいわれるが、弥生時代後期 阿蘇山周辺での 

       鍛冶工房からは鉄滓が多数出土し、かなり高温操業が行わりれ、鍛接も行われていたという。 

     ◎ 畿内の西への玄関口 淡路島からは 鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡が出土し、またこの淡路島海岸部から 

              多量の埋納銅鐸が見つかっている。  

       弥生から古墳時代への移行期での淡路島の役割が注目されているが、その位置付けは? 

          ◎ かつては 弥生時代にも一部小規模な製鉄があったとする説もあったが、その証拠は明確でなく、 

       現在は直接の証拠が確認される古墳時代後期という説が有力である。 

       しかし、限定的ながら 小規模な製鉄が行われていたとする説も根強い。 

    6. 鉄と権力 鉄製武器の副葬が意味することと社会構造の変化  階層分化とエリート層の誕生 

     a.  鉄製武具の副葬  

        弥生時代の刀剣は短剣がほとんどだが、エリート層しか保有できないもの。 

        権力を明示するシンボルとして、弥生時代の鉄器が持つ有力な役割。 

               ◎ 北九州では弥生時代前期末～中期初頭 社会の急速な階層化が進み、エリート層が誕生したことが、 

          豪華な副葬品を有する甕棺墓の出現でわかる。 

          中期前半までは剣・矛・戈の青銅製武具と朝鮮半島多紐細文鏡が最上ランクの副葬品。 

          中期後半には鉄製武具の副葬が始まり、鏡は中国の前漢京に変化。 



     b. 日本海沿岸の豊富な鉄器とガラス製品とものづくり交易から誕生したエリート層 

      ◎ 弥生時代後期になると鉄器の副葬は北部九州を超えて、近畿北部・山陰・瀬戸内にも広がり、 

        鉄器を副葬する階層も拡大してゆく。  

        近畿北部・山陰・瀬戸内ではものづくり交易から誕生したエリート層の力が誇示される。 

        大型刀剣やガラス製品など副葬品は日本海ルートを通じて入手。また半島と直接交流していた可能性もある。 

      ◎ 日本海沿岸では鉄製工具を駆使した丹後奈具岡遺跡の玉造り 青谷上寺地遺跡の高級木工具などの 

        交易品生産が盛んだったが、この交易による利益がエリート層の権力をさらに強化してゆくとともに、 

        さらなる鉄の入手を可能にするメカニズムがあった。 

     C. 瀬戸内西部・近畿にも弥生後期 それぞれの文化圏を示す特徴ある墳丘墓が形成され、鉄器が副葬される  

       畿内でも古墳時代直前 ホケノ山古墳で大量の鉄製武器が副葬され、鉄器保有の状況が大きく変化する先駆け 

       7. 古墳時代 鉄の新たな動き  日本列島内の鉄の状況 すなわち鉄の保有量に大きな変化 

      ◎ 畿内に出現する大型前方後円墳に多数の鉄器が副葬され、弥生時代に見られた北部九州との格差は 

        なくなるどころか、大きく凌駕する。 初期大和政権が北部九州を支配下に組み込んだためであるが、 

        その政権の主体には諸説あり、邪馬台国問題とも密接にかかわっている。 

以上 特別展 図録に記載されていた内容を私なりにかいつまんで整理・要約して、どうも実像がはっきりせず、疑問だらけ

だった「弥生時代の鉄」の姿を取りまとめました。 

 なお 本図録には 上記整理とは別に 論考・特別論考として  弥生文化博物館長 黒田直氏 並びに 広島大学大学院

教授 野島永氏の論文が掲載されていますので、きっちりとした論証にはこの論文をご精読ください。 

    ◎ 特別展 鉄の弥生時代 論考 

       「弥生時代 鉄器の諸問題」 大阪府立弥生文化博物館 館長 黒崎 直 

    ◎ 特別展 鉄の弥生時代 特別論考 

       「弥生時代鉄器文化の実態をめぐって」 広島大学大学院文学研究科教授 野島 永 

********************************************************************************************************************************************* 

                   

 

 

 

 

  2016. 5. 10.  Mutsu Nakanishi  整理 

 

 

 

 

本資料は2016年4月30日大阪弥生文化博物館で開催された

2016年春季特別展考古学セミナー愛媛大村上恭通教授講演 

「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 

のスライド集を聴講した内容を図録をも参考にしながら 書き

加えて、私なりに整理編集して資料にし、スライド動画にさせ

ていただきました。 

私的なスライド動画ですので、この資料・・スライド動画に含

まれる図表の取り扱いにはご留意ください。 

2016.5.10. Mutsu Nakanishi 



       大阪弥生文化博物館2016年春季特別展「鉄の弥生時代 -鉄器は社会を変えたのか?-」展  

   特別展第3回考古学セミナー聴 講 まとめ by Mutsu Nakanishi 

     弥生後期の五斗長垣内遺跡では すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆  

       淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演  2016. 5. 28.                                                

     「五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産 」   

                          -発掘調査と実証実験で見えてきたこと – 

 

西に瀬戸内海を見下ろす標高２００メートルの尾根上に見つかった弥生時代後期日本最古最大級の鍛冶工房村 

 淡路島「五斗長垣内遺跡」現在は住民の手で竪穴建物が復元されている 

2009年１月 卑弥呼の時代に続く弥生時代後期の国内最古・最大級の鍛冶工房村が瀬戸内海を見下ろす淡路島北部の丘陵上

で見つかったとセンセーショナルに報道され、現地説明会には多くの人が詰めかけた淡路島 五斗長垣内遺跡。 

場所は淡路島北部 津名丘陵の西側 播磨灘を望む海岸から

約3km入った標高200m 播磨灘を見下ろす南北の尾根筋

の西面から東西に延びる枝尾根上 南北約50m 東西約

500mの範囲で 弥生時代後期約170年間継続的に維持さ

れた集落遺跡で、２３棟の竪穴住居のうち１３棟に鍛冶遺構

があり、100点を超える鉄製品をはじめ、多数の石製鍛冶工

具類などが出土した。 中央に鍛冶炉があり、多数の鉄製品

や石製鍛冶工具が出土する大型住居が多数みつかり、みつか

しかも生活臭が見られないこともあり、国内最古・最大級の

鉄器生産を行う鍛冶工房村集落として、当時の鉄器づくりの

様子を詳しく知ることができる重要な遺跡として注目を集め

ている。 

弥生時代 大陸や朝鮮半島を通じて 早くから鉄製品や鉄素

材が国内に入ってきたが、弥生時代の鉄器生産の具体的な実

態は未だによくわかっていない。 

この五斗長垣内遺跡についても、数多くの鉄関連遺物や鍛冶

炉遺構が出土しているが、鉄器生産の実態はまだよくわかっ

ていないのが実情。 鉄器が大きな役割を演じたといわれる古墳時代につながる重要な時代の淡路島の鉄器生産工房 五斗長

垣内遺跡の鉄器生産の実態が極めて注目される所以である。 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



また、弥生時代の遺跡発掘調査が広く進むにつれ、出土する遺構・遺物が示す弥生時代は、従来の弥生時代の姿では説明しき

れないと指摘される例が数多く出現することもにあり、特にC14年代測定法による絶対年代計測が急速に進むにつれ、「弥生

時代の始まりが約5００年遡れる」ことなども明らかにされた。 これによると「水田稲作の始まりとともに鉄が伝来し、弥

生時代が始まった」と言われてきた「弥生時代の鉄」も、「弥生時代が約500年遡れるとすると鉄の伝来は中国より日本の方

が早くなる」こととなり、弥生時代の実像全体の見直しが急速に進められている。 

 

大阪弥生博物館では 弥生時代の実像の再検討を踏まえ、2016 年春季特別展として「鉄の弥生時代 -鉄器は社会を変えた

のか?-」をテーマに特別展を開催中。 合わせて、最近の発掘調査研究等に基づく弥生時代の実像をレビューする 4 回の特

別展考古学セミナーが企画。 

今回はその3回目のセミナーで、弥生後期の大鍛冶工房遺跡「淡路島 五斗長垣内遺跡」の発掘調査を進めてきた淡路市教育

委員会伊藤宏幸氏が 五斗長垣内遺跡の鍛冶・鉄器生産の具体的な実像を明らかにするため、発掘調査で得た成果をベースに

して 実験考古学の立場で復元検証実験を進めてきた研究から、見えてきた五斗長垣内遺跡の鍛冶・鉄器生産の実像について

紹介レビュー講演され、よく判っていなかった弥生時代の鉄器生産に新しい検討の必要なことを示唆。 

今まで もやもやしていた弥生時代の鉄器生産の検討に一石を投じた発表と興味津々で聴講させていただきました。 

伊藤宏幸氏の講演の中心だった鍛冶・鉄器生産の復元実験のスライドを採録させていただきましたので、それらも紹介しなが

ら聴講概要をまとめましたので、ご紹介させていただきます。 

 

講演で示唆された五斗長垣内遺跡の鍛冶・鉄器生産の実像 敷いては弥生時代の鉄器生産の一端骨子は下記の通り。 

  

従来 弥生の鍛冶工房での鉄器生産の一般的な見方は 

 「遺跡・遺構内から、鍛冶炉の送風に欠かせぬふいごや羽口が見つからないことから、 

  送風による高温に加熱した素材の鍛錬鍛冶加工が行えず、鉄素材の鑿切り加工が主」であった。 

伊藤宏幸氏らの視点は 五斗長垣内遺跡では 出土した鍛冶炉の羽口が見つからぬものの鍛冶炉床面の中央部に高温に焼し

められた部分があるに着目。遺跡周辺で容易に手に入る材料で簡易な送風管を作って、鍛冶炉への送風をトライする五斗長垣

内遺跡の鍛冶炉 並びに鍛冶作業の復元に取り組み、五斗長垣内遺跡での高温鍛冶を示唆する結果を得ていることを紹介。 

   

  五斗長垣内遺跡の鍛冶・鉄器生産復元実験の様子  遺跡炉跡と復元炉に再現された炉床中央の高温焼きしまり部 

羽口が見つからずとも、簡易な方法で送風が可能であることを示唆するとともに、鍛冶炉が高温であることの証拠でもある鍛

冶炉中央床面の焼しめ部の再現を実証した。 

日本各地の弥生時代の鍛冶遺構では 羽口が見つからぬ故に 高温鍛冶による鉄器加工が行えないと捉えられてきた 

弥生の鍛冶加工の実像を見直す大きな成果。  

また、実用鉄器生産技術が九州・西日本よりもはるかに遅れているとされる近畿・畿内で、まだまだ、実証されたとは 

言えないが、「弥生の後期には大規模な鉄生産工房があり、高温鍛冶を可能にする技術をすでに習得していたとみられる」 

このことは、弥生時代の鉄生産の実像ばかりでなく、次の卑弥呼の時代の畿内の実像を考える注目すべき視点に見える。 



 1. 五斗長垣内遺跡の概要 
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 ◎ 弥生時代後期  五斗長垣内遺跡が営まれた時代と周辺遺跡分布の推移  

      淡路島北部の津名丘陵の高地周辺には 丘陵に沿って 生産工房等多様な生活様式営む山間地集落群が出現し、 

   後期末には消えてゆく。 

 

五斗長垣内遺跡が営まれたのは 弥生時代後期初め AD 20・30年頃からAD200年頃 後期末までで、 淡路島北部 津

名丘陵の西側 播磨灘を望む海岸から約3km入った標高200m播磨灘を見下ろす南北の尾根筋の西面から東西に延びる 枝

尾根上 南北 約50m 東西約500mの範囲に約170年間継続的に 維持された集落遺遺跡で、２３棟の竪穴住居のうち１

３棟に鍛冶遺構がある国内最古・最大級の鍛冶工房村遺跡。約１７０年間で５期にわたり2～３棟の鍛冶工房が枝尾根上を移

動しつつ維持されたとて見られている。 また、この遺跡で一番古い竪穴住居で 石器工房が営まれたのがスタートで、その

後 鍛冶工房へ移って行ったと考えられている。 

淡路島 山間地集落群 : 弥生時代後期に津名丘陵周辺稲作が行えぬ高地に出現した軍事的性格を持たぬが、生産工房 

            など多様な生活様式を営む弥生時代後期の集落遺跡群。島では海岸よりも山間地を貫く方が幹   

            線道路として機能しやすかった事情があったのかもしれぬといわれている。 

◎ 五斗長垣内遺跡は津名丘陵の高地に出現した交易拠点として多様な生活様式を営む淡路島山間地集落群の一つか ? 

 

淡路島の北部 津名丘陵の周辺では稲作が行えぬ高地に、軍事的性格を持たぬが 五斗長垣内遺跡と同じく生産工房など多様

な生活様式を営む集落遺跡が後期にいくつも出現し、3世紀の終末期には消えてゆく。 

軍事的生活の強い高地性集落と区別して、これらの集落を山間地集落と呼ぶ。これらの集落群がなぜ、標高の高い高地に現れ

たかはよくわかっていないが、これらの集落が現れた弥生時代 海岸をつなぐ道よりも山越え道の方が安全便利で、これら山

間地集落をつなぐ街道があり、交易拠点として機能したとも考えられるという。事実 google earth の写真に五斗長垣内遺

跡周辺の弥生遺跡をプロットすると、相互に関連しあっていたと考えられる道が浮かび上がる。 



◎ 五斗長垣内遺跡の建物の推移 ２３棟の竪穴住居のうち１３棟に鍛冶遺構がある国内最古・最大級の鍛冶工房村遺跡 

   弥生時代後期 約１７０年間で５期にわたり2～３棟の鍛冶工房が枝尾根上を移動しつつ鍛冶工房が維持された  

  
播磨灘を望む海岸から約3km入った標高200m播磨灘を見下ろす南北の尾根筋の西面から東西に延びる 枝尾根上の南北 

約50m 東西約500mの範囲に

約170年間継続的に 維持され

た集落遺遺跡で、２３棟の竪穴住

居のうち１３棟に鍛冶遺構があ

る国内最古・最大級の鍛冶工房村

遺跡。 

約１７０年間で５期にわたり2

～３棟の鍛冶工房が枝尾根上を

移動しつつ維持されたとて見ら

れている。 

 また、この遺跡で一番古い竪穴

住居で 石器工房が営まれたの

がスタートで、その後 鍛冶工房

へ移って行ったと考えられてい

る。 

  

  

                  

◎ 五斗長垣内遺跡の鍛冶炉の構造概要  

  竪穴建物の中央部に床面をそのまま炉生とする構造の炉 周辺から鉄鍛冶関連遺物が多数出土 

  ただし、明確な鉄素材・送風羽口がみつからず、鉄器生産の実態は謎に包まれている 

 

  ● 竪穴建物内の中央部付近で 不定形な照度面として検出 

  ● 掘り込みがなく、床面をそのまま炉床とする構造 

    村上分類 Ⅳ類鍛冶炉 

    床面に燃料を盛り上げただけの簡単な構造 

  ● 楕円形や不定型な平面形 大きさも大小多様 

    複数回の操業によるものか? 

  ● 焼土の厚み  地表から5～10cm程度で境は不明瞭 

   ●  炉によって 被熱温度差が存在する可能性 

     残留地磁気測定による検証 



 2. 五斗長垣内遺跡の鍛冶復元実験を通じ、弥生の鉄器生産を探る 

  

   ● 炉の構造と燃料の確認 

  

   マキを燃やして消し炭を作り、燃料とする 

 

   出土した炉跡から 炉の構造を推察  

   鉄素材は簡易的に5寸釘とした 

 

                送風装置の推定復元   蓮の茎を束ねた送風管の先を粘土で補強した皮ふいごで送風。  

                温度・燃料使用量計測  炉の中央炉床部で熱電対により、昇温計測 消し炭投入量も計測 
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 ■ タイプの異なる鍛冶炉との昇温比較 

    床面をそのまま炉床とする構造の五斗長垣内遺跡の鍛冶炉とタイプの異なる2つのタイプの鍛冶炉の昇温比較 

    炉床に土手を設けたタイプ 掘り込み炉床のタイプいずれも炉の中央部の加熱が集中しやすくなり、高速昇温し 

    しかも高温維持が安定になった。 しかし、その分 燃料の使用量は増大した。 

    まだ、鉄素材そのものが見つかっていないので、さらなる検討が必要であるが、 

    五斗長垣内遺跡での小型鉄器生産を考えると比較したタイプの炉が必要だったとは 考えにくく、 

    五斗長垣内遺跡での鍛冶炉は安定して高温操業が行われ、小型鉄器が生産されていたと考えられる。 

  

  

 

 ◎ 弥生後期 最古・最大級の鍛冶工房村   淡路島五斗長垣内遺跡の鉄器生産  

出土した鍛冶炉は掘り込みがない炉床構造、羽口が見つからぬことや大型鉄製品は、「板状鉄斧」と呼ばれる鉄製の斧と確認され、鉄素材も

まだ不明である。また、出土鍛冶工具は石器であり、鉄鏃など小型鉄製品と数多くの裁断片が出土。 

これらの状況から、五斗長垣内遺跡の鍛冶加工・鉄器生産は従来の弥生時代の鍛冶の常識に沿い、「高温を必要とせぬ鏨切り加工」が主の鍛

冶工房とみられてきた。 しかし、伊藤宏幸氏らの遺跡遺構・鉄鍛冶関連遺物などにもとずぃて行われた鍛冶加工・鉄生産復元実験から、 

五斗長垣内遺跡の鍛冶炉では高温維持の安定加熱が示唆され、安定した小型鉄器生産が行われていたと推定される。 

特に、羽口が見つかっていないが、鍛冶炉遺構床面の高温焼きしまり部の存在 周辺にある材料での簡易送風管を用いた革袋ふいご装置での

鍛冶炉操業復元実験は 弥生時代後期においても、十分高温での安定した鍛冶炉操業による鉄器操業が行えることを示唆している。 

 



 ◎ 五斗長垣内遺跡の位置付け  

弥生後期 170年間維持された日本最古かつ最大級の鍛冶工房村。この同じ時期周辺の津名丘陵沿いには淡路島山間集落と呼ばれる種々の生

産工房を持つ集落が出現。五斗長垣内遺跡もその一つとみられ、鉄器流通の拠点集落とみられる。 

しかし、島外との流通ネットワークや鉄と交換する交易品 そして 鉄素材とその入手ルートもよくわかっていない。 

国生み神話の島にあって、次の卑弥呼の時代へ 何らかの役割を演じた鉄鍛冶生産工房村であるがまた それらは謎である。 

 

五斗長垣内遺跡は 淡路島北部 津名丘陵に沿う標高の高

い高地に存在し、弥生後期 170 年間維持された日本最古

かつ最大級の鍛冶工房村である。 

そして この同じ時期周辺の津名丘陵沿いには 淡路島山

間集落と呼ばれる 種々の生産工房を持つ集落が出現。五

斗長垣内遺跡もその一つとみられ、鉄器流通の拠点集落と

みられる。しかし、この鉄器流通の拠点集落が周辺地域と

どんなネットワークの中にあったのか また 鉄素材をど

のように入手していたかも現在のところよくわからず、今

回の講演でも明らかにされなかった。 

淡路島はよく知られている通り、国生み神話の島であり、

弥生時代前期末～中期前半に製作された古い初期タイプの

埋納銅鐸が多数発見された島でもある。  

そして、この五斗長垣内遺跡や周辺の生産工房群・流通拠

点とみられる山間集落群が一気に衰退した弥生の後期末を経て、弥生の終末期(庄内期) 卑弥呼の時代をへて、古墳時代 初期大和王権の時

代へと日本が大きく動いてゆく。 

そのキーワードの一つが「鉄」であり、 五斗長垣内遺跡の「鉄」も広く関係していたに違いないが、現状 それについても まだよく 

 わかっていない。 淡路島の山間部・丘陵地の遺跡調査はまだこれから。 どんな遺跡がベールを脱ぐのか 興味津々である。 

 

 【使わせていただいた資料 & 参考資料】 

  1.  大阪弥生文化博物館 2016年春特別展 第 3回考古学セミナー  

    淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演「五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」  

      2016.5.27. 大阪弥生文化博物館  スライド& 資料  

  2. 淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演「淡路島の弥生時代と山間地集落」 五斗長垣内遺跡と舟木遺跡  

      2015.12.12. 淡路文化資料館 講演資料  

 【和鉄の道・ Iron Road   by Mutsu Nakanishi】 

     1.  大阪弥生文化博物館 2016年春特別展 第 1回考古学セミナー愛媛大村上恭通教授講演 聴講メモ          

          「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 2016.4.30.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1605metalroadweb.pdf 

     2. 弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生のIron Road 和鉄の道」  

      淡路島 五斗長垣内遺跡の謎 シンポ 2010.11.21. 聴講 して  

           http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm 

   

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1605metalroadweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm


 

 



       【和鉄の道・Iron Road】  山科 西野山 walk   2016. 6. 3.   

          ●坂上田村麻呂墓を訪ねる  ●西野山山麓の鍛冶伝承地 花山稲荷神社  ●稲荷伝承の折上稲荷 

  

旧安祥寺川岸より眺める稲荷山の山並み 稲荷山手前に西野山があり、ほぼ高さが同じなので重なっている 

         1.  今の時代に通じる 征夷大将軍「坂上田村麻呂」& 蝦夷のリーダー「アテルイ」の評価討論 !!  

            NHK BS   英雄たちの選択 「衝突！その時 男は何を見た 征夷大将軍・坂上田村麻呂」 2016.5.26. より 

     2. 山科 西野山walk  主要訪問先 概要案内 

     3. 山科 西野山walk        

        ●坂上田村麻呂墓を訪ねる  ●西野山山麓の鍛冶伝承地 花山稲荷神社  ●稲荷伝承の折上稲荷 

           ●勸修寺 回遊式庭園の花菖蒲と睡蓮見学 

    4. 坂上田村麻呂創建の京都東山 清水寺に アテルイ・モレの碑を訪ねる   

 

NHKBS 英雄の選択を見ていて、坂上田村麻呂・アテルイについての討論を聞いて、無性に懐かしくなって 山科西野山の

坂上田村麻呂の墓を訪ね、帰りに清水寺のアテルイ・モレの碑にも訪ねました。  

坂上田村麻呂が葬られたのは平安京と接する東山から稲荷山へ南北に延びる山並みを東に越えた山科盆地 山科側からいう

西野山山麓に都に向かって 甲冑・剣や弓矢を具した立ち姿で葬られたと聞く。 

山科は都に隣接して、北に比叡に連なる大文字山・如意ヶ岳・長等山の山並み 西側には東山から稲荷山 東側には逢坂

山・音羽山から醍醐の山々に囲まれた盆地で、唯一開けた南は宇治から大和・伊勢・大阪に通じ、東西には東海道が都と

近江を結ぶなど諸国を結ぶ交通の要衝であり、天地天皇陵をはじめとする王城の地でもある。特に西野山周辺は後に藤原

氏となり隆盛を極めた中臣氏の本拠地でもある。 坂上田村麻呂がこの山科西野山に葬られたのもこんな当時の状況が絡

んでいるのかもしれない。  

また、山科は和鉄にとっても、盆地の北部 

大文字山・比叡と続く山並みには鉄鉱石が

あり、北側山麓には古代のたたら跡など如

意ヶ岳南製鉄遺跡群が点在する製鉄地帯

である。何度も出かけたことがあるのです

が、盆地中央部から南へは通過するばかり

で、よく知らぬ場所。西野山山麓を歩けば 

新しい出会いもあると興味津々で出かけ

ました。 

 

このwalkのスタートに降り立った京都地

下鉄椥辻駅の通路にあった紹介パネルで

知った名刀「小狐丸」の伝承が残る山科花

山稲荷 そして、稲荷大神 降臨伝承残る

折上神社にも訪ねました。  

もちろん 帰りには 久しぶりに坂上田村麻呂創建の清水寺のアテルイ・モレの顕彰碑にも出会ってこようと。 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
四角形



   1.  今の時代に通じる 征夷大将軍「坂上田村麻呂」& 蝦夷のリーダー「アテルイ」の評価討論 !!  

      NHK BS   英雄たちの選択 「衝突！その時 男は何を見た 征夷大将軍・坂上田村麻呂」 2016.5.26. より 

        出演 ： 磯田道史 、赤坂憲雄 、里中満智子 、宮崎哲弥、鈴木拓也  

   

         坂上田村麻呂                   古代の城柵「志波城」を復元した歴史公園 

    時は平安遷都を行った桓武天皇の時代。遷都と並ぶ国家プロジェクトが東北の蝦夷の制圧だった。   

    大きな期待を背負い戦った坂上田村麻呂は、蝦夷のリーダー・アテルイを降伏させることに成功する。 

    しかし田村麻呂はアテルイから助命を要請される。 

    朝廷の大反発が予想されるなか命を救う行動にでるか、それとも処刑やむなしと突き放すのか？ 

    国家の方針で蝦夷と衝突し、そして蝦夷の実像を知っていった田村麻呂の苦悩に迫る。   

                                        インターネット NHK  オンデマンド  PR コピーより 

 

アテルイは東北では英雄であるが、他では「鬼」・「悪路王」・「逆賊のリーダー」であり、坂上田村麻呂は 

逆賊を制圧した英雄である。  

敵のリーダーアテルイとモレの度量と人柄を評価していた田村麻呂は まだ帰順せぬ蝦夷たちへの説得工作も 

視野にあったと推察されるが、助命を嘆願するも、彼らの謀反を恐れる貴族たちの反対もあり、2人は処刑さ 

れた。 この場面で、坂上田村麻呂の選択を支持するのか、それとも反対するのか?  

  4人のコメンテイターがどちらの選択をするのか?   コメンテイターの意見・討論で番組が進む。 

 

「多分 東京や都市圏で仕事をする2人は処刑を選択し、地方で仕事する2人は助命を選択するだろう」と 

家内に話をしていたのですが、ドンピシャ。 興味深々でついついテレビを見ていました。  

当事者意識を捨て、一般常識的には 平和な暮らしが続いている蝦夷の人たちにとっては、突如 仰天の未知なる新しい社会

秩序への選択を迫られたわけである。 怒るのもあたりまえであろう。  

でも勝手な都合からいうと 喉から手が出るほど新秩序に組み込みたい。「小を殺して大をとる」と。  

この構図は沖縄問題・東京と地方・アフフガニスタン&中東紛争 そして もっと直近では東京都知事問題にあまりにも極似

していることに驚く。 「右か左」「2/1 の選択」は ややもすると帰属意識のぶつかり合い。必ずしも真ならず。                   

相手の暮らしを考えず、自分の暮らす社会の常識だけを判断根拠とする今の社会は本当に正しいのだろうか。 

最後に東北学を提唱推進されてきた赤坂憲雄氏らは 

 「坂上田村麻呂・アテルイは 二人して次の時代を切り開いた英雄であることには違いない。 

  これ以後 中央政権は秋田城・志波城をつくり、さらに北進してゆくが、その後の政策として、 

  武力での制圧を捨て、同化政策を採っていったことにも、大きな影響を与えたに違いない。 

  現代社会も彼らに学ぶことがいくつもある 」 

と結ばれたのが、強く心に残る。   

 

久しぶりに聞く「アテルイ・坂上田村麻呂」の話でした。 

また、番組の中で、坂上田村麻呂が山科西野山山麓に葬られ、墓の場所として山科西野山古墓と推定されることが紹介された。 

地図を広げるとか坂上田村麻呂の墓が記載され、西野山は稲荷山東山腹のピークと知れ、よく知らない山科盆地の中央部や 

南部の西野山の山裾に興味津々。晴天の6月３日 清水寺のアテルイ・モレの碑 そして山科の坂上田村麻呂の墓にも出会 

いたくて、京都山科ウオークに出かけました。 



2. 山科 西野山walk  主要訪問先案内 

 
 2.1. 蝦夷の雄「阿弖流為」と征夷大将軍「坂上田村麻呂」 

 



 

 

 



 ● 坂上田村麻呂の墓とされる山科 西野山 西野山古墓の位置  

    府道１１８号線 滑石越の古道沿いに記されていました 

今回 出かけるときには 西野山古墓の位置がよくわからず、今回探し当てることができませんでしたが、インターネット等

調べて、高速道路８号線山科入り

口のところから西野山・稲荷山を

越えて京都今熊野に出る「滑石越

の古道」を少し登ったところにそ

の位置が記されていましたので、

書き記しておきます。 

  

山科側から滑石越の山道に入っ

て狭い急な坂道を上り、アピンカ

ーブを曲がるところの竹やぶに

西野山古墓が眠る。現在は藪に包

まれていてよくわからぬという。 

 

 

 

 

 

 

 2.2. 花山稲荷神社の鍛冶伝承 名刀子狐丸 稲荷信仰と結びついた刀鍛冶の伝説 

 



 

 

    毎年１１月第２日曜日 火焚串を「ふいご」の形に積んで焚かれる花山神社のふいご祭り 



 2.3. 伏見稲荷の奥宮 稲荷大神降臨伝承が残る折上神社  

      伏見稲荷・稲荷大神降臨の稲荷山頂とレイラインで結ばれている折上稲荷神社 

 

 

 



 3. 山科 西野山walk   2016. 6. 3.   

  

      山科盆地の西の壁 稲荷山<西野山>の山並み             西野山に沿ってを流れ下る安祥寺川 

 

                 ● 坂上田村麻呂墓を訪ねる  ● 西野山山麓の鍛冶伝承地 花山稲荷神社  

                 ● 稲荷伝承の折上稲荷   ● 勸修寺 回遊式庭園の花菖蒲と睡蓮見学 

      
 京都市内から地下鉄 東西線に乗って 地下トンネルで東山を越えて山科

盆地に入る。 地下鉄は北端のJR山科駅に接続する山科駅から南へ方向を

変えて、山科盆地の中央を醍醐・宇治六地蔵へ向かう。西野山walkの出発

点は椥辻駅。山科盆地のほぼ中心部であるが、今まで 駅に降りたことはな

いが、急速に市街化が進む山科盆地の中心。 改札出たところの壁に花山稲

荷の鍛冶伝説を記した大きなタイル画を見つけ、駅員さんに色々教えてもら

い、簡単なマップももらって地上へ出る。 

地上へ出るとちょうどそこは東西に走る新十条大通りと南北の大通り京都

外環状線。 市街地のど真ん中。                         山科 地下鉄椥辻駅前 



この新十条通を西へ歩けば、目的の西野山界隈 道の

正面向こうに京都との壁 緑の稲荷山が見えている。 

京都と山科を隔てて南北に延びる東山・稲荷山の山並

みは知っていましたが、西野山といってもよくわから

ず。 

マップでに稲荷山の東山麓に大きく広がる西野山団地

があるので、この周辺が西野山地区だとわかるのです

が、西野山の記載は地図になし。色々当たって 稲荷

山の東山腹にある239mのピークが西野山。 

稲荷山が 233m なので、山科盆地側からは稲荷山の

頂上は西野山が重なり見えない。山科で 稲荷山と呼  新十条通 壁から高速道路が稲荷山をトンネルで京都へ抜ける幹線道路  

んでいる山が西野山だと知れる。やっと 京都や山科の人たちにはポピュラーななのでしょうが、西野山の意味が理解できま

した。 すぐ西を南北に流れ下る山科川を渡って、壁に近づけば 周辺はみんな西野山地区なんだと。 

 

  

      山科川 椥辻橋からの眺め (上: 北側 大文字山・如意ヶ岳の山並み   下: 醍醐の山並み 

       北の山並みの中にいつもはだ゛大文字山から眺める山科のシンボル京大花山天文台が見えている 

 3.1. 坂上田村麻呂墓と伝承されてきた坂上田村麻呂公園の将軍塚 

 新十条通の坂道を少し登って、椥辻橋を渡って、西野道の信号を南にまがると勧修小学校。すぐ横の住宅の間の細道を 

 東へ抜けたところに 住宅地と勧修小学校に隣接して 緑に包まれた小さな公園があり、その中央に田村麻呂の墓と伝 

 わるよく整備された塚がありました。 

  

  

勸修小学校横の住宅の間を西に抜けると緑に包まれた坂上田村麻呂公園  中央に立派な坂上田村麻呂墓(伝)がありました 



 

 

 

緑に包まれて 誰もいない静かな空間が広がり、気持ち

の良い空間でした。でも 有名な坂上田村麻呂の墓にし

ては案内板他簡単で、墓の遺構や出土品等に全く触れら

れていないことや、遺跡としては無防備だなどと勝手に

気になったのですが、後でここからさらに西北へ上って

いった山際にある西野山古墓が現在 坂上田村麻呂の墓

として最有力と知って、この違和感が判りました。 でも、

西野山の山裾を眺めながら、訪ねるには良い場所でした。 

また、この塚は坂上田村麻呂の時代よりもっと前のもの

と聞きました。 



 

 

3.2  稲荷の大神降臨伝承地 折上神社 

坂上田村麻呂公園を出て まっすぐ西へ西野山の山麓へ向かうと山科川に合流する旧安祥寺川。 川の対岸には山沿いの傾斜

地に大きな西野山団地が広がっていました。また、安祥寺が流れ下ってくる北側には 新幹線がトンネルで抜ける東山の山並

みが見えています。 後で知ったのですが、坂上田村麻呂野の墓とされる西野山古墓は右手山並の山腹? 

旧安祥寺川に沿って 川沿いの遊歩道を北へ  先程の新十条通りの北にある折上稲荷神社へ向かう  

    

     旧安祥寺川 西野山団地 西金ヶ崎橋周辺  旧安祥寺川が流れ下る奥には東山の 山並みが見える 

 

新十条通 旧安祥寺川にかかる射場

の上橋を東へ川を渡ると道には折上

神社の旗がはためき、北側に折上神社

の入口が見えてくる。 この一角はか

つて 世話になった福田金属箔の工

場群地区。 ここだったのかと初めて

知る。工場の間の道を北へ抜けると折         

      折上神社の旗が立ち並ぶ 新十条通 旧安祥寺川 東岸地区     上神社でした。  



 

             稲荷の大神の降臨伝承地  伏見稲荷大社の奥の宮折上神社 

        入口左 緑の樹木に覆われた小さな土盛りが、稲荷の大神が降臨した稲荷塚 

入口の所に折上神社の案内板があり、この神社が伏見稲荷大社の奥の宮であると知る。 

稲荷塚（京都市史跡）は約１，５００年前のもので、稲荷神の前身、祖先神（田の神）がお祀りされていた聖地。   

後の７１１年（和同４年）稲荷大神が降臨した際、稲荷山の三ヶ峰の次に降りたのが境内の稲荷塚と伝承され、 

伏見稲荷と共に最古の稲荷神と言われている。 山に対する信仰と生産の信仰が一体となって生まれたと考えられ、 

きわめて古い民間信仰の姿をとどめているといわれる。 

 

工場群の中にあるので、すぐ南西にある稲荷山<西野

山>を眺めることはできませんが、 

「伏見稲荷・稲荷山三ヶ峯・折上稲荷 ３つの稲荷

信仰の聖地が直線上に並んで、レイラインが構成さ

れている」と聞く。 

７１１年（和同４年）稲荷大神が降臨した際、稲荷

山の三ケ峯の次に降りたのが折上稲荷神社境内の稲

荷塚と伝承され、伏見稲荷と共に最古の稲荷神と言

われている。 3つの稲荷信仰の聖地が直線上に並

んでいることも、折上稲荷神社が信仰を集める所以

でもあるという。  

 伏見稲荷大社から 稲荷山山上まで、社がいくつ

もあり、参詣道がつづいていて、何度かたどったことがありますが、山科側へ下ったことはなし。 

一度 稲荷山を山科側へ下りたいと思い、山科側の登り口の下見も今回の目的の一つ。 

初めて、山科側まで 参詣道が続いていることを知りました。 歩いてみないと判らぬ今回の収穫の一つです。 



 3.3.  西野山山麓 山科の鍛冶伝承地 名刀「子狐丸」伝説 花山稲荷神社 

 
福田金属箔工場群の間を北に抜け、再度旧安祥寺川岸に出て 花園稲荷神社へ向かう。旧安祥寺川岸からは 北西の山の頂上

に京大花山天文台が再度見える。安祥寺川沿いを少し北へ行った西 川向うに花山稲荷の鳥居が見え、小さな歩行橋を渡って

鳥居に向かう。  

  

 

安祥寺川沿いを少し北へ行った西 川向うに花山稲荷の鳥居が見える. 



 

        花山稲荷神社の参道入口  鳥居から奥の山腹へ 緑に覆われた静かな坂道が続く 

 

鳥居から緑のトンネルの中を長い坂道が、まっすぐ西野山の傾斜地を登ってゆく。  

長い緑のトンネルが続き、視界が開けないので、周辺がどうなっているのか、全くわからない。 この奥に花山稲荷神社の社

殿があり、その隣本殿横には赤い玉垣に囲まれ

て、花山稲荷神社以前からあった古墳(円墳)が

あり、三条小鍛冶宗近の築いた鍛冶場跡と伝承

され、稲荷塚と呼ばれてきた。 

 緑の心地よい参道を登ってゆくと、赤い鳥居

の向こうに拝殿が見えてきた。  

この拝殿の右手 鳥居や小さな社などが建ち並

ぶ奥に 緑のこんもりした丘があり、その頂上

部が赤い垣で囲まれているのが、ちらちら見え

る。ここが稲荷塚。 

「稲荷神社が建てられる前からある古い古墳で、

三条小鍛冶宗近の築いた鍛冶場跡 稲荷の大神

の化身 子狐を相槌に名刀子狐丸を鍛ったと伝

承される場所」と伝えられる場所で、赤い垣の

中に「狐塚」の碑があるとと教えてもらった。 

 



 

 

緑に包まれた静かな森の中に、稲荷神社の本殿とは別に たくさんの神々をまつり、鍛冶伝承ばかりでなく、大石内蔵助伝承 

そして、その起源をたどると境内にある古墳 そして 鍛冶伝承も稲荷山信仰と結びついたものと聞く。  

境内を歩いていて こんがらがって・・・・・。  

 

境内の落ち葉掃除をしている

神社のおばさんに話しかけて、

古墳のことやまた この地が

中臣遺跡の北端で環濠が残っ

ていることなど色々教えても

らって、もう一度赤い玉垣で囲

われた古墳の周りを一周する。 

 

 本当に鳥居だらけ 神様だ

らけで 緑に包まれたこの花

山稲荷神社の古さが自然と伝

わってくる。 



花山稲荷神社の本殿 右奥に古墳があり、
その頂上部 赤い玉垣に囲まれて、稲荷塚の碑がある。
ここが刀匠三条小鍛冶宗近の鍛冶場伝承地。
また、達光宮の社殿全体が円墳の上に建てられているといい、
祭神は市杵島比売大神、金山比古大神、金山比売大神、
天目一筒大神。
また境内は特に広くはありませんが、神社全体が緑に包まれた丘の上。
達光宮をはじめ、さまざまな摂社・塚が所狭しと頂上部をバックに立ち並
び、厳かな雰囲気が漂っている。
いかにも 古い由緒ある神社であるが、案内板の類は全くなし。

椥辻駅の鍛冶伝承タイルと周辺案内地図を見なかったら、椥辻駅の鍛冶伝承タイルと周辺案内地図を見なかったら、
見過ごしていたところでした。見過ごしていたところでした。

本殿すぐ横にある達光宮

玉垣の中にある稲荷塚の石碑

達光宮の正面 薬丸大神

熊丸神社 御嶽大神

花山稲荷神社境内花山稲荷神社境内 古墳の周りにある塚・摂社古墳の周りにある塚・摂社

 

 

 



  

 

 



 3.4. (西野山)沿いの大石道に出て そこから南へ 大石神社・勧修寺へ 

 

花山稲荷神社から西の稲荷山(西野山)沿いの大石道に出て そこから南へ 大石神社・勧修寺に向かって歩く。 

少し、歩いたところで、また新十条通に出て、西の山際に高速道路山科入口が見える。大石神社はこの高速道路山科入口左 

すぐ横である。 高速道路はこの山科入口からそのまま稲荷山をトンネルで抜けて、今熊野から鴨川を渡るとすぐ京都駅。 

京都駅の最短コース。 

山科から京都市街へ出るには北の旧東海道を蹴上へ山越えして三条大橋の道 また東山を五条通へ超える国道１号線とばか

り思っていましたが、この新十条通 山科入口から高速道路で稲荷山トンネルを抜けて、京都駅に出る快速バスがあることを

初めて知りました。 地下鉄が京都市街地と山科を結び、さらに山科盆地を南北に南端の醍醐・六地蔵までむすび、見違える

ような交通網の整備が山科の急速な市街化発展を支えていると知りました。 

山科入り口から、案内板にそって、少し山腹へ入ったところが大石神社。 一度行ったことがあるのですが、記憶と随分違っ

ているのに驚く。学生時代だから㉚数年前。当然なのでしょうが…… 

 鳥居横の広場からは、山科の街がよく見え、ここが随分標高が高い

位置にいることが判る。  ここからも山科の象徴 花山天文台が遠

望される。 

 

ここから 西野

山の下を南の醍

醐へつなぎ、バ

スも走る大石道

に出て、勧修寺

まで、約３０分 

周りを眺めなが

ら勧修寺へ。 

それにしても暑

いウォークでし

た。 

         

         

 

 

 

 

   大石蔵之助ゆかりの大石神社 



3.5.  咲き始めた花菖蒲・睡蓮が美しかった西野山の南端 勧修寺 

 

何とはなしに頭が覚えていた勧修寺。 西野山(稲荷山)に沿って南に歩けば行き着くので、西野山walkのend pointに。                                     

ぶらぶらと勧修寺へ なにがあるのだろうか? との興味半分 でした。 

「春の桜・秋の紅葉 氷室池を中心とした回遊式庭園で有名 今は睡蓮と花菖蒲が美しい」と入口で教えてもらって、 

 短時間でしたが、お庭を見学して帰りました。 

花菖蒲 そして咲き始めた睡蓮が見事なお庭 ラッキーでした 

  

   

 



勧修寺を醍醐道に出て 西へ山科川を渡ると山科を南北に貫く京都外環状線との十字路。その地下に地下鉄小野駅があり、山

科盆地の南西部 西野山walkも終わりに。 まだ、時間も十分  久しぶりに坂上田村麻呂総研の清水寺のアテルイ・モレの

碑に出会いに行く。  

 

「蝦夷の雄アテルイと坂上田村麻呂」の伝説 特にアテルイに惹かれて たまたまTVでみた山科にある坂上田村麻呂の墓の

映像を見て、山科西野山を歩こうと出かけてきたのですが、 近場で知っているようで よく知らなかった山科盆地。   

歩いている間に次々と知らなかったことを教えてもらって、やっぱり 出かけてみるもんだと。  

気にかかっていた山科の鍛冶伝承地 そして 稲荷信仰のレイラインにも出会えて 本当にラッキー。  

じっくり、山科側から 稲荷山を眺めるのも初めて。 次は稲荷信仰レイラインwalkも頭に。  

京都市街へは地下鉄で行けるのですが、周りの景色がみられるバスで、国道１号線 新幹線に沿いの国道１号線を通って東山

越をして 京都の街に入ろう。   

 

 

勧修寺横 醍醐道 山科川にかかる橋を渡って 小野駅前へ 



 4. 坂上田村麻呂創建の京都 清水寺へ 山科から京都市街地へ バスで東山越  

     蝦夷の雄 アテルイ・モレの顕彰碑に出会いに行く 

 

小野駅の前からバスに乗って、清水寺のテルイ・モレの碑に出会いに行く。 

ここから北へ行って、国道1号線にでて、国道1号線を西へ行く東山越えが一番近い。 周りの景色がみられるこのルート

を選択。20分ほどで 清水寺道である。バスは東山越から、五条坂へまっすぐ下らず、旧渋谷街道に出て、西大路の馬町に

下り、西大路通りを北へ向かう。 

   

 

国道１号線 東山越 旧道渋谷街道への分岐              



   

清水寺界隈と清水寺舞台からの眺望  

清水寺への参道は日曜日と修学旅行シーズンと重なって、どこもかしこも観光客でいっぱい。 

いつもの風景ながら、門前のレンタル着物を着た外国人の多さにびっくり。 京都の街には そんな外国人観光客があふれて

いる。人波をかき分けて 清水の舞台から階段を下りて 舞台の下へ回り込む道へ。 やっと人波から解放される。 

この舞台の下を回り込んだ崖の端にアテルイ・モレの顕彰碑がある。 

清水寺の創建が坂上田村麻呂であることを知っていても 清水寺にアテルイ・モレの顕彰碑があることを知る人は少ない。 

 

 
       清水の舞台の下に回り込んだところにある蝦夷の雄 アテルイとモレの顕彰碑 



 

     舞台の上の喧騒とはかけ離れた静けさ  緑につつまれた舞台の下 アテルイ・モレの顕彰碑の広場 

この碑に気が付いて 足を止める人は少ない 

 

坂上田村麻呂ゆかりの清水寺にあるアテルイ・モレの顕彰碑 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 清水寺 アテルイ・モレの碑の碑文 

 

山科の西野山そして 久しぶりにアテルイ・モレの顕彰碑に出会えて気

分爽快。うれしい一日でした。 

坂上田村麻呂と敵将アテルイの伝説の信ぴょう性はともかく、東北の人

たちの思い、そして「坂上田村麻呂・アテルイは 二人して次の時代を

切り開いた英雄に違いない。 中央政権はこれ以後 秋田城・志波城を

築き、さらに北進してゆくが、武力での制圧を捨て、同化政策を採って

いく。 この政策転換にも大きな影響を与えたに違いない。               

現代社会も彼らに学ぶことが多い」と結ばれた赤坂憲雄氏の言葉が、強

く心に響いてくる。 

「八世紀の末頃まで、東北・北上川流域を日高見国(ひたかみくに)と云い、大和政府の勢力圏外にあり独自の生活

と文化を形成していた。政府は服属しない東北の民を蝦夷(えみし)と呼び蔑視し、その経略のため数次にわたり巨

万の征討軍を動員した。胆沢(いざわ:岩手県水沢市地方)の首領、大墓公阿弖流為(たのものきみあてるい)」は近隣

の部族と連合し、この侵略を頑強に阻止した。なかでも七八九年の巣伏(すぶせ)の戦いでは、勇猛果敢に奮闘し征

東軍に多大の損害を与えた。八〇一年、坂上田村麻呂は四万の将兵を率いて戦地に赴き、帰順策により胆沢に進

出し胆沢城を築いた。阿弖流為は十数年に及ぶ激戦に疲弊した郷民を憂慮し、同胞五百余名を従えて田村麻呂の

軍門に下った。田村麻呂将軍は阿弖流為と副将磐具公母礼(いわぐのきみもれ)を伴い京都に帰還し、蝦夷の両雄の

武勇と器量を惜しみ、東北経営に登用すべく政府に助命嘆願した。しかし公家達の反対により阿弖流為、母禮は

八〇二年八月一三日河内国で処刑された。 

平安建都千二百年に当たり、田村麻呂の悲願空しく異郷の地で散った阿弖流為、母礼の顕彰碑を清水寺の格別の

厚意により田村麻呂開基の同寺境内に建立す。 両雄以って冥さるべし。」 

 



  
 

 

< 参考資料 >  

 ◆ NHK BS  英雄たちの選択 「衝突！その時 男は何を見た 征夷大将軍・坂上田村麻呂」 2016.5.26.  

        出演 ： 磯田道史 、赤坂憲雄 、里中満智子 、宮崎哲弥、鈴木拓也  

 

 ◆【和鉄の道・Iron Road  by Mutsu Nakanishi 】  

          蝦蝦夷夷のの雄雄「「阿阿弖弖流流為為・・アアテテルルイイ」」とと征征夷夷大大将将軍軍  坂坂上上田田村村麻麻呂呂  
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            ■■  22..  「「蝦蝦夷夷のの雄雄「「阿阿弖弖流流為為・・アアテテルルイイ」」とと征征夷夷大大将将軍軍  坂坂上上田田村村麻麻呂呂」」      

                        hhttttpp::////wwwwww..iinnffookkkkkknnaa..ccoomm//iirroonnrrooaadd//22001166hhttmm//11660033ttppbb0011aatteerruuii..ppddff    

            ■■33..    FFrroomm  KKoobbee  22000088  年年２２月月  日日本本人人のの祖祖先先のの一一部部  節節分分のの「「鬼鬼」」    

                          hhttttpp::////wwwwww..iinnffookkkkkknnaa..ccoomm//iirroonnrrooaadd//22000088hhttmm//22000088mmuuttssuu//ffkkoobbee00880022..ppddff    

            ■■44..  「「蝦蝦夷夷のの雄雄「「阿阿弖弖流流為為・・アアテテルルイイ」」とと征征夷夷大大将将軍軍  坂坂上上田田村村麻麻呂呂」」    

                          hhttttpp::////wwwwww..iinnffookkkkkknnaa..ccoomm//iirroonnrrooaadd//ddoocckk//iirroonn//66iirroonn0033..ppddff    

  

    山科の製鉄関連遺跡関連    

      ■1. 京都山科に古代のたたら跡 如意ケ岳南製鉄遺跡群を訪ねる  

           http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron12.pdf  

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf
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http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/1603tpb01aterui.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/2008mutsu/fkobe0802.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/2013iron/13iron12.pdf


  

 

 

 



奥播磨 古代の製鉄神 金屋子神降臨の伝承地 千種岩鍋にある近世の製鉄遺跡  

  大坂泉屋が経営した千種岩野辺(岩鍋)荒尾鉄山遺跡を訪ねる 2016.7.20.  

     

  

 

古代の製鉄神 金屋子神降臨の伝承地の碑が建つ国道429号 岩鍋荒尾集落の入り口 

右手奥に近世の鉄山跡が眠る荒尾山が見えている   2016.8.20. 

.中国山地の峰が連なる古代からの奥播磨の製鉄地帯千種に是非訪ねたい製鉄遺跡がある。  

中国山地から南へ流れ下る千種川水系と揖保川水系に挟まれた源流部一帯の谷筋には 千種鉄・宍粟鉄と呼ばれる古代からの

たたらの郷 たたら跡が点在する。   

二つの川を西の千種から鳥ヶ乢の山並みを隔てて東の波賀町斉木へ結ぶ国

道429号線。 古くからのたたらの郷を結ぶ街道である。  

その千種側から鳥ヶ乢を越える峠道にかかる荒尾山の麓 荒尾集落の入り

口に 「製鉄神 金屋子神降臨の伝承地 」の碑があり、 また すぐそばに、

10年ほど前から荒尾山鉄山跡の案内標識が立っている。  

この国道429号を通るたびに気になり、資料も読んだこともあるのですが、

たたら跡の現場に立ったことはなし。 ここから、荒尾山へ登る道が紹介さ

れるようになり、その山歩きの記録の中に たたら跡が紹介されているのを

幾つが見つけ、 道筋が分かったので ぜひ出かけようと。   

7月20日早朝  山中の様子がよくわからないので、朝早く飛び起きて ワクワクで出かけてきた久しぶりの古代製鉄神 金

屋子神降臨の伝承地千種「岩鍋」 。やっと「荒尾山鉄山跡」を訪ねられたことに満足一杯でした。 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
四角形

中西睦夫
スタンプ



奥播磨 佐用・宍粟の製鉄遺跡分布図 
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◆ 大坂泉屋が経営した千種岩野辺(岩鍋) 近世の荒尾鉄山遺跡 

  

  

以前から国道429号線鳥ヶ乢の山越え道を通る毎に気にかかっていましたが、緑に包まれた山中に静かに残っていました。

夏の真っ青な空に堂々とした姿をくっきりと見せる鳥が乢の山々。緑の山中を流れ下る谷川 たたらの郷 岩野辺。  

荒尾の集落の奥 杉木立に包まれた荒尾山の林道に分け入ると 水しぶきを上げる谷川に沿って 幾段にも並んだ石組みが

現れた。遺跡入口には、足元に小さな石仏が祀られて大岩が神々しく鎮座し、背後にそびえる荒尾山と相対する磐座を思わせ、 

一層 この一帯が「古代製鉄神 金屋子神降臨伝承地」との強い結び付きを感じました。  

 

古代の製鉄神 金屋子神降臨の伝承地 千草岩鍋にある荒尾山鉄山製鉄遺跡  2016.7.20.                                     

うれしい久しぶりの製鉄遺跡現地に身を置けて気分爽快。 遺跡の石組みを思い浮かべつつ、満足感いっぱい。                                                

国道429号線の街道筋からは見えてこない 素晴らしいたたらの郷がひっそりと緑に包まれてありました。 
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ずっと気になっていた古代製鉄神 金屋子神降臨の伝承地「岩鍋」にある製鉄遺跡「荒尾山鉄山跡」    

営まれた時代は古代からずっと後の江戸中期頃から明治初めの製鉄遺跡であるが、「岩鍋の地のどんなところで 鉄が吹かれ

たのか? 」  興味津々でした。                                                                        

緑に包まれた細い谷川が流れ下る荒尾山の山中の杉林の中に、ひっそり静かに鉄山跡の石組みが埋もれていました。本当に久

しぶりに見る緑の中にうずもれたたたら跡 心地よい空間でした。   

  

  ◎ 案内板には石組みで区切られた鉄山の諸施設の位置と区割りが示されていましたが、石組みの台地の上には            

    間伐された杉の枝や葉が覆われてたり、生い茂る樹木で覆われ、施設の痕跡を見ることはできませんでした。                                     

  ◎ ただ あちこち石組みの上を歩き回って、地面に落ちていた鉄スラグなどの小片を幾つが見つけることができました。             

    荒尾山鉄山遺跡入口の大岩は今は緑に覆われた山中 余計に神々しく、遺跡背後にそびえる荒尾山と相対する磐座を 

    思わせ、一層 この一帯が金屋子神降臨伝承地との強い結び付きを感じました。        

                                          

  なお、登山者の記録にこの鉄山の金屋子神の祠があるとあったので あちこち鉄山の中を歩き回りましたが、                          

  見つけられませんでした。 

  (後日 千種町に照会しましたが、もう 今では祠跡はわからないでしょうということでした)  

 遺跡を後にして、荒尾集落を抜け、国道429号の集落入り口までもどって来ました。 

 

 

 このすぐ東の鳥が乢をトンネルで抜けて、揖保川水系の波賀町に抜ける。  この「乢」 不思議な地名であるが、千種周

辺には「乢」とつく地名が多く、稜線越えの「峠」につけられた地名だという。 

 トンネルができるまでは鳥ケ乢の山の上まで登って、波賀町へ超える。 難度がかつて超えたことはあるのですが、トンネ

ルができてからは越えたことなく、久しぶりに 鳥ケ乢の山の上の峠まで行ってきました。 

 

古くからの街道筋であることを示す「峠」の伝承が残っている鳥が乢  



 

7月20日 朝早く飛び起きて ワクワクで出かけてきた久しぶりの千種のたたら跡  

古代製鉄神 金屋子神降臨の伝承地「岩鍋」にある製鉄遺跡「荒尾山鉄山跡」を訪ねられたことに満足一杯。  

うれしい久しぶりの製鉄遺跡現地に身を置けて気分爽快。 遺跡の石組みを思い浮かべつつ、満足感いっぱい。                                                

国道 429 号線の街道筋からは見えてこない 素晴らしいたたらの郷がひっそりと緑に包まれてありました。                                                     

千種鳥ヶ乢の山並の山裾に広がるたたらの郷 岩野辺の田園を眺めながら千種の街へ下ってゆく。  

 

奥播磨千種 製鉄神 金屋子神降臨の伝承地 千種岩鍋にある近世の製鉄遺跡 

大坂の泉屋が経営した千種岩野辺(岩鍋)荒尾鉄山遺跡を訪ねる 2016.7.20. 

 

ずっと気になっていた古代製鉄神 金屋子神降臨の伝承地「岩鍋」にある製鉄遺跡「荒尾山鉄山跡」                      

営まれた時代は古代からずっと後の江戸中期頃から明治初めの製鉄遺跡であるが、「岩鍋の地のどんなところで 鉄が吹かれ

たのか? 」  興味津々でした。また、この製鉄遺跡が、別子の銅山開発で発展し、財閥になった住友の流れの泉屋の分家、泉

屋理助家が千種などで広く鉄山経営をしていたその千種の鉄山の一つであることにも。 

住友グループの住金も新日鉄のグループに入って 住友グループから遠くなってしまって、鉄の痕跡が消えていきそう。 

相互に混じり合わぬ金属の水と油と 言われる鉄と銅。 でも銅鉱石には常に鉄鉱石成分が混じり隣り合う金属でもあり、 

また 別子銅山でも銅から鉄の取り出しを試みたことがあると聞く。 そんな金属商 泉屋の系譜の中にも、鉄商がある。 

でも 泉屋と鉄のかかわりについてはよくわからず、住友の近代製鉄として取り上げられてきた。 

でも この千種ばかりでなく、中国山地のたたらの里には ほかにも幾つか 泉屋の痕跡が残っている。 

鉄商がどんな位置づけだったのかと 興味を抱いています。 

 

緑に包まれた細い谷川が流れ下る荒尾山の山中の杉林の中に、ひっそり静かに鉄山跡の石組みが埋もれていました。  

遺跡は私有地のためなのか、まだ詳細調査されぬままのようです。   

中西睦夫
直線



  ◎ 案内板には石組みで区切られた鉄山の諸施設の位置と区割りが示されていましたが、石組みの台地の上には     

    間伐された杉の枝や葉が覆われてたり、生い茂る樹木で覆われ、施設の痕跡を見ることはできませんでした。                                       

    ただ あちこち石組みの上を歩き回って、地面に落ちていた鉄スラグなどの小片を幾つが見つけました。             

  ◎ 荒尾山鉄山遺跡入口の大岩は今は緑に覆われた山中 余計に神々しく 遺跡背後にそびえる荒尾山と相対する 

    磐 磐座を思わせ、一層 この一帯が金屋子神降臨伝承地との強い結び付きを感じています。 

    そして、この入り口の大岩の下にある祠の地蔵尊の碑の裏には この鉄山の安全や繁栄をを願う願主  

    泉屋の名が刻まれている。 「 

    鉄」と「銅」は常に隣り合う金属・鉱石であり、金属取り出しの製錬にも共通技術があったはず。                                

   「分家とは言いながら技術の展開の中で、泉屋の分家が 鉄商を一括して担ってきたのではなかったか??」と  

    常々思いを巡らしてきました。         

    「鉄」と「銅」の近い関係を視点に 住友・泉屋が担った地域の産業育成・地域振興の役割などについても 

     さらにたたら跡がベールを脱げば 明らかになってゆくのではないかと期待している。 

 

近い将来この遺跡や周辺がきっちり調査され、この岩鍋の地の製鉄伝承が 

もっとクリヤーになっていくこにも期待したい。   

暑いが、快晴の午後 たたらの郷千種の風を受けながら  

久しぶりにたたら遺跡跡に立てた満足感一杯で千種を後にする  

 

       2016.7.20. 午後 満足感一杯で 千種川沿い原チャリを走らせながら 

 

  参考資料 

   1. 鳥羽弘毅氏著「たたらと村 千草鉄とその周辺で」 1997.3.10. 千種町教育委員会  

 

   2.【和鉄の道・Iron Road】 by Mutsu Nakanishi     

     西播磨の古代製鉄地帯 宍粟・佐用の製鉄関連遺跡 探訪 関連掲載 

 

  1. 古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣「岩鍋」古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地     

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf  

  2. 久しぶりに西播磨 古代からの製鉄の地「宍粟市千種」を訪ねる  2013.7.19.                            

    千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1308chigusa00.htm                     

  3. 奥播磨 千種川に注ぐ志文川源流 たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 2010.7.20 .  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf   

  4. たたらの郷に「ジキタリス」の花園を訪ねる  2009.6.21.                    

    奥播磨黒尾山西北山麓 宍粟市山崎町 野々隅原 大国牧場 花のWalk  

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf  

  5. たたら製鉄 砂鉄採取の地形 西播磨 砥峰高原 一面ススキが覆いつくす 砥峰高原  2007.10.   

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf  

  6. 産鉄の地 「御方里」の里を訪ねて 一宮町  2004.6.  

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf  

  7.「御方里」周辺  安積山製鉄遺跡探訪 一宮町 2004.2.   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf  

  8. 古代製鉄の一大生産地「讃容の里」Walk  西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて 2003.11.   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf  

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1308chigusa00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf
中西睦夫
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2. Iron Road by Mutsu Nakanishi

1.
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf

2. 2013.7.19.

http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1308chigusa00.htm

3. 2010.7.20 .

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf

4. 2009.6.21.

Walk 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf

5. 2007.10.

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf

6. 2004.6.

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf

7. 2004.2.

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf

8. Walk 2003.11.

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf
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2016.7.20.  by Mutsu Nakanishi



     東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く 2016. 8.18.& 8.24. 

最盛期の江戸時代の街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそっくりそのまま残る           

また、すぐ近くで 銅の露頭がみられるのにもびっくりしました  
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多田銀銅山を中心とした兵庫県猪名川町や川西市、

宝塚市 そして 大阪府豊能町など十数キロ四方

に広がる山里の地域には 古代から 多数の小規

模な鉱床が散在する鉱山地帯。その中心 猪名川

町多田銀銅山は銀・銅を主とする大鉱山。 その

最盛期は16 世紀後半～18 世紀前半 吹屋（ふ

きや）（精錬所・採銅所）が76軒も立ち、その

にぎわいぶりは「銀山三千軒」と呼ばれた。   

江戸時代には、新たな銀の大鉱脈が発見されると

幕府直轄となり、最盛期 その生産量は銀で佐渡 

銅で足尾に次ぐ大鉱山となって国をささえた。 

その後 資源の枯渇とともに衰退しつつも、明治

になって民営化されるが、引き続き昭和40年代

まで 生産がつつけられたという。 

  

   

            東大寺大仏の銅伝承が残る 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く 2016. 8.18.& 8.24 

【 内  容 】 
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             京都 東山三十六峰越 walk ≪1≫  

    【1】 京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く  2016.9.13.  

         府道１１８号線 今熊野勸修寺線 大石内蔵助が山科から祇園・伏見へ通ったという古道   

           東山三十六峰を越 滑石街道  京都の新しい散策道を一つまた 見つけました 

  

     京都駅横 鴨川塩小路橋から眺める東山 南部     JR東海道線 東山トンネル出口  今熊野橋より 

府道１１８号 今熊野勸修寺線。 東山通の今熊野交差点から東へ  

両側にびっしり、家並みが続く狭い坂道が東山へと登ってゆく。 

かつては 大石内蔵助が計を図りながら、山科から祇園・伏見へ 

足しげく通った道だという。  

滑石街道・醍醐道などと名称はついているが、幹線道路の役割を三条通 

日岡越や五条通東山越に渡し、今は街道筋に暮らす人たちの生活道路。  

車に邪魔されることもなく 往時を思い起こしながながら ゆっくりと 

家並みを楽しみながら東山越  

３０分もあれば峠越 1時間もかからず、山科の街へ 

山科がこんなに近いとは !!   びっくりした古道です 

  

最近 山科西野山界隈を歩いていて知ったJR東山トンネル

の上を越えて京都と山科を結ぶ「東山滑石越」滑石街道(府

道１１８号今熊野勸修寺線)。 かつては京都と山科を結ぶ

間道として、京都ではよく知られた道という。 

東山を越えて山科に入る西野山地区は古い時代 中臣氏(藤

原氏)の本拠地であり、坂之上田村麿の墓もある。 

また、忠臣蔵大石内蔵助が居住し、忠臣蔵の計画をめぐら

したところでもある。さらに、この東山滑石越の道は稲荷

山そして醍醐への道。 

古い歴史をたどる道で「滑石街道」の名前にはさぞ由緒が

あるのだろうとイメージを膨らませましたが・・・・・・。 
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「滑石街道」の名は「忠臣蔵の秘策を練る大石内蔵助が、放蕩を装って、毎夜毎夜 東山の山道を越えて  

    祇園・伏見へ通った際に、凍り付いたこ道で足を滑らせて転んだこともあろう」と誰いうとなく 

   「大石も滑る→すべり石」街道と呼ばれるようになったという。 

何かすごい歴史がこの道に隠されていると思いましたが、意外にも庶民の感覚のネーミング。  

でも、地図で眺めてみると曲がりくねった狭い道の両側にびっしり今熊野の家並みが峠まで続く生活道路。 

古い時代から住み継がれてきた生活道路に違いない。  

三条通日岡峠越・五条通東山越の道が、幅の広い幹線道路に対してびっくりの東山越。昔も今もずっと 車に邪魔されずに歩

ける庶民の道「滑石街道」なんだと。 

観光客の雑踏もなし 車にも邪魔されず、山から眺める景色も独り占め。京都にうれしい古道の散歩道 発見。  

 

今にも雨が降り出しそうな９月１３日朝 今熊野/滑石越/山科西野山の滑石街道walkへ 

帰りは 午後 山科側から 稲荷神降臨伝承 伏見稲荷大社の御神体山「稲荷山」に登って京都へ。 

曲がりくねった狭い道の両側にびっしり今熊野の家並みが峠まで続く、古い時代から住み継がれてきた生活道路。    

それも 東山通今熊野から東山を登るというより、ぶらぶら坂歩きで約３０分で峠に  

  

今熊野の一番上 滑石街道 日吉南町周辺から眺めた京都の街 2016.9.13. 

今熊野から峠にかかる一番高いところからは、そして 雲に煙る西山をバックにし

た京都の街が遠望。京都タワーも見える。 

随分下に京都の街がみえ、知らぬ間に東山の上に。 

街道筋の家並みが途切れて、緑に包まれた東山の山中 視界が開けないが 平坦に

なって峠も近い。この下を東海道線・新幹線のトンネルが潜り抜けている。 時折、

通り過ぎてゆく自動車以外誰もいない静かなもの。 

山科側は一体どないなっているのか、興味津々。  



３０分足らず 平坦な道を曲がると急な下り坂。 ここが峠でした。 

急な坂道を下ってゆくと、文字通りのヘアーピンを描くカープに。  

この横の竹藪の中が坂之上田村麿の墓といわれる西野山古墓。 

この坂道で山科の盆地の大パノラマ。 急に開けた街並みにびっくり。                  

また、約１時間弱で山科 西野山地区の街へ。 

京都と山科がこんなに近いとは・・・・。 

びっくりですが、逆に気分的な東山の壁の大きさにも気が付きました。  

 

 

  

         滑石街道 山科側の下り路 きれいなヘアピンカーブ   2016.9.13. 

         すぐ横に西野山古墓 眼下には山科盆地のパノラマが広がっていました 

 

知っているようで 知らなかった楽しい京都  

東山三十六峰 滑石越walkでした。 

観光客の雑踏もなし 車にも邪魔されず、 

山から眺める景色も独り占め。  

昔も今もずっと 車に邪魔されずに歩ける庶民の道「滑石街道」。   

 京都にうれしい古道の散歩道 発見でした。  

 

     2016.9.13.  たどってきた滑石街道の道を眺めながら  

             山科 滑石・新大石道で   Mutsu Nakanishi 

 

 

   【2】 京都 東山三十六峰越 walk ≪2≫ 

       東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク  稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ  

        帰りは山科西野山から稲荷山へ登って伏見稲荷大社へ 久しぶりの稲荷山はワンダーランド 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm
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             京都 東山三十六峰越 walk ≪2≫  

    【2】東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク  2016.9.13.  

                  稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ   

      帰りは山科西野山から稲荷山へ登って伏見稲荷大社へ 久しぶりの稲荷山はワンダーランドでした 

  

      山科 西野山市街地から眺める稲荷山           山科側の稲荷山山頂 三の峯参詣道 

 

もう 何十年ぶりか?  久しぶりに歩きはじめた稲荷山。   

山科側の山中は 緑の林に包まれた静かな空間の中を稲荷山山頂三ヶ

峯への小道がつづく。  

昔から伏見稲荷への参詣する多くの人がたどった道。  

霧雨けぶる林の中に幾つも名も知れぬ祠や塚そして行場がポッと現れ

てくる 摩訶不思議なワンダーランド。  

神が集う山 今はやりのパワースポットか?   

初めて山科側からたどる稲荷山への道は   

この山が伏見稲荷の御神体山であることを随所で体現させてくれる。  

靄がかった林の中に 赤い鳥居が正面向こうに浮かんでいる。   

稲荷神が降臨した稲荷山山頂 三が峯への参道の入口である。  

何十年ぶりかの三が峰 随分変わっているようですが、  今はどうなっているのか・・・・・・・ 

 

 京都 東山三十六峰越 walkをしようとなった本年６月 山科西野山を歩いた記録です。 

このwalkで知った山科の歴史などに触れていますので、ご参考まで 

  【和鉄の道・Iron Road】 by Mutsu Nakanishi    

     ◆ 京都山科 西野山walk   2016.6.3.   

          古代の鍛冶伝承・稲荷伝承の残る京都山科に坂上田村麻呂の墓を訪ねる   

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607nishinoyama00.htm  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607nishinoyama00.htm
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   稲荷山概要  稲荷山と伏見稲荷 &  稲荷神の伝承  稲荷信仰に潜むと土着の神 

1. 稲荷山横断ハイク walking Map 

 

   

2.  稲荷山 稲荷神降臨・稲荷信仰の伝承     

                                                                                                                                                        



 

         稲荷山の杉は稲荷信仰の象徴         弘法大師と「稲を担う老翁」 稲荷神が 京都東寺の守り神 

        伏見稲荷大社/三の峯/山科折上神社 稲荷塚 を結ぶ稲荷信仰のレイライン 

  



稲荷信仰と結びついた鍛冶伝承 山科花山稲荷の稲荷塚 

 
 

【スナップ写真抜粋  稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ 】  

東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク  2016.9.13. 

  

 



 

 
 

東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク を終えて 

  

         稲荷山 伏見稲荷大社 三ヶ峰奥社参詣道 四つ辻から眺めた京都市街地  2016.9.13. 

久しぶりの稲荷山 初めて歩いた伏見稲荷参詣道稲荷山横断walk   

霧雨が時折降る曇天の天気でしたが、神が宿る山稲荷山の雰囲気が一層強く感じながら 歩けました。  

◎ もう何十年ぶりか?  久しぶりに歩いた稲荷山。私の遠い記憶の山とは随分 イメージが違う。          

  知っているようで知らなかった山に。                       

     山科側の山中は 鬱蒼とした緑の林に包まれた静かな空間に稲荷山の山頂三ヶ峯への小道がつづく。    

     稲荷神の化身としての神さんの祠や塚そして行場が数多く散在する摩訶不思議なワンダーランド。    

     一体幾つあるのだろうか? と。 でも今は山中の自然に溶け込んで、やりのパワース ポットに?   

     初めて山科側からたどる稲荷山への道はこの山が伏見稲荷の御神体山であることを体現させてくれました。  

  また、京都側 伏見稲荷神社本殿から三ケ峰に続くに三ヶ峰奥社 お山巡りの参道にも たくさんの塚や祠。   

  もとは朱の鳥居を含め、古くからの稲荷信仰の「おかげ参り」のたまもの。その数はますます増えてゆく。  

  昔 登った頃と随分イメージが変化して、戸惑いも。本当にすごい 



     赤い鳥居トンネルが連続し、参詣する人の賑わいもさすが。   

      さすが、日本一の外人観光客のスポット。 平日にもかかわらず 三ヶ峰への参道はほとんどが外人の観光客。         

    たくましく山を登ってくる外人たちの多さに、今の日本人が忘れてしまった気質を見る思いも・・・・・・・。 

  ◎ 知らなかった山科から稲荷山山越えすれば、もう これで 稲荷山がわかると思っていましたが、  

    山中尾根筋や谷道に張り巡らされた参詣道の多さとその随所にある塚・行場。            

    まだまだ 知らぬところが 数知れずあると。  

    そればかりか、稲荷伝承も色々。稲荷大社と杉との関係も初めて。 東寺・空海と伏見稲荷との関係も興味ぶかい。  

    やっぱり 自然信仰・土着信仰が、稲荷大神の奥深さの源になっているのだろう。  

  ◎ 稲荷山の稲荷大神は農耕豊穣をもたらす開拓神。     

    開拓神として ひょっとして 稲荷山の鉱物資源との関係もあるかもしれぬと  

    山中の峯・土 そして塚や行場にある伝承等  々 歩く先々で痕跡を見まわしましたが、見つからずでした。   

     おかげで 静かな山中のあちこちを眺めながらのWalk 本当に面白い山。  

  ◎  ４０数年前 伏見稲荷大社に数多くある摂社・参拝所のどこかで、「開運のだるま」を受け、お礼参りをした記憶。   

       訪ねてみようと探しましたが、開運達磨を売っている店はあるのですが、今回はよくわからず。  

 

              今回のwalkで、終わりにせず、また ちょくちょく 訪ねようと・・・・・・・・。                

               霧雨が時折頬をなでる曇天でしたが、念願の山科側から京都市内側への稲荷山横断ができました。   

                                              2016.9.13. 鴨川七条大橋で 

                                              鴨川越しに東山を眺めながら by Mutsu Nakanishi 

 

        京都 東山三十六峰越 walk    2016.9.13. 

       【1】京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く 2016.9.13.  

             http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610suberiishi00.htm 

       【2】東山三十六峰南端の稲荷山 横断ハイク  稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ   

             http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm 

         ◆ 京都 東山三十六峰越 walk  総合動画  2016.9.13.  

             http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610higashiyamagoe.pdf 

      【1】滑石街道を歩く 【2】稲荷山横断ハイク ２つの動画を１つの fileに 

 

 

file:///H:/2016　my%20doqument/■■%20Digital%20Camera%20%20一時ファイル/2016/20160913%20滑石街道稲荷山/internet%20稲荷山　1610inariyama00.htm/1610suberiishiweb.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610suberiishi00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm
file:///H:/2016　my%20doqument/■■%20Digital%20Camera%20%20一時ファイル/2016/20160913%20滑石街道稲荷山/internet%20稲荷山　1610inariyama00.htm/1610higashiyamagoeL.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610higashiyamagoe.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610suberiishi00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1610inariyama00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607nishinoyama00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron09/1309yamashina00.htm






























     【資料】平安京東市跡 鎌倉時代の職人町存在を示す数々の鍛冶工房遺物出土  

          出土遺物から この地は平安時代から引き続き続く中世 都の商業地と確認  

           龍谷大学大宮キャンバス 発掘調査現場見学 2016. 9.16. 

 

 
10月16日朝 インターネットニュースをチェックしていて、「平安京の「東市」の跡地より、七條大路にそう鎌倉時代 

の家並みが出土し、その裏庭には鍛冶工房があった 」 との記事を見つけ。京都市街地からの鍛冶工房に興味津々。 

常  々 王城の地 京都の市街地から 鍛冶工房が出土しないのを不思議に思っていました。  

場所は よく知る西本願寺の南隣 七條通りに面した龍谷大大宮キャンパス。 午後 現地説明会があると知って、 

中世の街並の中にある鍛冶工房に興味津々で出かけました。  

初めて知る中世の町屋の家並み 町屋の裏のごみ処理の土坑群にびっくり。 

また、町屋裏庭の土坑から鍛冶関連遺物の出土により、鍛冶工房の存在が推察されるが、鍛冶炉跡は不明であり、生産された

製品もよくわからず、さらなる検討が必要に思えました。でも 初めて見る京都市街地での鍛冶工房の可能性に満足。           

現地説明会に立たれた龍谷大國下多美樹教授は今回の発掘の成果を「この平安京東市跡の鎌倉時代の賑わいは当時描かれた 

一遍上人絵伝にもえがかれており、平安時代から引き続きこの地が鍛冶職人などを中心として繁栄した職人町であることが 

確認された」とまとめられた。 

この遺跡の評価はまだこれからですが、久しぶりに出かけた製鉄関連偉関の現地説明会。 現説資料並びに発掘現場の写真 

などを抜粋整理しました。 なお 下記「和鉄の道・Ironm Road」に発掘現場の様子をスライド動画にして掲載しています。 

 ● 【スライド動画】平安京東市跡から鎌倉時代の職人町町屋出土   

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1611ryukokuomiya00.htm   

 

 2016.10.16. 現地説明会資料   2016.10.16. 龍谷大学文学部発行   

   龍谷大学大宮キャンパス 東黌建替えに伴う埋蔵文化財発掘調査  

   平安京左京七条二坊五町-東市跡-の調査  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1611ryuukokuoomiya00.htm
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一遍上人絵伝に描かれている元平安京東市 七条大路界隈の賑わい 

  



 ■ 龍谷大学 大宮キャンパス内 発掘調査現場 現地説明会の風景 2016.10.16. 

   場所は堀川七条の北西角にある興正寺の東に隣接する龍谷大学大宮キャンパスの本館正門前 

    東黌建替えに工事に伴う埋蔵文化財発掘調査部分で、北側には西本願寺があり、西本願寺 御影堂・阿弥陀堂の 

   大屋根や唐門が塀の向こうにあり、西には明治の洋館 龍谷大学大宮キャンパス本館などの学舎が見えている。  

   

 

  



   ■ 出土した遺構と遺物発掘調査の成果ポイント  中世 鎌倉時代～南北朝・室町時代の遺構と遺物 

   通りに面した掘っ立て柱建物と井戸 裏には作業小屋・廃棄土坑・井戸など 

   通りに面して建ち並ぶ中世京町屋の家並みの姿が明らかになりました。 

   また、裏庭に掘られた土坑の多さにはびっくりまた この土坑群から 下記の遺物が多数出土   

      ◆ 鍛冶工房の存在を示す炭・焼土・鉄滓・砥石・炉羽口片・鉄釘 など鍛冶関連遺物や青銅製鍋   

      ◆ 土師器・須恵器・国産陶器・輸入登記・銭貨・木製品 

.    

 

調査地区1.  

 町屋裏庭      

通りに面した町屋の裏の

部分で、数多くの土坑(ご

み捨て場)が 作業場跡や

井戸などと一緒に出土。 

土坑より鍛冶関連遺物や

中世町屋から出た数多く

の遺物が出土した 

 

 

 

調査地区2. 

町屋表  

調査区1とは異なって 

通りに面して掘っ立て柱

建物の町屋が建ち並ぶ部

分で、丸くきれいな柱穴が

密集して存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    調査区1と調査区2は 本来それぞれの家が一緒につながっており、 

    ２つの調査区で 表通りに面した鎌倉時代の職人町の家並を構成している 



  ■ 現地説明資料  龍谷大学 大宮キャンパス 「平安京左京七条二坊五町-東市跡-の調査」 

           所  在 地 :  京都市下京区東入 西八百屋町地内(龍谷大学大宮キャンパス内) 

       調査面積  :  598㎡  現地説明資料と整理  

 

 



 

 



 

 

 



◆ 龍谷大大宮キャンパス界隈  

龍谷大 大宮キャンパス内の発掘調査現場は堀川七条の北西角にある興正寺の東に隣接し、 

南北の通りの両側に龍谷大学大宮キャンパスがある本館正門前。東側東黌建替えに工事に伴う埋蔵文化財発掘調査部分。 

北側には西本願寺があり、西本願寺 国宝の唐門や御影堂・阿弥陀堂の大屋根などが塀の向こうに見えている。 

また、南北の通りを挟んで 西側には重要文化財の明治の洋館が建ち並ぶ龍谷大大宮キャンパスで 

本願寺・東寺美観地区の一角でもある心地よい大学の雰囲気が漂っている。 

特に、明治の美しい洋館の学舎が建ち並ぶ大宮キャンパスの中を散策してみたい場所でした。 

まだ、 紅葉には少し早かったのですが、日曜日 学生もおらず、静かなもので 本館の中も見学できました。 

重要文化財の明治の洋館が建ち並ぶ龍谷大大宮キャンパスと国宝西本願寺唐門  

 

 



    【和鉄の道・Iron Road】【Pdf File 2016.10.14.  産経West 新聞ニュース切り抜き 】 

     淡路島 松帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸 国生神話の出雲・淡路は強い結びつき   

     淡路と島根の銅鐸が同型…作られたのは、どこ？ 鋳型の記号一致   2016.10.14. 

淡路の松帆銅鐸は出雲と兄弟銅鐸銅鐸  国造り神話の国 出雲と淡路とは強い結びつきが考えられ、また、この二つの国間

にある播磨野播磨風土記にはヤマト連合と在地の勢力との接触&抵抗を示す「妻問い-印南別嬢の抵抗」伝承が記載されている。  

この時代、初期ヤマト王権誕生にこれらの国がどうかかわり、どんなドラマが展開されていったのか・・・・興味は尽きない。 

新聞で報道された 兄弟銅鐸のニュース。新聞切り抜きで、整理して まとめました。。 

 

 昨年４月に兵庫県南あわじ市で見つかった紀元前３～前２世紀（弥生時代前期末～中期初頭）の松帆銅鐸７個のうち 

１個が、直線距離で約２００キロ離れた島根県雲南市の加茂岩倉遺跡で２０年前に出土した銅鐸３９個の中の１個と同 

じ鋳型で作られた「同笵（どうはん）銅鐸」であることが１４日、南あわじ市教委などへの取材で分かった。 

関係者は「銅鐸の製作地や当時の流通ルートを知る手がかりの一つになる」とみている。 

同笵銅鐸と判明したのは、松帆銅鐸の３号銅鐸（高さ３１・５センチ）と加茂岩倉遺跡の２７号銅鐸（同３１・４センチ）

で、３号銅鐸の胴体部分の左下に「王」、２７号銅鐸には同じ部分に「土」という漢字に似た盛り上がった記号があった。 

同じ鋳型で作られた際についたとみられ、鋳造時につく細かな傷の位置なども一致した。 

加茂岩倉遺跡は、１カ所での銅鐸出土数が全国最多。大半が中型（高さ約４５センチ）の内側に小型（同約３０センチ）の 

銅鐸を収めた「入れ子」状態での埋納法だった。松帆銅鐸も３組６個が入れ子状態で見つかった。 

今年２月には２号（高さ２２・４センチ）と４号（同２２・６センチ）が、江戸時代に淡路島で発見され、南あわじ市の日

光寺が所蔵している「中の御堂銅鐸」と同笵銅鐸であることが判明している。 

難波洋三・奈良文化財研究所客員研究員は「当時から広い範囲で銅鐸が流通していたことが明らかになった。 

銅鐸の製作地を考える上でも重要だ」と話している。 

                        

 

島根県雲南市の加茂岩倉遺跡で発見された「２７号銅鐸」     加茂岩倉遺跡の２７号銅鐸と同じ鋳型で作られたことが分かった、 

  （文化庁所蔵、島根県立古代出雲歴史博物館提供 ）       「松帆銅鐸」の３号銅鐸。「王」のような記号がある 

                     2016.10.14.  産経West より 新聞ニュース切り抜き  

次ページに さらに 2016..10.27.神戸新聞朝刊1面 & 27面に掲載された記事を追加掲載しました 

【参考】  【和鉄の道・ Iron Road by Mutsu Nakanishi】  

  大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???    

「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.  

   国譲り神話の出雲の大量の埋納銅鐸出土（加茂岩倉・荒神谷遺跡）とそっくり 

    ■ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm 

    ■ http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf
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【補追 参考】 

2016.10.27.神戸新聞に本

ページの記事が掲載されま

したので、追加しました。 

参考まで 

 2016..10.27. 

 神戸新聞朝刊 

 1面& 27面掲載記事 



           有人潜水調査船「しんかい６５００」 & 無人探査機「うらしま」 

                支援母船「よこすか」に搭載されて 神戸に入港 

            １０月８日  神戸港 中突堤で一般公開された  2016.10.8. 

  

 

  １０月８日 神戸港中突堤で 有人潜水調査船「しんかい６５００」 & 無人探査機「うらしま」と 

  その支援母船「よこすか」が一般公開された。 神戸港開港150年に合わせて 神戸で開催された国内唯一 

  の海洋関連の国際コンベンション「テクノオーシャン２０１６」が６～８日、開かれ、その関連イベントと 

  しての神戸一般公開である。   

 「現在も活躍中のしんかい6500の生の姿を見るまたとないチャンス。 また「しんかい１２０００」について 

  も知りたいし、母船と調査船の関係も・・・。 こんな機会は またとない」。興味津々で 「しんかい６５００」  

  & 「うらしま」そして その支援母船「よこすか」の見学会に行ってきました。 

  「しんかい6500」が建造が進められた約２０年前。直接携わったのではありませんが、鉄鋼会社で厚鋼板 

  材料とその溶接の仕事をしていた私には 思い出深い「しんかい6500」です。 

  6500mの深海に潜り、強烈な水圧に耐えうる真球殻構造を持つ船の建造が不可欠で、鋼に替わる強くて軽く 

  しかも、真球殻構造の加工がしやすい厚板材料の開発と これを組立溶接するのに 歪が少なく、品質の良い溶 

  接接合技術が不可欠でした。  

  選択された6AL-4V-Tiの均質なチタン合金厚板の実用化製造技術とこのTi合金厚板を歪ませることなくつなぐ 

  溶接技術として選択された電子ビーム溶接技術の完成。この技術が時代を先取りする先端技術として、当時材料技 

  術の関係者の中では大きな話題であり、かつビジネスでもあり、何度か造船所を訪れたことがありました。 

  この20年の数々の成果・新発見を得て、海洋・海底資源探査とその開発競争が激化する一方、激変活発化する地 

  球地殻変動や気象変動に対する海洋・海底変化の重要性が認識されるに至り、今 海洋・深海底探査の重要性が日 

  増しに高まりつつある。しんかい6500などの深海探査の成果や後継調査船「しんかい12000」の話もを耳に 

  することも多くなりました。  

  今回の一般公開で戴いた資料を今後の深海探査を理解してゆくベース資料として収録しましたので ご参考まで。 

【鉄の話 あれこれ】 
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      ■ 神戸での一般公開を紹介する新聞報道  2016.10.8.  

  

10月8日見学会は9時スタートでしたが、長蛇の列 約2時間弱かかって「よこすか」船内に 

  有人潜水調査船「しんかい6500」、深海巡航探査機「うらしま」、支援母船「よこすか」。 

  ３隻はいずれも神戸市で建造された最先端の技術を持った調査船舶。 

 「しんかい6500」「うらしま」は三菱重工神戸造船所、「よこすか」は川崎重工神戸工場で建造。 

   ◎ １９８９年完成の「しんかい６５００」は1989年完成で全長9.7メートル、重さ26.7トン 

     専用に開発された2台の油漬均圧型リチウムイオン電池によって電力を賄い、通常潜航時間８時間 

     (6500mの潜航にはそれぞれ２．５時間かかるので 実際の調査は約３時間 ) 

     地震を引き起こすプレートや海底資源・生物を調査し、有人で潜れる深さは世界最高水準。 

     今年４月には小笠原諸島・南鳥島沖の深海底でレアメタル（希少金属）が含まれる球状の岩石 

    「マンガンノジュール」が密集しているのを発見した。  

   ◎ ２０００年完成の「うらしま」は全長10メートル、重さ約７トン。電池で航行。 

     コンピューター制御で巡航しながら海底の地形データなどを集め、連続航走距離と観測した 

     深さで世界記録を更新した。 

   ◎ 一方、海上での両艇の整備などを担うのが支援母船「よこすか」 全長約105メートル、4439トン。 

     しんかいやうらしまを搭載できる格納庫があり、２隻の活動をバックアップする。 

     １９９０年、しんかい6500の支援母船として建造された。 

 実は数多く写真を撮ったのですが、そのSDファイルを紛失もしくは消去してしまって それらを整理できず。 

 見学会の様子を示す神戸新聞Next の写真をインターネットから取込ませていただきました。  



       ■「しんかい」など一般公開の様子    調査船に完成 家族連れら列                                                     

神戸新聞 2016.10.8. 夕刊 & 写真は神戸新聞Next より 

中突堤では、世界最高水準の水深６５００メートルで、海底のプレートや資源を調べられる有人調査船「しんかい６５

００」など、神戸で建造された特殊船や探査機が一般公開された。神戸に里帰りした船を一目見ようと、家族連れや船

舶愛好家らが行列をつくった。 

中央区の会社員（５３）は「神戸で造られた船が世界の海で活躍するのは誇りを感じる」と目を輝かせていた。 

ほかに公開されたのは無人の深海探査機「うらしま」と、両艇の運搬や整備を担う支援母船「よこすか」。 

いずれも、三菱重工神戸造船所や川崎重工神戸工場で造られた。 

「よこすか」の格納庫に「しんかい6500」「うらしま」を収容し、同時に公開するのは初めて。 

見学者は「しんかい 6500」に搭載された海底の岩石を採取するアームや、深海の様子を目視できるのぞき窓などに

見入っていた。 

  

  

  

  

 



10月8日朝 ちょっと出遅れたかなぁ…と思いつつ、「しんかい6500」を搭載した母船「よこすか」が停泊して

いる神戸港の中突堤に到着したのが9時30分前。 岸壁の中ほどに「よこすか」の後部が見え、船体後甲板に備え

付けられた門型の起重機の奥に柿色の無人潜水探査船「うらしま」と白い有人潜水調査船「しんかい6500」の姿が

見え、見学に行く人たちの長い行列ができていました。約1時間半ほど待って 「よこすか」の船主側のブリッジを

登ることがてきました。私の少し前で見学者1000人目の記念品をもらった人 そして 並び始めた時よりも長い行

列ができていたので、この日の見学者は3000人をこえているのかも・・・・。 

深海潜水調査船「しんかい6500」そして 日本を取り巻く海洋・深海の探査への関心の高さがよくわかる。 

上甲板の最上部の操舵室から船内に入り、研究者の部屋や会議室・食堂などを見学しながら 「しんかい6500」・

「うらしま」の格納庫がある船尾側の後甲板へ。多くの見学者でいっぱいであるが、よく管理された見学会 スムーズ

に後甲板へ。「よこすか」の船内の要所要所には若い乗組員や JAMSTECの研究者が立っていて、きびきびと順路応

対をしてくれるのが、清々しい。 

しんかい6500が格納展示されている後甲板はさすがに満員でごった返しているが、 すぐ目の前に「しんかい

6500」がある船首部正面に立つ。船主の両側から1つづつ、突き出た2つのマニュプレータのアーム。その向こう

船体から弧状に張り出した丸い覗き窓のついた耐圧殻(人が入る調査室)がみえる。しかも 厚いチタン合金を加工して

作られた真球の耐圧殻がむき出しのままである。 その脇には「しんかい6500」の紹介パネルが置かれ、また 深

海熱水鉱床から採取されたのサンプルが並べられている。私の一番見たかったところである。 

 

 

  



◎ 20年を経ても 海水にさらされながら 無塗装で まったく傷もさびなど付着物もなく、無垢のままの姿に驚く。 

  鋼では全く及ばぬ海水に強いチタン合金のすごさである。  

  また、船体は薄い化粧鋼鈑パネルがはりつけられていて、その側面部のパネルが一部外されていて 

  中の機械装置がのぞけるように展示されている。外された外板の中に見える装置もチタン合金製なのでしょう。 

   まったく無垢のまま。 海水に何度もつかりながら、20年を経ても、錆一つなく、びっくりしました。 

   ふと 船体の外板が外せるのか……????。 

   考えてみれば「しんかい6500」は潜水船。船体外板の中にも海水が入らないと潜水ができず、 

   深海の水圧にも持たないと気が付いて、にやりと・・・・。 

   かつて 鋼鈑とともに開発対象として扱ったことがある6Al-4V-Ti合金厚板 やっぱり すごい。 

◎ この「しんかい6500」の人が入る耐圧殻は直径2mの真球。ここにパイロットを含め、3人がはいるという。 

  中に入れないのでよくわからぬが、調査・通信・運航装置のモニターも全部この中と想像すると本当に狭そう。 

  高圧下の深海では僅かなゆがみも許されず、この球の真球度は1.004、外径は僅か±2mm以下の製作精度で 

  製造され、覗き窓が3か所つているとのことでした。 

◎「しんかい6500」をただ単に海に入れても絶対に沈まず、浮く構造だという。 

  深海の高圧環境に耐えうる強度と浮力を持ったこの浮力材が、潜水船の隙間という隙間にぎっしり組み込まれ、 

  浮くように造られた潜水船に「おもり（バラスト）」を積むことで潜航すると聞きました。。  

◎ 超深海の資源探査に挑む 

  「海洋研究開発機構は２０２３年ごろの運用開始を目指して、世界最深の１万２０００メートルまで潜航できる 

   次世代の有人潜水船「しんかい１２０００」の開発構想がすでに本格的に動き出している」と「しんかい6500」 

   のそばにいた若い研究者が教えてくれた。 

  「研究生活を続ける間に「しんかい12000」が完成したら、一番にパイロットになって 「12000」を操縦し 

   て、深海に行きたい」と 眼をキラキラ輝かせて、話してくれました。  

   最近 なかなか出会えなかったこんな若い研究者に こつちの気持ちもうれしくなる。 

   是非 次の時代を切り開いてほしいと。 

 

是非 見学したかった「しんかい6500」の姿。そして 次の時代を担うはつらつとした若者たちの群像にも出会え、

気持ちも爽快。 かつて仕事をしていた時代を思い浮かべながら、晴れ晴れと港を離れました。 

 

                                         2016.10..8. 午後  Mutsu Nakanishi 

 

   この「しんかい6500」の見学記を バシバシ撮ったデジカメ写真と一緒に記そうとしたのですが、 

  紛失したのか 消してしまったのか どうしてもSDメモリーが見つからず。 

 インターネットから 神戸新聞Nextが伝える一般公開の動画から、写真を一部収録させてもらって掲載しました。 

 SDが出てきたら、また きっちり写真を差し替えながら、追加記載させていただきます。 

 なお 写真採取は下記から採取させていただきました。。 

   ■ 2016/10/8 11:48神戸新聞NEXT  山はスイング 海には探査船里帰り 神戸の３連休 

      http://www.kobe-np.co.jp/news/shakai/201610/0009564111.shtml 

 

 

http://www.kobe-np.co.jp/news/shakai/201610/0009564111.shtml


【参 考】 

  ■   1988(S63) 「しんかい6500」  潜水艇の構造と材料および溶接  

         極厚チタン合金 電子ビーム（耐圧部）、三菱重工 

          溶接学会 溶接から見た大型構造物の歴史より     

          http://www-it.jwes.or.jp/jws/gallery/gallery5.html 

 

 

 

 

     「よこすか」の格納庫で公開された「しんかい６５００」（右）と「うらしま」＝８日午前、神戸港中突堤（撮影・笠原次郎）  

                       神戸新聞Next 23016.10.8.より 

http://www-it.jwes.or.jp/jws/gallery/gallery5.html#39
http://www-it.jwes.or.jp/jws/gallery5.html


 しんかい6500 & うらしま と 母船 よこすか 一般公開で もらった資料 2016.10.8.   

 







 

 



 





 

 



 



 

  

  

  

  

 



弥生末から古墳時代前期(3世紀～４世紀) 邪馬台国から日本の国家形成の時代 

  「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」訪問記  2016.10.22 

琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 

  近江の彦根から纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土 

 

 

琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点  

近江の彦根から 纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土 

邪馬台国の時代 鉄で栄えた近江の大都市集落稲部遺跡」訪問記  

   １.【遺跡概要解説】邪馬台国の時代 鉄で栄えた大都市集落 滋賀県彦根市「稲部遺跡」 

   2. 平成28度稲部遺跡 現地説明会資料   2016.10.22. 彦根市教育委員会 

      3.  稲部遺跡  第6次・第7次発掘調査現地説明会 

      3.1. 第6次調査域 稲部遺跡の中心部【1】祭祀の区画・大型建物 ほか 

      3.2. 第7次調査域 稲部遺跡の中心部【2】 方形区画と大型建物と鍛冶工房群 

           3.3. 発掘調査域から出土した遺物  日本各地の土器片 &  鍛冶関連遺物 

           3.4. 今回の６次・７次 調査まとめ ?現説資料まとめの整理転記> 

          参考1. 荒神山と荒神山古墳と稲部遺跡  

          参考２ 稲部遺跡に先立つ大型建物や巨大祭祀空間のある 巨大集落遺跡「伊勢遺跡」  

          参考3. 淡路島五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産  

                 淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演 より 

      4. まとめ 稲部遺跡 発掘調査 平成２８年現地説明会に参加して by Mutsu Nakanishi 

 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



卑弥呼の時代にヤマトと琵琶湖交通・

東国を結ぶ結節点近江に「大和の纏向

遺跡に匹敵する大型建物を持つ鉄の 

物流拠点とみ られる 都市集落(彦根

市稲部遺跡)」が出土。 10 月 22 日

現地説明会が開かれた。   

巨大都市集落の中核の大型建物のすぐ

そばに、幾棟もの鍛冶工 房群(竪穴住

居群)が、繰り返し継続して存在。  

「日本の国造りのkeyは鉄」と言われ

ながら、それを実感できなかったが、都市の中心部にこんなに鍛冶工房が 

林立する姿を見るの は初めてです。  

鉄器物流を担う近江の拠点集落集落 まさに「鉄が主役」。 初期ヤマト王権

に組み込まれた後も、畿内と東国・北陸を結ぶ拠点 として、更に勢力を伸ば

していった近江の大勢力の拠点とみられる。 卑弥呼の日本の国造りの時代に、

ヤマトと結び、鉄の流通拠点を握 った近江の巨大都市集落。 鉄が主役の都

市。 日本の国造りにどんな役割を演じていたのか? この巨大都市の中核で

どんな鉄器生産が行われていたのか? まだ、調査は始まったばかり。今後の検討がうれしい遺跡です。  

 

    稲部遺跡 今回現地説明会が開かれた調査区域(第６次・第７次)  2016.10.22. 



   【遺跡概要解説】 

１. 邪馬台国の時代 鉄で栄えた大都市集落 滋賀県彦根市「稲部遺跡」 

    弥生時代終末から古墳時代初め（３世紀前半）の鉄器工房群の遺構出土  

      交通の要衝「いなべ国」 「日本の国の成り立ちを考えるうえで貴重」  

                             2016.10.18. 毎日新聞記事より  

 
滋賀県彦根市教委は１７日、市内の「稲部遺跡」（同市稲部、彦富両町）で 弥生時代終末から古墳時代初め（３

世紀前半）の鉄器工房群の遺構が見つか ったと発表した。  

同時代では他にない規模という。大規模な建物の跡も確認された。    

当時、鉄製品の原料は大陸からの調達に頼っており、同時代の

邪馬台国につ いて記した中国の史書「魏志倭人伝」で、大陸

と交易があったとされる「三 十国」のうちの一つともみられ

るという。    

鉄器工房は３０棟以上ある竪穴建物群で、各棟は一辺３．５～

５．３メートルの方形。うち２３棟の床面から鉄片や鉄塊が見

つかった。 一部に土なども含んだ状態だが、全体の重さは計

約６キロに上るという。  

同時に鍛冶や鉄を加工する際に使ったと思われる台石や、鉄製

矢尻２個なども 見つかった。  

国内には当時、製鉄技術がなく、鉄の延べ板を朝鮮半島から取

り寄せ、武器や農具、工具を造っていたと考えられる。   

一方、鉄器製造が始まった直後に大型の建物が現れた他、鉄器

製造が終了した３世紀後半には、一辺十数メートル規模の大型

の建物２棟が相次ぎ出現。首長の居館や巨大な倉庫として利用

され、他の国との物流拠点だった可能性が あるとしている。  

                     

邪馬台国畿内説の有力候補地とされる纒向（まきむく）遺跡（奈

良県桜井市）では、より大規模な同時代の建物跡が確認されて

いる。  「魏志倭人伝」では、倭人は現在の韓国・ソウル辺り

にあった帯方郡の東南の  

大海の中にいて、もとは「百余国」あったが、同書が書かれ     

た３世紀には「使訳（使者や言葉）通ずる所三十国」と伝え 

ている。  

福永伸哉・大阪大教授（日本考古学）は「稲部遺跡は東西日 

本の結節点にあり、近江勢力の大きさを物語ると共に日本の 

国の成り立ちを考えるうえで貴重」と 話す。    

                        

         Copyright 毎日新聞  

今回の発掘調査域概要 (現説資料より) 

大型建物イメージ図 (現説資料より) 

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



2.平成２８年度 稲部遺跡 現地説明会資料 2016.10.22. 彦根市教育委員会 

一部資料を整理していますが、全文は下記インターネット内にあります 

彦根市 http://www.city.hikone.shiga.jp/0000009271.html 

 

 

中西睦夫
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<左側 写真部を追加し、ここにあった語句説明を省略> 

 



 

 

 



 

   <添付> インターネットgoogle 写真で見た近江稲部遺跡の位置 

           

 

 



3. 邪馬台国の時代 鉄で栄えた近江の大都市集落「稲部遺跡」訪問記 2016.10.22.  

           第６次・第７次 発掘調査現地説明会 参加記録     

      現地の写真を加えて 現地説明資料のまとめを整理転記し、まとめとした 

稲部遺跡は標高約90m前後の旧愛知川の微

高地上にあり、北には旧愛知川である文禄川 

やや南には同様に旧愛知川である来迎川流れ、

周辺では弥生後期後期から古墳時代前期の遺

構が密集して分布している。 

伊部遺跡と伊部西遺跡を悪夢伊部遺跡群は１

９８１年の宅地造成工事に伴う初めての調査。 

２０１３年から開始された市道改良工事に係

わる調査で独立持柱建物・大型建物・方形区

画・金属器工房などが発見され、、現在までに

180棟を超える竪穴建物が検出されている。 

 ６次調査区は(すでに埋め戻されている)独

立棟持柱建物・井戸・金属器工房からなる儀

礼空間の南側に位置し、今回の第６次の調査

で大型建物３棟が出土。 ７次調査区は６次

調査区に続くさらに南側 密集する竪穴建物

群と方形区画が確認された第３次調査区(現

在埋め戻され、小高い土手になっている)の南

側に位置し、今回の７次調査で大型建物２棟 超大型建物２棟 大規模な鍛冶工房群が確認された。   

これらの調査で稲部遺跡群の全体的な遺構変遷が明らかになり、この稲部遺跡群は弥生時代から古墳時代巣にかけての日本の

国家形成期を考える上で極めて重要な遺跡と評価されている。 

 

 3.1. 第６次調査域 稲部遺跡の中心部【1】祭祀の区画ほか   

  大型建物３棟を含む掘っ立て柱建物６棟 

以上 竪穴建物２０棟以上・排水溝４条・大 

溝１条などを検出。 

倉庫・儀礼施設とみられる大型建物 ３棟 

(２３．８０㎡以上・３０．７０㎡以上・推定 

５０．６０㎡の独立棟持柱建物)が、弥生時代 

終末から古墳時代前期(３世紀中葉から後葉)

にかけて連続して同じ場所

に立てられる集落の中心的

な儀礼空間。儀礼施設や居館

の可能性のある方形区画と

ほぼ同じ時期。 

大溝からは土師器とともに

乾式系土器も出土。 

                                                                                                              

                               

                               

                               

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



 3.2. 第7次調査域 稲部遺跡の中心部【2】 方形区画と大型建物と鍛冶工房群   

鍛冶工房の可能性が高い竪穴建物２３棟以上を含む竪穴建物３０棟以上・排水溝２条・方形区画の一部である溝、塀の可能性

がある柵列を検出。弥生時代終末から古墳時代初頭(３世紀中葉)には、倉庫・儀礼施設や居館の可能性がある方形区画とその

内側の大型建物1(独立棟持柱建物４３㎡)が出現し、方形区画の南側では大規模な鍛冶工房群で鉄器(鉄製吹や農工具)の生産が

行われる。 

その後、古墳時代前期前半から後半(３世紀中葉から４世紀)にかけて、方形区画を切ってさらに新しい大型建物２(６３㎡)・

超大型建物1(１８８㎡)・超大型建物2(１４５㎡)が柵(塀の可能性もある)をともなって出現。 

特に超大型建物1は纏向遺跡第１６６次調査の超大型建物(２３８．０８㎡)に次ぐ日本列島屈指の規模。 

大型建物 2・超大型建物 1は居館域の一部を構成する建物であり、超大型建物 2は王権の関与する巨大な倉庫である可能性が

考えられる。 

    

            鍛冶工房が密集して存在した弥生時代終末から古墳時代初頭(３世紀中葉 )と 

            大型建物・超大型建物があった古墳時代前期前半から後半(３世紀中葉から４世紀)時代 

   二つの時代が重なるので、現説資料より整理して 空からの写真にプロットして見やすしてみました。 少し見やすしました。 

稲部遺跡 第７調査区  



  

弥生時代終末から古墳時代初頭(３世紀中葉)には、方形区画の内側に(独立棟持柱建物４３㎡)である大型建物1が出現し、     

方形区画を取り囲む南側ではでは大規模な鍛冶工房群密集して存在し、で鉄器(鉄製吹や農工具)の生産が行われていた。  

都市集落の中核部に多数の鍛冶工房。当時大陸・朝鮮半島から手に入れた鉄素材をここで鉄器加工して、日本各地に供給した

と推定される。 まさに国造りの権威の象徴が「鉄」と言われた時代を象徴する光景だと思える。 

でも 全くこの鍛冶工房群からは鍛冶炉が出土しておらず、どんな鉄器加工・鉄器生産が行われていたか? 今、それらを路ず

ることはできない。これからの重要な課題であろう。 

そして、古墳時代前期前半から後半(３世紀中葉から４世紀)にかけて、ヤマト王権が日本各地の国を取り込み国家形成を図る

時代になるとこの稲部では、集落の中心部にあった鍛冶工房群に替わって超大型建物が建つ時代に。 

稲部遺跡はますます栄えてゆく。 方形区画を切ってさらに新しい大型建物２(６３㎡)・超大型建物 1(１８８㎡)・超大型建

物2(１４５㎡)が柵(塀の可能性もある)をともなって ずつと維持されながら出現してゆく。 

特に超大型建物1は纏向遺跡第１６６次調査の超大型建物(２３８．０８㎡)に次ぐ日本列島屈指の規模であり、稲部遺跡の首

長はヤマト王権下でさらに勢力を伸ばし、当時日本の物流の結節点 近江にあって、当初の鉄器供給基地から「鉄」のみなら

ず、物流拠点として ヤマト王権とともに歩んだのであろう。この稲部の北にある荒神山山頂部には４世紀末の巨大な初期前

方後円墳があり、この稲部の首長の墓ではないかと考えられている 

  

 

               稲部遺跡の中心部に建つ超大型建物のイメージ図   



いままで、 この地の重要性 そしてここを拠点とする勢力が取り出されたことはないが、稲部遺跡の出現によって、大きく

この地がクローズアップされることとなった。 

 

 3.3. 発掘調査域から出土した遺物  日本各地の土器片 & 鍛冶関連遺物   

 1. 土器と土器片   

大和・伯耆・越前・湖南地域・美濃・尾張・伊勢・東遠江から駿河の土器土器片が出土していることから、交流の要、物流の中心地であった

ことが、裏付けられる。朝鮮半島の渡来人との関係を示す乾式時も出土している。 

これらの各地の土器片の出土と近江・伊部遺跡の地理的な位置づけを考えると、「北陸や美濃・尾張などの東日本方面と畿内の大きな地域を

つなぐ、地理的に重要な位置にある３世紀の近畿北部の中心的な集落」としての姿が ここからも見えてくる。 

  

 2. 鍛冶遺物   

鍛冶関係の遺物についは 現地説明会の資料には全く触れられていないが、現場には箱に詰めて整理された鉄滓や鉄片 鍛冶

具などがんじされていました。 詳細はよく判りませんが、 新聞では 次のように報道されている。 

 

鉄器工房は３０棟以上ある竪穴建

物群で、各棟は一辺３．５〜５．３

メートルの方形。 

うち２３棟の床面から鉄片や鉄塊

が見つかった。 

一部に土なども含んだ状態だが、全

体の重さは計約６キロに上る。  

同時に鍛冶や鉄を加工する際に使

った台石や、鉄製矢尻２個なども見

つかった。   

 

また、稲部西遺跡で青銅製の鏃や 

稲部遺跡の二次調査で棒状の青銅

や青銅製品を鋳込む鋳型の外枠が

見つかっており、青銅器の生産にも

かかわっていたとみられるが、詳細は不明である。 

 

 



 3.4.  今回の６次・７次 調査まとめ <現説資料まとめの整理転記>  

  「北陸や美濃・尾張などの東日本方面と畿内の大きな地域をつなぐ、地理的に重要な位置にある３世紀の近畿 

   北部の中心的な集落」で、鉄器流通を中心に 祭祀都市・政治都市としての面を強く持ち、工業都市としての面も 

   併せ持つ近江の巨大勢力・クニの中枢部であり、３世紀の国内の国内屈指の遺跡。 

   ３世紀前半を中心とするヤマト政権が成立しつつある時代の重要な時期の大集落で、 

   日本列島における倭国の成り立ちを考える上で 今までにないきわめて重要な遺跡である。 

   また、稲辺遺跡では その後 ヤマト政権成立後も、大型建物・超大型建 物や独立棟持柱建物という首長層が居住 

   したり、儀礼に使用したと考えられる建物と区画が時代を経るごとに出現し、 

   王権との関りによって政治色を強めていく過程を示している。   

1. 稲辺遺跡は直径数百m  面積約200000㎡の弥生時代中葉(２世紀)から古墳時代中期(５世紀)にかけて 

  継続する巨大集落。 大和・伯耆・越前・湖南地域・美濃・尾張・伊勢・東遠江から駿河の土器土器片が出土しているこ 

  とから、交流の要、物流の中心地であったことが、裏付けられる。朝鮮半島の渡来人との関係を示す乾式時も出土してい 

  る。これらの各地の土器片の出土と近江・伊部遺跡の地理的な位置づけを考えると、 

 「北陸や美濃・尾張などの東日本方面と畿内の大きな地域をつなぐ、地理的に重要な位置にある３世紀の近畿 

  北部の中心的な集落」としての姿が ここからも見えてくる。 

2. 青銅器の鋳造・朝鮮半島から運ばれた鉄素材をもとに鉄器の大規模な生産を行っており、???  まだ推論が多い 

  大型建物・超大型建 物や独立棟持柱建物という首長層が居住したり、儀礼に使用したと考えられる建物と区画が時代を 

  経るごとに出現し、王権との関りによって政治色を強めていく過程を示している。   

3. 祭祀都市・政治都市としての面を強く持ち、工業都市としての面も併せ持つ近江巨大勢力・クニの中枢部であり、 

  ３世紀の国内の国内屈指の遺跡。 

  ３世紀前半を中心とするヤマト政権が成立しつつある時代の重要な時期の大集落で、 

  日本列島における倭国の成り立ちを考える上で 今までにないきわめて重要な遺跡である。 

  また、３世紀にとどまらず、、４世紀～５世紀には 巨大倉庫の出現によって物流拠点として発展・継続し、韓式 

  土器が出土するなどから、半島交流を通じ、先端技術を渡来人から導入していた可能性がある。  

4.  ヤマト政権を前提として 荒神山古墳の築造に関わる巨大勢力の本拠である可能性を含め、荒神山古墳との深いつ 

  ながりを持つ遺跡である。 

5. 「邪馬台国のほか 魏と外交関係のあるが30ヶ国ある」とて魏志倭人伝に書かれており、稲部遺跡もその一つの 

  可能性がある。  

  まだ 稲部遺跡の発掘調査は全体の２割程度。まだまだ 明らかにせねばならぬ点も多く、今後の課題である。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



 

 

中西睦夫
直線



4.  まとめ  稲部遺跡 発掘調査 平成２８年現地説明会に参加して 

 

卑弥呼の時代 ヤマトと琵琶湖交通・東国を結ぶ結節点近江に                        

「大和の纏向遺跡に匹敵する大型建物を持つ 鉄の物流拠点とみられる 都市集落(彦

根市稲部遺跡)」が出土の報に興味津々で出かけました。 

大型建物のすぐそばには、繰り返し継続して建て替えられた多数の鍛冶工房とみられ

る竪穴住居群が密集する鉄器物流を担う近江の拠点集落で、初期ヤマト王権に組み込

まれて、さらに発展してゆく。  

大陸の「鉄」の覇権が卑弥呼・初期ヤマト連合をむすびつけ、日本の国づくりが進む。

日本の国造りにがかかわっていた鉄の現場に立つことができて、満足感いっぱい。  

都市集落の中心 巨大建物が建つ方形区画を取り囲むように数多くの鍛冶工房関連の住居が建ち並んでいるなど想像もつか

なかった。まさに鉄が主役の都市空間。 

 

   卑弥呼の時代 掘っ立て柱建物を取り囲んで鍛冶工房が密集していた 稲部遺跡の中核部第７次調査区 

ここで どんな鉄のドラマが演ぜられたのだろうか?? 

残念ながら、鍛冶炉は出土せず、これらの鍛冶工房でどんな鉄づくりが行われていたかは全く不明のままであるが、卑弥呼の

時代そして 初期ヤマト王権へとつながる日本の国造り。「鉄が主役」を実感することができてました。また、この稲部遺跡

の役割 そして 日本の国造りかかわった鍛冶工房の鉄づくりの検討はまだこれから。     

でも また 一つ 卑弥呼の時代がベールを脱いだ。                                   

夕闇迫るまで遺跡の中にいて、色々思いをはせつつ、 北に荒神山 南に安土繖山 そして今まで何度も出かけてきた近江・

琵琶湖を思い浮かべながら、これからの展開に期待いっぱいで JR稲枝駅へ 帰ってきました。  

 

                                        車窓より夕暮れの近江平野を眺めながら   

                     2016.10.22.夕  by  Mutsu nakanishi      

弥生後期 淡路島五斗長垣内遺跡 

鍛冶工房内の鉄器加工イメージ図 
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        参参考考資資料料  

 ************************************************************************************** 

      11..  平平成成２２８８年年度度稲稲部部遺遺跡跡発発掘掘調調査査現現地地説説明明会会資資料料    22001166..1100..2222..    彦彦根根市市教教育育委委員員会会  

            http://www.city.hikone.shiga.jp/0000009271.html 

      22..  国国史史跡跡  荒荒神神山山古古墳墳  彦彦根根市市教教育育委委員員会会    

         https://www.city.hikone.shiga.jp/cmsfiles/contents/0000003/3477/21_kojinyama_kofun.pdf 

    33..    弥弥生生時時代代後後期期のの巨巨大大政政治治祭祭祀祀空空間間をを有有すするる国国史史跡跡「「伊伊勢勢遺遺跡跡」」  NNPPOO法法人人守守山山弥弥生生遺遺跡跡研研究究会会      

        hhttttpp::////iissee--iisseekkii..yyaayyooiikkeenn..jjpp//iinnddeexx..hhttmm 

        4. 稲部遺跡に関する  2016.10.18. 各社新聞報道 

 ***************************************************************************************  

 

         ************************************************************** 

         ≪ 参考 関連和鉄の道・Iron Road   by  Mutsu  Nakanishi  ≫ 

         ************************************************************** 

        

   1. 「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【1】  2012.11.21.& 2013.2.11.  

        東近江 野洲川南の湖岸近く弥生後期の大集落  守山市伊勢町「伊勢遺跡」を訪ねる   

        魏志倭人伝の記述《卑弥呼の居処は「宮殿・祭殿」・楼閣・城柵」》 すべてがそろう弥生後期の大集落  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1303iseiseki.pdf 

2. 日本初の都市の出現 纏向遺跡を歩く 2012.7.24 & 8.23.  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1209makimuku00.htm 

3. 古墳時代 朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる   2011.8.30.                     

  脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学 & 若狭小浜港・遠敷(おにゅう)の里 Walk  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1110wakasa00.htm  

４. 北近江安曇川安曇あずみ会でのプレゼンスライド      2011.12.1                                    

  「和鉄の道Iron Road 」から見た日本誕生前夜-北近江・若狭が輝いた時代-  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1112adogawa/1112adogawa.html 

5. 大阪弥生文化博物館2016年春季特別展第3回考古学セミナー聴 講 まとめ<2> 

  「淡路島 五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産-発掘調査と実証実験で見えてきたこと?-」 .  

   弥生後期の五斗長垣内遺跡では すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆  

    淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演  2016. 5.28.  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm 

http://www.city.hikone.shiga.jp/0000009271.html
https://www.cityhikoneshiga.jp/cmsfiles/contents/0000003/347/21_kojinyama_kofun.pdf
https://www.city.hikone.shiga.jp/cmsfiles/contents/0000003/3477/21_kojinyama_kofun.pdf
http://ise-iseki.yayoiken.jp/index.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1303iseiseki.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1209makimuku00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1110wakasa00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1112adogawa/1112adogawa.html
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm


  「鉄のよもやま話」    「地鉄の黒の美しさ」 2016.12.1.  

  肥後金象嵌 金細工のデザインを浮かび上がらせる 「黒の素地」  

    
  装飾品や刀のつばに施された肥後金象嵌 生地の黒は肥後象眼伝統技法(錆び出し・錆止め)で施された「漆黒の黒」 

               

               私の持っていた京象嵌のネクタイピン 錆止め後表面漆仕上げのようだ 

今回は鉄の素地の「漆黒の黒」の話である。 

鉄の色については 鉄そのものが放つ「閃光と肌光」のほか 弁柄の「赤」・砂鉄の「黒」そして 青磁に発色する釉薬の鉄

など 何度か取り上げましたが、鉄素地の「漆黒の黒」の話も是非取り上げないと・・・と。  

実はつい先日 TVで「肥後伝統の象嵌」の話を見て、肥後象嵌の金細工のデザインを浮かびあらせる素地が「地鉄そのものの

黒」と初めて教えてもらいました。 

「金象嵌」 私も良いものではありませんが、黒の素地に金細工が施された金象嵌のネクタイピンを一つ持っています。  

 真っ黒の中に金細工が浮いているシンプルなデザインが好きでよく使っていたのですが、今はもうお蔵入り。 

 先日 TVをぼんやりと眺めまていると、肥後象嵌の話をやっていて、その伝統の技法が詳細に紹介されていて、 

 途中から 目が釘付けで眺めていました。黒の生地に映える金細工のシンプルなデザイン 貴重な職人たちの技と。 

  金細工のデザインを浮かび上がらせる素地「漆黒の黒地」は 

  赤さびを鉄素地表面全体につけ、それを柿渋やお茶に含まれるタンニンで還元黒化して 

  錆止めする伝統技法  恥ずかしながら全く知りませんでした。 

水の中に溶けた鉄が お茶や柿ジブなどに含まれるタンニンで 黒く色がつくことは知っていましたが・・・・  

  素地についた赤さびのFe2O3を還元して、黒さびのFeOとFe3O4にして、発色させた地鉄「漆黒」の技法。 

  鉄の生地表面そのものを「漆黒」に仕上げる貴重な肥後象嵌 伝統の技術として今も受け継がれている。 

  また、素地の鉄にこの細かい金細工を施す象嵌の技そのものも、多くの職人たちによって 時を経て磨き上げられ、 

 「肥後象嵌」「加賀象嵌」「京象嵌」などと今に伝承されている。 

  でも 他の伝統技術と比べて その実を知らないことも多い。 

 

久しぶりに 金象嵌のネクタイピンを引っ張り出して、磁石を近づづけるとぴったりと吸い寄せられてくる。 

金細工が施された素地は間違いなく鉄。真っ黒地に金細工が光る。それに金の上にうっすら赤茶けた錆び。これにも思い当た

るかつての記憶がある。半導体パッケージの金メッキ部の錆びトラブルで経験したものと同じ色。 

久しぶりに取り出したネクタイピンですが、いろいろ昔を思い出させてくれました。 

やっぱり自己主張のない素地の黒。この素地の漆黒があってこその金細工が映えるのだとうれしくなる。 

私は素地の黒を漠然と「黒漆」と思ってていたので、今回意外に思い、インターネットで調べると京象嵌や加賀象嵌では 

錆止による子の「黒色化」後、表面保護のため、漆をかけているようだ。ただし、この漆が「黒漆」なのかどうかは確かめて
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いません。私の持っているネクタイピンも表面に漆がかかっているようだ。 

一方、肥後鉄地金象嵌の素地は上記しましたごとく、素地の表面そのものを「漆黒」に仕上げる素地の錆びつけ・錆止め加工

のみで 「漆黒」に仕上げる貴重な肥後象嵌の伝統技術であるようだ。  

赤さびを生地表面全体につけ、それをタンニンで還元黒化と錆止めする伝統技法。 

そういえば 阿蘇の赤土(阿蘇黄土)を見に行った時に、鉄イオンの含まれた阿蘇の水にお茶を注ぐと真っ黒に。 

これなんだと・・・・・。  

南部鉄瓶を茶渋で洗って、内部防錆するのもおなじだなぁ・・・・。 

思い当たると理解できるのですが、何度も目にしてきた象嵌技法の中に この錆び出し・錆止めの技術が使われ、先端のデザ

インの装飾品として 用いられていることを初めて知りました。 

                   肥後象嵌の作業工程の一例  

 

             インターネット http://www.platinum-pen.co.jp/higo_zogan.html  より 

http://www.platinum-pen.co.jp/higo_zogan.html


インターネットには 肥後象嵌・加賀象嵌・京都象嵌それぞれの作業工程が記されていますが、私には初めて知る象嵌の詳細な伝統技法。 

金を埋め込むのに「布目ぎり」とばれる１ミリ四方の中に１２～１６本もの細かい線が鏨で打ち込まれているなども初めて知りました。 

この溝があるから 金象嵌が素地に密着できるのだ。また、「金」が錆びにくい金属であることを逆手に取った素地全体を「漆黒の黒」にす

る錆び付け・錆止めの技。 

3価の鉄赤さびFe2O3を全体につけ、それをタンニン酸で還元して 黒色の Fe3O4 に変化させる技。 象嵌技法で見る技

のようにあんなにきれいに素地全体が漆黒になるのだろうか……とまだ半信半疑。 

ちなみに 素地に塗って、素地全体に赤さびをつける錆びつけ液は門外不出とのことだった。 

具体的な錆びつけ・防錆の技法を動画で見たので、 均一性さえ気にしなければ、赤さびの錆付けはできるので、柿渋(タンニ

ン)を手に入れれば、地鉄素地を黒く錆びつけすることは再現できそうである。 

 

タンニンにより、黒くなるメカニズムはインターネット他で調べると下記のほか色々解説されていて、  

化学反応式なども記載されているが、実のところは ちんぷんかんぷん。  

   タンニン酸は加水分解すると没食子酸とピルがノールができる。 この没食子酸は還元力が強いためFe2O3を 

   Fe3O4に還元するという。 (3価の鉄を2価の鉄に還元)  

            

    ◎ 赤さびを黒さびに変えるタンニン   

    黒さび FeOとFe3O4  赤さび Fe2O3 

    鉄(Fe)の酸化物には、FeO, Fe3O4,  Fe2O3 があります。 

    赤さびにタンニン酸を塗ると、表面で錯体ができますが、黒くなるほどの変化は 

    期待できません。 

    ところが、タンニン酸は容易に加水分解して没食子酸になり、できた没食子酸は 

        強い還元力があります。                                         

    没食子酸が赤さびのFe2O3を還元して、黒さびのFeOとFe3O4にしたのです。 

    柿のタンニンは縮合型のタンニンですが、加水分解で没食子酸ができますので、 

    赤さびに塗ると没食子酸が黒さびに変え、 分解されない部分が表面を覆うの 

        で、赤さびを抑える塗料になります。 

                                                               

鉄素地の錆び出し・錆止めによる素地全体黒化の再現実験 

タンニンの柿渋やお茶は簡単に手に入るし、私もやってみようと。 

錆びた鉄など 探せばいくらも持っている。鉄くぎもあるし、針金・パチンコ玉

等々。 そして 鉄酸化物なら 鉄鉱石・ 砂鉄・鉄滓等々。これらが タンニ

ンでどう変化するのか興味津々。  

お茶は以前阿蘇黄土をくぐってきた 鉄分を含有する水で 水が黒くなること

を確かめたことがあり、今回は肥後象嵌の技法に沿って、表面全面に赤さびがつ

いた地鉄が本当に全面黒く変化することを確かめたい。 

それで、東急ハンズで柿渋の小瓶を買ってきて、「柿渋」で 赤さび そのにも

のである「鉄滓」・草の根に酸化鉄が吸い寄せられた「高師小僧」そして「さび

釘」「赤さびの出ているパチンコ玉」などを少し薄めた柿渋に温度を少し変えて、

赤さびが発生している鉄鍬の 

右側半分だけ柿渋を塗り、                                                           

何回か塗り重ね実験の結果 



浸して黒色化するかどうかを確かめてみた。 

試験材を加熱して 表面状態を変えたり、色々やってみました。 完全に均一とは行かなかったのですが、真っ黒に・・・・・・・。 

 

 柿渋につけると以外にも黒く変色した 「高師小僧」 「鉄滓」「ゼムピン」  きっちり 数回柿渋液に浸せば漆黒の黒になる 

実験をしながら、 真っ赤な阿蘇黄土(弁柄) や 茶渋で内部を洗う南部鉄瓶ことなど思い浮かべていました。 

ふと見ると手元に高炉改修の記念にもらった真っ黒な銑鉄製の文鎮がある。 これも そうだ。 

肥後象嵌に端を発して  このほか 染色も含め、いろいろ 鉄の黒発色の技術が使われていることに気が付きました。 

そんな中で 肥後象嵌の素地 「漆黒の黒」が一番研ぎ澄まされた職人の技か・・・・・・・。 

なお、ボロボロに赤錆が出ている試験材や長時間柿渋に漬けっぱなしにしたものでは、黒色化したものが、剥がれ落ちたりしました。 

最初の赤錆をつける工程をきっちり抑えないと表面全面を緻密に黒色化するのはむつかしい。 

鉄に赤錆をつけるには 水につけて放置したり、希塩酸につけて取り出せば、簡単に赤錆を発生できるので、今回は特に気にしなかったので

すが、後で調べると肥後象嵌ではこの最初の赤錆付けの液については 門外不出なのだと知りました。 

簡単そうできっちりやるには、試行錯誤の中で体得された伝統の技がここにもあると。やっぱり。【鉄】の技は奥が深い。。 

私の持っている金象嵌のネクタイピンの素地の黒が漆塗りであるのは ちょっとしゃく。  

高いのはよう買いませんが、どこかで 肥後象嵌の小さな装飾品 手に入れよう。 骨董市で売ってないやろか……と。 

また、一つ楽しみが増えました。それにしても 長いこと私の机の上にある銑鉄鋳物の文鎮の黒  これの価値 知らなかったなぁ……と。 

肥後象嵌 鉄地金細工 の素地が職人たちが磨き上げた「地鉄を漆黒にして 金や銀加工を浮かび上がらせる技。  

ちょつと うれしくなってご紹介しました。 

 

なお 私が２０１２年１１月に「阿蘇黄土」を訪ねた阿蘇市は 今年 ２回にわたる熊本大地震で被災。  

私の訪ねた阿蘇神社・阿蘇神社門前も大きな被害が出た。 今も 阿蘇神社の楼門も破壊されたままと聞く。 

一日も早く 元気に復興が成し遂げられるよう祈っています。 

                                    2016.12.1.  from Kobe   Mutsu  Nakanishi 

 

 ◎ 関連 を鉄の道・Iron Road  by  Mutsu Nakanishi  

     1.   阿蘇谷にベンガラの原料・「阿蘇黄土」を訪ねました2012.11.1.& 11.2.  

         私の阿蘇谷「阿蘇黄土」を訪ねる 古代の製鉄原料??  

            http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1212asodani00.htm 

     2. 西暦570年を示す「庚寅」入り金象嵌の太刀出土   2013.4.5.  

.       7世紀初めの古墳 福岡 元岡古墳群G6号古墳 

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1304motookakofun00.htm 

   3.  ≪こんなところにも「鉄」が ≫   

     「青磁と鉄」透明な青色の「青磁」も鉄の技  Iron Road の仲間入りに びっくりです   

         丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19.  

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506seizi00.htm    

   4. 古代から使われた「鉄さび」顔料「弁柄」  ベンガラが作り上げた日本伝統の技術  これも を鉄の道 

       ベンガラの街  重要伝統的建物群保存地域 岡山県 吹屋    2002.12. 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/bngra.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1212asodani00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1304motookakofun00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506seizi00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/bngra.pdf


  

  

              和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  RRooaadd             

     製鉄遺跡探訪 & 日本のルーツを訪ねて     

 

   和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】  製鉄遺跡探訪   1995.10.-2000.5     

          ま え が き  「閃光」と「肌光」  鉄への思い                             jstla01.pdf 

         ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】｣ 口 絵                                  jstla00.pdf 

    口絵 1.現在も継承されているたたら製鉄   

    口絵 2.絵図に描かれた「たたら製鉄」 

    口絵 3.日本各地にある砂鉄 

    口絵 4.和鉄の歴史 概観  

          ピエローグ     「Iron Road 和鉄の道」                                                  jstlaa00.pdf 

 

1.「和鉄 たたらとの出会い」         砂鉄が風紋を作る砂丘海岸 鹿島・波崎・九十九里       jstlaa01.pdf 

2.  土井が浜シンポジュウム 渡来系弥生人   日本人の ルーツと和鉄の道の接点を求めて              jstlaa02.pdf 

3.  岡山県富村 鍛冶谷たたら                鍛冶谷たたらと初花                                   jstlaa03.pdf 

4.  黄金吹く行方製鉄遺跡群 福 島県 原町   蝦夷征伐の兵器庫 金沢製鉄遺跡                       jstlaa04.pdf 

5.  古代鉄の大王国 山陰 伯耆国       溝口の鬼伝 説と大山山麓の大製鉄遺跡群         jstlaa05.pdf 

6.  古代鉄の大王国 津軽 岩木山北山麓    鬼伝説と古代津軽の大製鉄地帯             jstlaa06.pdf 

7.  縄文人の心を映すストーンサークル     東北 秋 田・青森のストーンサークル         jstlaa07.pdf 

8.  弘前ねぷたと岩木山北麓 鬼伝説の里    鬼沢 鬼神 社・十腰内 巌鬼山神社を訪ねて            jstlaa08.pdf 

9.  山口県のたたら遺跡            秋芳 河原 上製鉄遺跡・大板山製鉄遺跡                jstlaa09.pdf 

10.  古代鉄の王国 丹後            天女の通っ た道は和鉄の道  羽衣伝説                jstlaa10.pdf 

11.  丹後国 もうひとつの邪馬台国       大陸と日本 を結ぶ鉄の大加工基地 遠所製鉄遺跡        jstlaa11.pdf 

 

       和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】 製鉄遺跡探訪    2001 & 2002 上        

             ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】｣ 口 絵                                jstlb00.pdf 

           口絵 1.和鉄の技 

              口絵 2.日本各地の鬼・鬼伝説   

1.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣「岩鍋」    古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地        jstlbb01.pdf 

2.  古代 出雲国 謎の荒神谷遺跡と加茂岩倉遺跡                                                   jstlbb02.pdf 

3.  久しぶりの房総 九十九里浜          砂鉄の浜 飯岡浜                                jstlbb03.pdf 

4.  接着・接合の原点               縄文の石鏃についたアスファルト                  jstlbb04.pdf 

5.  発掘された日本列島 2001 展           接合・接着の原点 「漆」「アスファルト」        jstlbb05.pdf 

6.  鬼の住む山 大江山              鬼の伝説に「Iron Road」のロマンをかきたてて     jstlbb06.pdf 

7.  日本人はるかな旅               日本の源流展                                    jstlbb07.pdf 

8.  岩手県北上川流域の製鉄地帯 一関博物館    蝦夷の蕨手刀と日本刀のルーツ 舞草刀            jstlbb08.pdf 

9.  高度な表面処理 鉄の熱処理伝来のルーツ    2000 年前 中国から持ち込まれた鉄斧        jstlbb09.pdf 

10.  日本各地の鬼伝説               鬼伝承の鬼は本当に悪者か????             jstlbb10.pdf 

11.  真金吹く 吉備国               吉備の鉄と桃太郎伝説                           jstlbb11.pdf 

12.  第五回暦博シンポジューム           伽耶の鉄と倭国                                 jstlbb12.pdf 

13.  大和政権を支えた近江国の鉄          瀬田丘陵の製鉄地帯                             jstlbb13.pdf 

14.  信州 佐久町 茂来山製鉄遺跡                                                                 jstlbb14.pdf 

和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd  総総覧覧  11999955--22001144  【【和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd】】    22001177..33..11..作作成成  

  



 

      和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】  製鉄遺跡探訪 2002 下 & 2003             

        ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】｣ 口 絵 

        口絵 1.奥羽山脈・北上山地 蝦夷の鉄                              ir3kc01.pdf 

口絵 2.砂鉄原料(山砂鉄 浜砂鉄 海砂鉄) 磁鉄鉱を含む花崗岩類ベルト                        ir3kc02.pdf 

口絵 3.砂鉄・鉄鉱石ともうひとつの製鉄原料                                                  ir3kc03.pdf 

口絵 4.たたら製鉄が地域の自然や文化に与えた影響                                            ir3kc04.pdf 

1.  日本最大の大型縄文貝塚 加曾利貝塚遺跡探訪     加曾利縄文貝塚公園                         kasori.pdf 

2.  田舎なれども南部の国は 西も東も金の山       岩手県南部 蝦夷の鉄 北上山地 大鎚・釜石へ kmaisi.pdf  

3.  古代から使われた鉄さび 赤色顔料「ベンガラ」    ベンガラの郷 岡山県 吹屋 これも和鉄の道  bngra.pdf 

4.  北茨城 「常陸」は産鉄の民が開いた地        北茨城 五浦海岸で砂鉄に出会う               zura.pdf 

5.  古代 出羽国 秋田に和鉄の道を訪ねて          奥羽山脈越の和鉄の道は蝦夷の生命線       kdaiaktaa.pdf 

6.  北上(和賀)仙人峠越                  蝦夷の心臓部を貫く和鉄の道                 wgasen.pdf 

7.  福島県土湯峠に「赤湯」温泉を訪ねて                                                             akayu.pdf 

8.  心残りだった東北「和鉄の故郷」Walk               北上江釣子・砂鉄川・蔵王                   8etsuriko.pdf 

                                                 「あの高嶺鬼住む誇り・・」と唄う北上市市民憲章  

9.  那須連峰の南山麓に眠る「沼原(ぬまっぱら)湿原」Walk 日本最初の大型揚水発電所建設の地        9numahara.pdf              

10.  弥生時代の開始が古くまで遡れる        加速器質量分析法 C14 高精度解析 年代測定法   10yayoi.pdf 

11.  鉄のモニュメント「大阪万国博」お祭り広場の大屋根  大阪万博記念公園 点描                11banpayane.pdf 

12.「高師小僧」を愛知県豊橋 高師が原に訪ねて  もうひとつの古代製鉄原料?? 知っていますか??    12takashi.pdf 

13.  鉄のモニュメント 「北海道開拓百年記念塔」                                                 13kaitaku.pdf 

 

        和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】 製鉄遺跡探訪 2004         

       ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】｣口 絵                                  4ironkuchir.pdf 

    口絵 1.先大津阿川村 山砂鉄洗取之図 

    口絵 2.ふいご祭り 

    口絵 3.磁石石 山口県須佐 高山 

    口絵 4.播磨風土記に記載された和鉄の里 

    口絵 5.たたら製鉄のはじまる 5 世紀以前に 先たたらの精錬技術があったのでは・・・ 

1.  播磨国風土記 和鉄の道【1】「讃容の里」Walk        西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて      4iron01.pdf 

2.  炭素14加速器質量分析法による年代測定法 「弥生時代は500年遡れる?」歴史民俗博物館を訪ねて     4iron02.pdf  

3.  長編アニメ「アテルイ」に今の時代を重ねて     岩手県の人たち製作市民映画                4iron03.pdf 

4.  鉄のモニュ メント 東京六本木ヒルズ 66 ビル群                        4iron04.pdf 

5.  和鉄の道Ⅲ 口絵 もうひとつの製鉄原料 餅鉄・高師小僧・鬼板                                    4iron05.pdf 

6.  蝦夷の鉄・ 東北 和鉄の道             東北地方 和鉄の道 9 編 取りまとめ          4iron06.pdf 

7.  播磨国風土記 和鉄の道【2】「御方里」周辺      安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町   4iron07.pdf 

8.  鉄の山「三 輪山」とその山麓を縫う山辺の道     初期大和政権が王城の地に求めた産鉄の地       4iron08.pdf 

9.  北陸・能登 に点在する縄文のウッドサークル探訪   金沢チカモリ・能都真脇・小矢部桜町遺跡      4iron09.pdf 

10.  播磨風土記 和鉄の道【3】 産鉄の地 兵庫県一宮町 三方の里を訪ねて                             4iron10.pdf 

11. 磁石石って  知っていますか            山口県須佐町高山に磁石石を訪ねて              4iron11.pdf 

12.「鉄の 5,6 世紀」日本統一を支えた大県製鉄遺跡   北河内の大規模専業鍛冶工房 大県製鉄遺跡探訪    4iron12.pdf 

13.「先大津阿 川村山砂鉄洗取之図」の周辺で     江戸末期長門の白須たたら 製鉄工程絵巻         4iron13.pdf 

14.  鍛冶屋の祭 り 「鞴祭り・ふいごまつり」    兵庫県三木市金物神社・岐阜県垂井町南宮大社      4iron14.pdf     

            

 



               和鉄の道  Iron road 【Ⅴ】 たたら遺跡 探訪   2005          

       ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅴ】｣ 口 絵                                                       5iron00.pdf 

    口絵 1.日本の北と南の端に製鉄遺跡を訪ねる 

    口絵 2.隅屋加計鉄山絵巻のたたら製鉄 

    口絵 3.たたら諸施設の基本配置を完成した中世芸北のたたら製鉄 

    口絵 4.古墳時代 畿内の大規模鍛治工房の変遷 

 

1.  北近江 安曇川・マキノ 雪の山郷 Country walk                                                 5iron01.pdf 

2.  鉄のモニュメント 弥生時代の鉄の顔 自然石「鳴石」唐古鍵弥生遺跡出土の渇鉄鉱容器                 5iron02.pdf 

3.  鉄の６世紀 北九州の装飾古墳に和鉄の道を重ねて 古代産鉄の技術集団が残した和鉄の道でないか    5iron03.pdf 

4.  ７世紀 古代飛鳥の大製鉄遺跡を訪ねて 飛鳥 Walk 「飛鳥池生産工房遺跡」&「川原寺寺院工房遺跡」   5iron04.pdf 

5.  金剛・葛城山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」       渡来人が住み鉄鍛冶の技術を伝えた古代「忍海」  5iron05.pdf 

6.「千年の秘技 たたら製鉄復活の炎」と映画「火火」信楽焼の「穴窯」と「たたら」の秘技 炎の美を重ねて  5iron06.pdf 

7.  函館郊外の地図にある「鉄山」の地名を訪ねて    早春と冬が入り混じる北の大地を風来坊        5iron07.pdf 

8.  青森山内丸山縄文遺跡の漆製品とその赤色顔料   「縄文の赤｣酸化鉄顔料に「古代鉄」のルーツを思う  5iron08.pdf 

        沼鉄(パイプ状酸 化鉄)と赤色チャート(粘土質微粒酸化鉄) 

9.  古墳時代 畿内の先進鍛冶工房集落 若王寺遺跡探訪 尼崎市若王寺遺跡界隈 Walk                   5iron09.pdf 

10.「加計 隅屋鉄山絵巻」と加計・豊平町の製鉄遺跡江戸時代 広島藩を支えた鉄の道「芸北 加計のたたら」  5iron10.pdf 

11.北河内古代の郷 肩野物部氏の本拠地 交野界隈 walk 大和王権を支えた鍛冶工房 森製鉄遺跡を訪ねて 5iron11.pdf 

12. 弥生の 博物館 鳥取県 青谷上寺地遺跡を訪ねて  弥生時代後期 北九州と並ぶ鉄の先進地「山陰」   5iron12.pdf 

13. 2005 夏 青春 18 きっぷ 日帰り Walk アルバム   和鉄の道  古代の鉄の足跡を訪ねて          5iron13.pdf 

14. 薩摩知覧の石組み製鉄遺跡群を訪ねて薩摩独自の石組炉  それが日本最初の薩摩洋式高炉を立ち上げた  5iron14.pdf 

15.日本最 初の洋式高炉建設に燃えた地 古武井  

                                         北海道渡島半島の活 火山恵山・恵山町古武井海岸を訪ねて    5iron15.pdf 

 

        和鉄の道 Iron road 【Ⅵ】たたら遺跡 探訪 2006                                                                      

         ｢和鉄の道 Iron Road【Ⅵ】 ｣ 口絵                                                       6ron00.pdf 

         口絵-1.たたら炉の変遷【1】 たたら炉の構造 

       口絵-2.たたら炉の変遷【2】 たたら製鉄遺跡  

     口絵-3.３～５世紀 朝鮮半島から持ち込まれた鉄素材  大陸と倭 ｢七支刀｣が解明かす古代製鉄の謎 

1.「鐵」の字源を調べて    『シクロードの草原の道を駆け抜けた｢鐵｣』                              6iron01.pdf 

2. 神戸の北端 丹生山に古代の赤「朱土・辰砂」を訪ねる                                             6iron02pdf 

         神戸 和鉄の山郷 押部谷・志染・丹生山・淡河 Walk       

3. 蝦夷の雄「アテルイ」の足跡 京都東山 陽だまりハイク より                                     6iron03.pdf  

         清水寺・将軍塚」と永観堂「みかえり阿弥陀仏」を訪ねて  

4. 近江の鉄の郷 大津市仰木 比叡山延暦寺造営を支えた生産工房 上仰木製鉄遺跡                     6iron04.pdf 

         帰路は比叡と京都を結ぶ「古代の鉄の道??? きらら坂・雲母坂」ハイク 

5. 石上神宮の国宝「七支刀」の復元展にあわせて      物部氏の本拠地 奈良県天理市布留を訪ねる    6iron05.pdf 

6. コウノトリが大陸と日本を結ぶ古代 和鉄の道「古代 和鉄の郷  但馬 出石」                        6iron06.pdf 

        兵庫県 但馬 出石・豊岡 Country Walk                       

7. 九州の旅アルバム  九州 古代の豊の国から阿蘇へ                                             6iron07.pdf 

       古代鉄のルーツにつながる鉄の国「豊（豊前・豊後）」臼杵石仏を作らせたのは炭焼き長者??? 

8.「出羽鋼」の郷 島根県奥石見 瑞穂町市木 walk                                                      6iron08.pdf 

      奥石見 瑞穂町 古墳時代 6 世紀の今佐屋山製鉄遺跡を訪ねて 

 



9. 四国で初めて  古代の製鉄遺跡が見つかった   今治市 高橋佐夜ノ谷(Ⅱ)遺跡をたずねて            6iron01.pdf 

10. 弥生の高地性集落【1】芦屋市「会下山遺跡」からロックガーデンへ ハイキング                       6iron10.pdf 

11. 弥生の高地性集落【2】播磨灘に浮かぶ砕石の島 ３６０度展望 男鹿島                            6iron11.pdf 

           弥生の高地性集落「男鹿島 大山神社遺跡」を訪ねて 

12. 弥生の高地性集落【3】弥生の高地性集落「表山遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群                    6iron12.pdf 

          畿内と 播磨の境 明石川・伊川流域の明石平野は弥生から開けた先進地    

          補足 写真 file  明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて     

13. 写真アルバム 水田耕作・鉄・倭国 弥生の時代を作った渡来人たち                               6iron13.pdf 

         北部九州 魏志倭人伝の世界 壱岐・ 筑前・筑後の遺跡を訪ねて   

14. 弥生の高地性集落【4】 弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して                 6iron14.pdf 

        4.1. 日 本人誕生と弥生時代の展開    4.2. 農 耕社会の展開と鉄の役割 

         4.3. 北 部九州の甕棺墓が語る「弥生の人口爆発と戦」  

           補足 写真 file 明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて 

15. 四国で初の古代製鉄炉 高橋佐夜ノ谷 2 製鉄遺跡 発掘報告会                                    6iron15.pdf 

        愛媛大・今治市共同シンポジュウム「鉄 と古代国家 今治に刻まれた鉄の歴史」  

16. 甲州・信州国境 八ｹ岳山麓に縄文遺跡を訪ねて「縄文人は山を見晴らす素晴らしい高原に住んでいた」 6iron16.pdf 

         1.  日本人の心の故郷   縄文の集落がそっくりそのまま見つかった茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡        

         2.  初秋 白樺が美しい 紅葉し始めた清里の朝  八ケ岳 清里 清泉寮に泊まって  

         3.  縄文の黒曜石原産地遺跡    長和市星屑峠に縄文の黒曜石鉱山を訪ねる 

黒曜石｣を日本各地に配っていた信州 霧ケ峰・中山峠     

                                                

       和鉄の道 Iron road 【Ⅶ】たたら遺跡 探訪 2007       

         ｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                    7ron00.pdf 

        口絵-1. たたら製鉄の原点を探して  

          口絵-2.  たたら炉の 製作過程 古代のたたら炉の製作過程  

         口絵-3.  古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷  

         口絵-4.  8 世紀 モデル化された量産古代製鉄炉を完成    地方拠点に大製鉄コンピナートが出現  

          口絵-5. 古代大和への鉄の道 北:淀川・木津川 西:大和川 南:紀ノ川 

 

1. 古代 神戸の「鉄」を訪ねて                                                                     7iron01.pdf   

神戸にも製鉄遺跡があった 神戸市内の「二宮製鉄遺跡」と「求女塚古墳」  

      神戸市内出土の三角縁神獣鏡・前方後方墳の足跡が語る「古墳時代の鉄の道」 

2.  8- 12 世紀 越・柏崎に眠る大製鉄コンビナート 軽井川南製鉄遺跡群 （資料）                    7iron02.pdf 

3. 瀬田丘陵 の源内峠製鉄遺跡・野路小野山遺跡を訪ねて                                             7iron03.pdf 

      大型量産製鉄炉を確立し、古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術  

4.  縄文の接合  「あおもり 縄文 まほろば展」を見る                                                7iron04.pdf 

      アスファルトで接合された合掌土偶や縄文人が描かれた石冠ほか青森の縄文の名品 

5.  古代大和の鉄の道を訪ねて【1】                                                                7iron05.pdf 

淀川・木津川から大和へ 大和の外港 木津「泉津」を訪ねて 

6.  関西の縄文-1  京都 長岡京の北西端に出土した縄文集落 上里遺跡を訪ねて                        7iron06.pdf 

7. 高槻 三島古墳群 今城塚古墳・闘鶏山古墳を訪ねて                                              7iron07.pdf 

8.  物部氏のルーツ伝承 備前一宮 「石上布都魂神社」を訪ねて Country Walk                       7iron08.pdf 

      鉄道もバスもなし 中国山地の山又山の中 とってもミステリアスな Country Walk 

9.  古代大和の鉄の道を訪ねて【2】大和川 「亀の瀬・龍田越」 Country Walk            7iron09.pdf 

 



10. 日本三彦山の一つ 越後 弥彦山 Walk                                                       7iron10.pdf 

古代鉄の国｢越｣ 弥彦山に鍛治神の痕跡を探して     

11.  古代「越」の大製鉄コンビナート  越後柏崎 軽井川南製鉄遺跡群を訪ねて                        7iron11.pdf 

12. 古代 九州の大製鉄コンビナート 福岡 元岡製鉄遺跡群を訪ねて                                   7iron12.pdf 

13.  縄文の心を映すストーンサークル 縄文の遺跡を訪ねて 風来坊 縄文の円環遺構 レビュー          7iron13.pdf 

       1. 縄文の時代区分と縄文文化      2. サークル遺構のある縄文遺跡リスト  

       3. 円環遺跡を有する縄文遺跡【1】 4. 円環遺跡を有する縄文遺跡【2】  

      5. まとめ  縄文のストンサークルとは???  

            参考 1. 木柱列と配列遺構の両方が一緒にみつかった糸魚川市寺地遺跡  

            参考 2.  縄文の社会と文化概説  文文化の超自然観 死と再生のシンボリズム        

14. 古代大和への道【3】                                                                          7iron14.pdf 

紀ノ川水系【1】 紀ノ川のランドマーク 紀州富士「龍門山」に磁石石を訪ねて Walk   

15.  古代大和への道【4】                                                                         7iron15.pdf 

 紀ノ川水系【2】  古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ  Country Walk     

16.  縄文のサヌカイト原産地 四国 坂出「金山」に「サヌカイト・讃岐石」を訪ねる                 7iron16.pdf 

17.  鉄のモニュメント  長良川にかかる現存最古の近代吊橋「美濃橋」 (重要文化財)  岐阜県美濃市     7iron17.pdf 

18.  たら製鉄 砂鉄採取の地形が残る 西播磨 砥峰高原                                          7iron18.pdf 

 

                                     22000088 年年  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【ⅧⅧ】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000088                 

｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                                           8iron00.pdf 

口絵-1.  鉄器時代の幕開け【1】鉄器時代を開いたヒッタイトの「鉄」その強さの秘密は良質の鉄「鋼」  

トルコ・アナトリア半島 古ヒッタイトの世界最古の人工鉄は「鋼」だった BC19 世紀 

  口絵-2.  鉄器時代の幕開け【2】 中国最古の人工鉄 河南省出土 銅柄鉄剣 

  口絵-3. 奥出雲 「たたら街道」高速道路「松江道」工事で製鉄遺跡続々出土       

口絵-4. 鉄穴流し場遺構 広島県庄原市 比婆山山麓 六の原製鉄場 鉄穴流し遺構 

 

1. 鉄の故郷 南ドイツ ロマンティック 街道の宝石「ローテンベルク                    8iron01.pdf 

     中世の 街並を飾るマイスターの作る飾り鉄看板と鍛治屋敷 walk 

2. 日本のたたら製鉄の源流を考える                                                                8iron02.pdf 

ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄  そして四川をつなぐ西南シルクロード がたたらの源流???  

3.  奥出雲「たたら街道」 高速道路「松 江道」工事で製鉄遺跡続々                                    8iron03.pdf 

4.  新見市神郷町「大成山たたら」を 訪ねて 備中の山奥 ダム湖に沈んだ近世 のたたら                 8iron04.pdf                                                 

5.「和鉄の道」を見下ろしてきた一本桜「醍醐桜」を訪ねる                                             8iron05.pdf 

     奥備中・美作と伯耆の国境 近く 和鉄の道の十字路の山上 で 1000 年 

6.  愛媛大学アジア歴史講演会 「モンゴル･ア ウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」                  8iron06.pdf 

         チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄 

7. 日本最古の銅山 奈良の大仏の銅を産出した 山口県美祢市美東「長登銅山」を訪ねて                 8iron07.pdf 

8.「鳥浜貝塚」 縄文の時代観を換えた「縄文のタイムカプセル」を若狭に訪ねる                         8iron08.pdf 

9. 卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の和鉄の道「若狭街道」を訪ねて                   8iron09.pdf 

       分水嶺「水坂峠」の両側 北近江「高島 熊野本」と若狭「上中 熊川宿&脇袋 」   

10. 関東の縄文貝塚から縄文の暮らしを考える旅  千葉市加曾利貝塚 & 船橋市飛ノ台貝塚を訪ねる      8iron10.pdf                      

            1. 日本最大の環状サークル 千葉市 加曾利貝塚   

            2. 縄文の村の生活のはじまりを伝える飛ノ台貝塚  

      貝塚はゴミ捨て場ではない。 再生の願いをかけた一番大事な神聖な場所か ??? 

 



11.広島県備北のたたら製鉄地帯                                                                    8iron11.pdf 

        歴史の山 「比婆山 (御陵) 1256m とその懐「六の原たたら跡」を訪ねる 

12. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 国 際シンポジューム 「鉄 と帝国の歴史｣ 聴講記録     8iron12.pdf          

    1. ｢人類が始めて手にした鉄の故地  ヒッタイト｣ 基調講演 アナトリア研究所長  大村 幸弘氏  

    2. ｢東アジアにおける鉄の故地 中 国｣           基調講演 中国社会科学院考古研究所長 王 巍氏  

    3. ｢チンギスハンの大モンゴル帝国 における鉄｣  基調講演   新潟大学教授  白石典之氏  

    4. パネル討論 ｢鉄と帝国の歴史｣   

          コーディネイター  愛媛大教授 &東アジア古代鉄センター長 村上恭通氏 

13.  青森・八戸 縄文の郷 ｢是川｣  縄文文化を代表する是川遺跡・風張遺跡を訪ねる                  8iron13.pdf 

        ● 縄文漆の素晴らしい文化を咲かせた縄文晩期の是川中居遺跡   

        ● 墓域のある広場を環状に取り囲む住居群 縄文後期の環状集集落 風張遺跡 

  

                            和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【99】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000099                       

  ｢和鉄の道 Iron Road【】 ｣ 口絵                                                  9iron00.pdf  

    口絵-1  日本の重厚長大の時代を支えた鉄のモニュメント       

                 1. 尼ロック（尼崎閘門）     2. 山陰線 余部鉄橋  

                 3. 宇治川喜撰山発電所        4 . 「鉄人 28 号」登場   

       口絵-2   奥播磨 かつてのたたらの郷に咲く「ピンクの花・ジキタリス」の花園 . 宍粟市  野々隅原 大国牧場  

       口絵-3  弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村「垣内遺跡（鍛冶工房跡)」  

       口絵-4  BC 19 世紀に遡れるという ヒッタイト 最古の人工鉄 と 中国最古の鉄  

      【参考】  東アジア 製鉄技術の歴史 

 

1.  北東北の縄文【2】 

   ストーンサークルを囲む土屋根の竪穴式住居群  御所野縄文遺跡探訪      2008.10.30.        9iron01.pdf 

     縄文の森に 600 を越える土屋根の竪穴式住居群 縄文の村がそっくりそのまま残っていた  

2.  弥生時代後半 国内最大級の鍛冶の村  淡路島 「垣内遺跡(鍛冶工房跡)」現地説明会 Walk          9iron02.pdf 

     倭国から初期大和王権誕生へ 日本誕生の謎を解き明かすかも・・・      2009.1.25.   

3.  ２月陽だまりハイク 工都 尼崎 を支える「尼崎港閘門（尼ロック）」Walk     2009.2.4.          9iron03.pdf 

4.  一筋縄ではいかぬ古墳時代の幕開け 激動の時代 淡路島がその鍵を握るのか   2009.3.15.         9iron04.pdf   

      淡路島で発掘された卑弥呼の時代の日本最大級の鍛冶工房村の位置付けに思いをめぐらす   

5. 【鉄のモニュメント】  まもなく 90 年の役目を終える山陰線但馬海岸「余部鉄橋」の雄姿 2009.3.25   9iron05.pdf 

     高さ 41m の橋脚が立ち並ぶ鉄橋  見上げる餘部集落の空を列車が山から山へ走り抜ける  

6. 【鉄のモニュメント】   関西最初の大型揚水発電所 「喜撰山発電所」を訪ねて 宇治川 Walk       9iron06.pdf 

     「高溶接性・強度・靭性を兼ね備えた高級高強度厚鋼板の実用化の先駆」  2009.5.10.    

7. 【スライド】 奥播磨 かつてのたたらの郷に「ピンクの花 ジキタリス」の花園を訪ねる             9iron07.pdf 

      奥播磨 黒尾山 西北山麓 宍粟市山崎町 野々隅原 大国牧場 花の Walk 2009.6.21.      

8.  古代近江湖南の製鉄遺跡群を湖南アルプスより眺める    2009.7.12.                            9iron08.pdf 

ナイフリッジの尾根が続く湖南アルプス（太神山・堂山）& 南郷洗堰 Walk  

9.  湖南 南郷の古代の製鉄遺跡を訪ねて 袴腰山を巡る    2009.7.30.                          9iron09.pdf 

10. 初秋の青森・秋田風来坊 【1】 2009.9.4-7                                                9iron10.pdf 

    青森 初秋の風物詩 岩木高原「嶽キミ」Walk と三内丸山遺跡「縄文のお月見」  

     1. 青森初秋の風物詩岩木高原「嶽キミ」Walk   2009.9.4.&9.5.朝   

        2. 三内丸山縄文遺跡「縄文のお月見」 2009.9.5.   

 

 



11. 初秋の青森・秋田風来坊 【2】  2009.9.6-7                                               9iron11.pdf 

      秋田県中央 マタギの里「森吉山」Walk と縄文の環状列石 鷹巣・伊勢堂岱遺跡再訪  

1.  マタギの里 阿仁  リンドウの花満開の森吉山ハイク   2009.9.6   

      2.  鷹巣 縄文の環状列石群 伊勢堂岱遺跡 再訪      2009.9.7   

12. 【スライド】  「鉄のモニュメント」 阪神淡路大震災からの長田復興のシンボル「鉄人 28 号」     9iron12.pdf 

       実物大モニュメントが神戸 新長田駅前に完成            2009.10.1   

13. インターネット検索資料レビュー   英国のストーンヘンジ（巨石環状列石）  2009.11.15.        9iron13.pdf 

日本と英国の環状列石どちらも「転生思想に基づく先祖を祭る祭りの場」との説が 最近の調査で有力に  

14.  【シンポジュウム】愛媛大 東アジア古代鉄文化センター「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要     9iron14.pdf 

       2009.11.28.   

  

                和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1100】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001100                                    

  〔たたら製鉄概説〕  風来坊 和鉄の道を訪ねて    たたらとは  2010.1.                    10iron01.pdf 

1. 和鉄の道・Iron road  たたらの源流      2. 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

3. たたらの語源 & 関連の言葉や地名       4. 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

5. 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト     6 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

 

 ｢和鉄の道 Iron Road｣【10】 口絵                                                          10iron00.pdf                                                             

口絵-1.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割」   岩波「鉄学 137 億年の宇宙誌」より   

           「地球に鉄がなかったら、 現在の地球環境も 人間を含めた生命体も存在しえず、人の歴史も生まれなかった」  

口絵-2. ヒッタイトの鉄  日本の考古学者が明らかにする世界最古の鉄の歴史  

口絵-3. 弥生から古墳時代へ 国の形成に大きな役割を演じた Iron Road・和鉄の道   

            近畿に実用鉄器の幕開けを告げた淡路島 先進鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡   

口絵-4. 褐鉄鉱の宝庫「みすずかる信濃」   八ヶ岳連峰 蓼科中央高原 諏訪鉄山跡   

口絵-5. 鉄がない縄文時代 この時代にも素晴らしい文化が花開いていた  

            日本の心のふるさと縄文 縄文人の精神生活と深くかかわった渦巻・円環文様   

                                             . 

    1.  たたらの話 あれこれ 〔たたら製鉄概説〕  - 風来坊 和鉄の道を訪ねて  2010.1.       10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流          ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名    ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

● 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト  ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

2.  桃太郎伝説の吉備路 walk 鬼ノ城を訪ねる     2010.1.15.                                  10iron02.pdf 

     唐の侵攻に備えた古代 7 世紀の朝鮮式山城 「鬼ノ城」の中に鍛冶工房があった  

      1. 吉備の中山 walk 吉備津神社の「鳴釜神事」 本当に釜が唸るのにびっくりです・・  

      2. 足守川の土手を北へ鬼ノ城へ向かって walk   

      3. ７世紀唐の侵攻に備えた朝鮮式山城「鬼ノ城」& 鍛冶工房跡を訪ねる   

      4. 古代の製鉄地帯 奥坂・阿曽に下って 血吸川に沿って足守駅へ  

      5. 桃太郎伝説の吉備路 walk「鬼ノ城」を訪ねる総括 

● 吉備 温羅伝説・鬼ノ城・ 千引カナクロ谷製鉄遺跡 概説                                                                                   

3.  吉備津神社「鬼の唸り・鳴釜」の再現を試しました                       10iron03.pdf 

         意外にも澄んだ響き、イメージが次々と広がってゆきす    

4. 阿波 鍛冶工房から砂鉄が出土 弥生の大集落「矢野遺跡」を訪ねる 2010.2.6.              10iron04.pdf 

弥生時代中期末から北九州と時期をほぼ同じくして鉄器生産を始めた鍛冶工房.  

 【概説】 1.「阿波の国」概説  阿波と初期大和王権のかかわり〔2.1MB PDF〕  

               2.「矢野遺跡」概説  村から国へ 鉄器加工を始めた弥生の大集落  



5.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割にびっくり                             10iron05.pdf 

     岩波の科学ライブラリー「鉄学 137 億年の宇宙誌」を読んで  

   「地球に鉄がなかったら現在の地球環境も 生命体も存在しえず 人の歴史も生まれなかった」 

6.  日本美術刀剣保存協会たたら「日刀保たたら」の操業    2005.2.7. 鉄鋼新聞 記事より           10iron06.pdf 

7. 東近江 永源寺相谷熊原縄文遺跡 Walk                2010. 6. 5.                              10iron07.pdf 

     縄文のビーナス誕生を思わせる日本最古級の美しい土偶が出土  東近江 永源寺相谷熊原遺跡 現地説明会に参加  

      参考 東近江永源寺相谷熊原遺跡 日本最古級の土偶と縄文草創期の竪穴住居群の出現を報じる新聞記事整理 

8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流                   2010.7.20.                              10iron08.pdf 

     たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

9.  参考資料 朝日新聞朝刊に掲載された記事「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」       2010.8.7.         10iron09.pdf 

10. 旧諏訪鉄山の痕跡を北八ヶ岳山麓 蓼科中央高原に訪ねる                      2010.10.17.      10iron10.pdf 

みすずかる信濃 信濃の鉄を象徴する褐鉄鉱 

11.  この秋 二つの弥生時代後期の製鉄関連遺跡の講演会を聞いて                                    10iron11.pdf 

      「阿蘇谷 大量の鉄を集積した集落『下扇原遺跡』」 & 「淡路島 西日本最大級の鍛冶工房村『五斗長垣内遺跡』」 

12. 【写真アルバム】 縄文を代表する国宝「火焔土器」  新潟県十日町市笹山遺跡を訪ねる  2010.11.17.  10iron12.pdf 

13.  弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 古代国家形成の時代を動かした「鉄」             10iron13.pdf 

     無手勝流で鉄をキーワードに弥生から邪馬台国・大和王権への変遷を整理  

       1. 弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 国家形成の時代を動かした「鉄」 

       2. 日本統一国家形成へ 時代を動かした鉄 資料図集  

14.  弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生の Iron Road 和鉄の道」                     10iron14.pdf 

     淡路島 五斗長垣内遺跡の謎 シンポ 2010.11.21. 聴講 して  

1.  五斗長垣内遺跡の概要 伊藤宏幸氏(淡路市教育委員会)   講演「五斗長垣内遺跡と淡路島の弥生遺跡」より整理 

2.  五斗長垣内鍛冶遺跡の役割と時代的位置づけ 村上恭通氏(愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ長)   

                講演「弥生人が目指した鉄器化社会」より整理 

3.  弥生後期の和鉄の道・Iron Road 大久保徹也氏(徳島文理大教授)  

               講演「播磨灘と五斗長垣内遺跡を考える瀬戸内をめぐる交流・地域間関係」より整理. 

4.   弥生後期 近畿でも急速に実用鉄器化が進んだことを示す石の刃物の変化  禰宜田佳男氏(文化庁 主任調査官)   

講演「近畿における石の刃物と鉄の刃物」より整理 

5.まとめ 

     番外   蓼科横谷渓谷で拾った褐鉄鉱? の検証 「褐鉄鉱を焼くと磁石に引っ付くか?」               10ironB1.pdf 

 

                  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1111】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001111                                

           ｢和鉄の道 Iron Road｣【11】 口絵                               11iron00.pdf                                                              

           口絵-1.  2011 年 見学した製鉄関連遺跡・遺構 
1. 西播磨 古墳時代の鍛冶工房跡 赤穂市有年牟礼・井田遺跡  2. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡 

3. 平城京 朱雀門のすぐ横から出土した奈良時代前半の鍛冶工房  

          口絵-2.   弥生時代前期の広大な水田跡 御所市条 中西遺跡 

              大和は早くから開けた大穀倉地帯だった・・・大和の力の源泉か??   

          口絵-3.    日本列島で一番低い分水嶺を越える氷上回廊  

  太古から動植物の移動路 古代から多くの物産・人の移動路・交易路    

          口絵-4.   鉄系超高温伝導体の急速展開と超高温伝導体実用化技術の進歩 

          口絵-5.    鉄のモニュメント  

                  〔 1. 神戸 兵庫港にある浮きドック群   2. 鉄のアーティスト 榎忠の作品群 〕   

 

 



1. 近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の 2・3 世紀               11iron01.pdf 

     「鉄器は出ないが、急速な鉄器化が進行という「幻の鉄器」の時代があった」という考えには疑問符  

        - 鉄器時代のイメージ先行の弥生時代「北部九州以外 実用鉄器はさほど普及していなかったのではないか」- 

2. 「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」                                           11iron02.pdf 

      西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる    2011.2.11.  

3.  西神戸神出東西に秀麗な山並みを見せる神奈備山 雌岡山・雄岡山 Walk     2011.3.11.        11iron03.pdf 

鍛冶神大己貴命の伝説の地「神出」渡来鍛冶技能集団の進出地の伝承も 

4. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡を訪ねる大坂城南側から見つかった大規模な鍛冶工房跡  2011.4.16.  11iron04.pdf 

            大坂城のお堀端南約 100m 大阪市中央区森ノ宮 2 丁目    

5.  日本で一番低い中央分水界を越えて 瀬戸内海と日本海を結ぶ氷上回廊         2011.5.14.       11iron05.pdf 

            加古川から由良川水系域へ 山越のない「水別れ街道」を行く   

6.  神戸でも北の縄文と交流  遮光器土偶[部分]が出土した神戸篠原遺跡         2011.5.20.        11iron06.pdf 

       縄文後期・晩期 関西にも日本列島をつなぐ広い交流路がつながっていた  

7.  京都の新しいパワースポット  磁石が吸い付く平野神社の「すえひろがね・餅鉄」を訪ねる          11iron07.pdf 

      東北と関係深く東北蝦夷の族長アテルイの顕彰碑がある清水寺にも久しぶりにゆきました    2011.5.22     

8.  南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」                                            11iron08.pdf 

魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・ 

9. 鉄のモニュメント 奈良 三輪山 大神神社の大鳥居  久しぶりに巻向・三輪 三輪山山裾を歩く    11iron09.pdf 

 

10.  古墳時代 朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる   2011.8.30.                        11iron10.pdf 

         脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学  & 若狭小浜港・遠敷(おにゅう)の里 Walk  

11.  鉄のモニュメント「浮きドック」・神戸兵庫の港 界隈 walk    2011.9.15.                     11iron11.pdf 

12.  淡路・出雲・高千穂 三大神話の郷 神楽の競演 淡路島伊弉諾神宮 三大神話 神楽祭 2011.9.23.  11iron12.pdf 

     

13.  最近の鉄の話題「新しい鉄 高温超電導体」                                                    11iron13.pdf 

   BS フジ 10 月 9 日(日)8:00 放送「ガリレオ X  電気抵抗ゼロがひらく未来」より  

14.  鉄のモニュメント  鉄のアーティスト 榎忠氏(1944-)の鉄の作品群      2011.11.23.          11iron14.pdf 

                  兵庫県立美術館「榎忠展 -美術館を野生化する-」より 

15.  北近江安曇川安曇あずみ会でのプレゼンスライド       2011.12..1.                            11iron15.pdf 

     「和鉄の道 Iron Road 」から見た日本誕生前夜-北近江・若狭が輝いた時代- 

16.  平城京 朱雀門前から大規模な鍛冶工房が出土した  平城第 486 次平城京左京三条一坊一坪の調査  11iron16.pdf   

          奈良時代前半の鍛冶工房跡 平城京建設に鉄製品供給か??           2011.11.25. 

17. 「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」            2011.11.25.          11iron17.pdf 

        国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡    

 

                      和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1122】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001122                                                                               

     ｢和鉄の道 Iron Road｣【12】 口絵                   12iron00.pdf  
口絵-1  ヒッタイトの鉄伝播 ナイル川中流域 世界遺産古代スーダンの「鉄の都メロエ遺跡」 

口絵-2  鉄の歴史にも見え隠れする人間の心と絆  NHK 番組｢ヒュ-ウマン｣より 

口絵-3  初期ヤマト王権を支えた物部氏の本拠地「布留遺跡」の鍛冶工房跡 

口絵-4  奥出雲の 斐伊川・たたら製鉄を象徴するという出雲神楽「八岐大蛇」 

口絵-5   古代の製鉄原料???  阿蘇谷に眠る渇鉄鉱「阿蘇黄土」 

 口絵-6  現代の鉄 

1.現代の鉄のモニュメント 高さ 634m 東京スカイツリ- 

2.鉄が海を豊かにする -鉄鋼スラグ 海に栄養 コンブ復活 効果てきめん- 」 



             

1..ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡世界遺産 鉄の都メロエ遺跡          2012.1.5.       12iron01.pdf 

2..神戸の鬼 鬼の舞を追う 2012 年 2 月   神戸長田の森「長田神社の鬼」 と 稲美町野寺「高薗寺の鬼」 12iron02.pdf  

   1. 神戸長田神社 節分・追雛式  神の化身 7 匹の鬼が燃えさかる松明を掲げて舞踊る     2012.2.3.  

   2. 稲美町  高薗寺鬼追式   仏の化身 赤鬼・青鬼 災い払う火の粉舞う伝統の鬼の舞    2012.2.10.  

3.  視聴・購読メモ   「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」                                12iron03.pdf 

           NHK「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」 NHK 取材班「Human ヒューマン」角川書店 

4.「 鉄が海を豊かにする -鉄鋼スラグ 海に栄養 コンブ復活 効果てきめん- 」                     12iron04.pdf   

            2012.5.21.夕 朝日新聞 朝刊より 

5. 初期ヤマト王権を支えた物部氏の本拠地「布留遺跡」再訪 Walk     2012.5.19.            12iron05.pdf 

     今まで 布留遺跡に抱いていたイメージが随分 変わりました  

     天理参考館「大布留展」関連講演会 関川尚功氏「ヤマト政権の生産体制を探る」聴講  

      1.  物部氏の本拠地「布留遺跡」 概 要  天理参考館 「大布留遺跡展・物部氏の拠点集落を掘る-」図録の再整理 

      2. 随分印象が変った私の「布留遺跡」イメージ    

      3. 物部氏の本拠地 天理市布留遺跡 再訪 Walk  2012.5.19. 

6. 千種川流域に咲くひまわり畑と製鉄神「天目一筒神」を祭る「天一神社」を訪ねる  2012.7.18.     12iron06.pdf 

           ひまわりの夏 2012  古代たたらの郷 佐用  西播磨佐用町（旧南光町）林崎   

7. 日本初の都市の出現 纏向遺跡を歩く    2012.7.24 & 8.23.                             12iron07.pdf 

      1. 纏 向 遺 跡 日本における都市の初現 の 概 要 

      2. 邪馬台国の王都?? と騒がれた大型特殊建物群跡と纏向古墳群を見て歩く      2012.7.24.   

      3. 鉄をキーワードに纏向遺跡の謎を探る 纏向再訪 walk                     2012.8.23.  

          再度 纏向遺跡全体を眺め 人工都市の意味と鉄の役割体現 walk  

8. 出雲神楽「八岐大蛇」を鑑賞 淡路島 伊弉諾神宮 神楽祭 2012.9.23.                    12iron08.pdf 

   奥出雲で盛んだった古代たたらを象徴しているという  

   古事記・日本書紀に記されたスサノオノミコトのヤマタノオロチ退治神話 

9.【情報】 東京スカイツリ-にすごい鋼材が使われた!!                                            12iron09.pdf  

           高さ 634m・鋼材重量約 3 万 6000t これをオール現地溶接組立 3 本の鋼管の足で支える 

10. 旧別子銅山跡の産業遺産が眠る別子山 「別子山銅の道・銅山越」Walk     2012.10.27        12iron10.pdf 

       1. 新居浜から旧別子銅山跡日浦登山口  国領川を溯って大永山トンネルを抜け南側へ 

       2. 旧別子銅山跡をたどって銅山越へ 

       3.  銅山越から東平を経て新居浜へ 

      ◎ 別子山銅の道 walk 全行程アルバム 

11. 私の阿蘇谷「阿蘇黄土」を訪ねる 古代の製鉄原料???   2012.11.1.& 11.2.          12iron11.pdf  

阿蘇谷にベンガラの原料・「阿蘇黄土」を訪ねました また、日本一美しいダム 豊後竹田白水ダムへも  

           ベンガラ原料の「阿蘇黄土・渇鉄鉱」 これが日本での製鉄の開始と関係していないか???   

            1. 私の阿蘇谷 渇鉄鉱阿蘇黄土と古代鉄概説 

            2. 菊池渓谷から阿蘇谷・阿蘇山ドライブ 

3. 阿蘇谷狩尾に「阿蘇黄土」を訪ねる 

           4. 帰りは日本一美しい白水溜池堰堤へ 

           ◎ 「私の阿蘇谷」スライド全写真 「阿蘇黄土」を訪ねる 古代の製鉄原料? 

 

 

 

 

                                                                                                                                                     



                和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1133】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001133                  

      ｢和鉄の道 Iron Road｣【13】 口絵                               13iron00.pdf  

 口絵 1 シルクロードに先立つユーラシア大陸金属器・鉄器文化東伝の道 Metal Road & Iron Road   

口絵 2 鉄砲伝来のたたらの島 種子島  海岸全体に広がる砂鉄の浜 

口絵 3 古代製鉄の神 金屋子神降臨伝承地 西播磨 千種 

口絵 4 9 世紀 古代大和の兵器庫 福島県武井製鉄遺跡群に導入された足踏み鞴  

口絵 5 7 世紀 日本書紀に記述のある京都のたたら 京都山科 御陵大岩町遺跡 

 

1.  西神戸 摂播国境に残る「神や仏の化身の鬼」の追雛式                     13iron01.pdf 

       白川街道「妙法寺」新年招福の追雛式  10 匹の鬼が舞い踊る    2013.1.3.  

       参考 「日本各地鬼伝説」 和鉄の道・Iron Road 掲載リスト 

2. 水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す 

      大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる           2012.12.21.   13iron02.pdf                                  

3. 【資料】 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター第 13 回アジア歴史講演会                          

     新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  2013.1.26       13iron03.pdf 

     参考 1 「世界一精密」年代目盛り＝福井・水月湖、堆積物５万年分?日欧チーム 

      参考 2 朝日新聞掲載記事 「どうする? どうにる? 歴史のズレ」 

4. 【和鉄の道・Iron Road】「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【1】               13iron04.pdf 

  東近江 野洲川南の湖岸近く 弥生後期の大集落「伊勢遺跡」を訪ねる 滋賀県守山市         

                                                     2012.11.21.& 2013.2.11.     

    魏志倭人伝の記述《卑弥呼の居処は「宮殿・祭殿」・楼閣・城柵」》 すべてがそろう弥生後期の大集落  

5. 【和鉄の道・Iron Road】「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【2】               13iron05.pdf 

日本各地の人が交流した大都市集落 善通寺市「旧練兵場遺跡」を訪ねる     2013.1.27.     

         吉野ヶ里に匹敵する四国讃岐の弥生後期の大集落 善通寺市   

6. 7 世紀初めの古墳 福岡 元岡古墳群 G6 号古墳      2013.3.                    13iron06.pdf                  

     暦使用国内最古例 西暦 570 年を示す「庚寅」入り金象嵌の太刀出土 「十二錬鉄」の文字も     

7. 砂鉄浜・たたらの島「種子島」和鉄の道 探訪    2013.4.16.                     13iron07.pdf  

8. 橿考研特別展  「5 世紀のヤマト展｣              2013.5.25.                      13iron08.pdf                      

5 世紀初期ヤマト王権時代のヤマトと河内・大阪平野と 畝傍山からの展望     

9.  「発掘された日本列島 2013 展 - 新発見考古学速報 -」  

昨年度発掘された製鉄関連遺跡の紹介   2013.6.15. 13              13iron09.pdf    

10. 西播磨 古代からの製鉄の地 「宍粟市千種」                                        13iron10.pdf 

        久しぶりに 千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる  2013.7.19. 

 11. 補追 

    2013 新発見考古学展  福島県武井製鉄遺跡群の近接する沢入 B・大清水 B 製鉄遺跡  13iron11.pdf 

            古代たたら製鉄の革新技術「踏み鞴」の実用展開のさきがけか??    2013.8.15.                  

                    -金沢・武井製鉄遺跡群に出現した踏み鞴付き竪型炉 -  

 12. 京都山科の古代のたたら跡 如意ケ岳南製鉄遺跡群を訪ねる 2013.8.26.             13iron12.pdf 

        「天智天皇 9 年(670 年)「是歳、水碓を造りて冶鉄す-日本書紀巻 29-」  

山科の山麓 古代のたたら跡から谷筋を大文字山へ  

13. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所 第６回国際シンポジュウム「鉄と匈奴」聴講記録     13iron13.pdf 

       東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

       BC3 世紀～AD1 世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた   

         第 6 回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」聴講概要抜粋 

  



     参考  11 月 20 日 朝日新聞 朝刊  「匈奴の製鉄炉跡 ホスティング・ボラグ遺跡発見」の記事掲載  

                匈奴、独自に鉄生産か中国から略奪に異説≫愛媛大などモンゴルで炉跡発見  

 

                              和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1144】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001144                           

       ｢和鉄の道 Iron Road｣【14】 口絵                                                      14iron00.pdf 

口絵 1  東北独特の古代竪型炉たたら跡  山田町船越 「焼山遺跡」 

口絵 2  世界産業遺産登録 を目指す近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石」 橋野・大橋 

口絵 3  「鈩」と書いて「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落 

  

1.  2014 年 節分の鬼に「仲間としての鬼」-鬼にされた たたら製鉄集団   2014.2.1.     14iron01.pdf 

       「鬼」伝承やことわざに 縄文からつながる「日本人の奥深い心情」を見る  

        競争社会から成熟社会へ移行する日本に必要なのは 「縄文かえり・心の優しさ」では・・・  

        ◆ 鬼の起源 そして 古代たたら製鉄集団と鬼    参考 1. 関連「和鉄の道」リスト 

        ◆ 鬼から生まれた言葉 ことわざ                参考 2. 日本各地に残る「鬼」関連地探訪リスト 

2.  2014 年節分の「鬼」 壬生狂言・大覚寺身振り狂言  2014.2.2.& 2.3.             14iron02.pdf. 

                  京都壬生寺・尼崎大覚寺節分会  

       笛・鉦・太鼓のお囃子のリズムに合わせて繰り広げられる身振り・手ぶりの無言劇  

       1. 京都壬生寺の節分会  2014.2.2.  

         a. 壬生寺の位置と周辺   b. 壬生寺節分会 境内    c. 壬生狂言「節分」     

      2. 尼崎大覚寺の節分祭  2014.2.3.  

          a.. 大覚寺の位置と周辺    b.大覚寺節分祭境内   

      c.大覚寺狂言「大物之浦」  d.大覚寺狂言「節分厄払い」 

  3.   【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                   14iron03.pdf. 

 鉄道にまつわる鉄 思いつくまま  

 好奇心に駆られて現代の矛と鉄 「レール」と「鉄道車輪」 . 2014.4.5.     

      1. 現代の矛と楯 「レール」と「鉄道車輪」  

      2. ロングレール どのようにして曲げたり、つないだり???  

       3. ロングレールの熱膨張 どのように吸収しているのだろうか?? 

4.  【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                    14iron04.pdf. 

    「コピー」が話題なったこの春 コピーの軽さばかりが目立つ今  2014.5.1.    

     Copy Exactly のむつかしい技術 たたら製鉄 そして Copy exactly が日本の伝統技術文化を育んだ 

5. 【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                      14iron05.pdf. 

心のふるさと「心優しき縄文人」の知恵「利他的精神」について 朝日新聞天声人語より  2014.6.1. 

        安田喜憲著 「一万年前 気候大変動による食糧革命、そして文明誕生へ」を紹介し、  

         現代が直面する環境問題に対する 

生き方として「心優しき縄文人」の知恵を紹介してています。   皆様にはどう映るでしょうか・・・・・ 

6. ＜抜粋版＞震災後初めて三陸沿岸を再訪  

    東北 三陸沿岸の Iron Road を訪ねる 2014.6.7-6.9.                            14iron06.pdf 

      1.世界産業遺産登録 を目指す「釜石」近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石」 橋野・大橋を訪ねる  

       2. 発掘中の古代の製鉄遺跡 山田町船越「焼山遺跡」を訪ねる  古代蝦夷の鉄生産工房地の謎を解くかも?? 

       3.三陸鉄道に乗って   ２０数年前訪れた龍泉洞 そして 砂鉄浜 普代浜 を訪ねる  

      4.車窓より眺める久慈・八戸周辺の砂鉄浜を普代から久慈・八戸へ 砂鉄浜の 有家海岸 & 種差海岸  

     5. 《三陸の街の今 コメントなし Pｈｏｔｏ集》 震災後３年 生活復興を進める三陸沿岸の街の今 2014.6.7.-6.9.   

 

 



        

  7. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

     震災後初めて 三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【1】                             14iron07.pdf 

     1. 世界産業遺産登録 を目指す近代製鉄発祥の洋式高炉建設地「釜石」橋野・大橋を訪ねる. 2014.6.7.    

         1.1. 釜石線 別名「銀河鉄道」に乗って遠野・釜石へ 

          1.2. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野高炉跡へ遠野から笛吹峠越で北上山地を越える 

          1.3. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野鉄鉱山(製鉄所)見学 

          1.4. 北上山地分水界 仙人峠を釜石線の長いトンネルとΩループで越えて 「陸中大橋」を経て釜石へ  

          1.5. 釜石 鉄の歴史館 再訪 

          1.6. 土砂降りの中  路線バスで再度 日本初の洋式高炉の操業地 陸中大橋 旧釜石鉄鉱山（製鉄所）へ 

        【参考】 近代製鉄発祥の地 釜石の橋野・大橋鉄鉱山の概略 

8. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

     震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【2】                            14iron08.pdf. 

        2. 古代の製鉄遺跡 山田町船越 「焼山遺跡」発掘現場を訪ねる     2014.6.8.  .  

【参考】 概略資料  古代製鐵遺跡が 300 を越える山田町の古代遺跡について  . 

 9. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

        震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【3】                            14iron10.pdf 

  3. 三陸鉄道に乗って２０数年前訪れた龍泉洞 & 普代・黒崎を訪ねる  

       宮古から久慈へ大震災・津波の被災地を結ぶ三陸鉄道 北リアス線に乗って北三陸沿岸をめぐる  

        3.1. 三陸鉄道 宮古から龍泉洞の最寄り駅小本へ  震災・大津波の被災地の今を三陸鉄道の車窓から 

        3.2. ２０数年前訪れた岩泉町の龍泉洞  透明なブルーに出会いたくて 

        3.3. 土砂降りの雨の中 北緯４０度の地球村 普代・黒崎へ 

        3.4. 普代から久慈へ   普代川の河口の砂鉄浜の今「普代浜 & 普代の街」 and 三陸鉄道の車窓  

        3.5. 【資料】 南部鉄を支えた久慈の砂鉄と製鉄 & 旧たたら館 

10. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる 

       震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【4】                            14iron11.pdf 

   4. 久慈から八戸へ  八戸線車窓から眺める砂鉄浜 洋野町有家海岸 & 砂鉄浜 八戸 種差海岸  

       4.1. 砂鉄の宝庫 八戸・久慈周辺の砂鉄 概要   その周辺の沿岸には砂鉄が堆積する砂鉄浜続く 

       4.2. 八戸線 車窓から眺める砂鉄浜 洋野町有家海岸 

       4.3. 砂鉄浜 八戸 種差海岸を歩く 

 11. ＜詳細版＞ 東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる 

       震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【5】                              14iron12.pdf  

       5. 東北 三陸沿岸の Iron Road 再訪  まとめ 

12.  東北三陸沿岸の Iron Road を訪ねる 総集  2014.6.7.-6.9.                      14iron13.pdf 

      1. 世界産業遺産登録 を目指す「釜石」 

         近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石の橋野・大橋鉄鉱山を訪ねる  2014.6.7. 

      2. 三陸沿岸の砂鉄資源帯で古代の製鉄地帯「山田」  古代蝦夷の鉄生産工房地の謎を解くかも?? 2014.6.8. 

          発掘中の古代の製鉄遺跡 山田町船越「焼山遺跡」を訪ねる 

      3. 三陸鉄道に乗って  ２０数年前訪れた龍泉洞 そして 砂鉄浜 普代浜 を訪ねる  2014.6.8. & 6.9. 

      4. 車窓より眺める久慈・八戸周辺の砂鉄浜  久慈・八戸へ  砂鉄浜の 有家海岸 & 種差海岸   2014.6.9. 

      5.  東北 三陸沿岸の Iron Road 再訪  まとめ   

 13.  「鉄の話あれこれ」 

      金属にも「水」と「油」がある 「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1           14iron09.pdf 

  

 



14.  新神戸駅すぐ横の谷川で砂鉄の堆積を見つけました    2014.9.11.                14iron14.pdf 

      六甲は花崗岩の山 ないと思っていた砂鉄が見つかりました????  

15. TV の画面で≪鈑戸 (たたらど)≫の地名を見つけて 2014.10.10.             14iron15.pdf 

たたらの郷に違いない インターネット検索   

      「鈩」と書いて「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落   

         鳥取県大山町鈑戸集落 &  大山町赤坂小丸山製鉄遺跡   

     1. 大山町鈑戸の「鈑(たたら)」の読み & 「たたらと」をインターネット検索 

     2. 「大山町鈑戸」をインターネット検索 たたらとのつながりを調べる 

     3. 大山山麓に広がる古代伯耆国の大製鉄地帯のたたら製鉄伝承  孝霊天皇の鬼伝説 

     4. 《再録》【和鉄の道】 伯耆の国 日本誕生に役割を演じた古代山陰の Iron Road 2000.4.11.  

          鉄の伝来をもたらした山陰 鉄の王国の出現 

    5. 大山北山麓の製鉄遺跡について  

    参考 1   google earth による「鈑戸集落」と野墓周辺の景色 

    参考 2   インターネットで調べた大山北山麓の丘陵地 大山町周辺のたたら関連遺跡分布 

16.【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                     14iron16.pdf 

   朝日新聞の記事紹介 「鉄さびの街 ロボで輝く 」   2014.12.7. 朝日新聞の記事より 

         US Steel の本拠地 鉄の街 ピッツバーグの再生    

 

                         和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1155】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001155                           

        口絵 1   ２０１５年 クローズアップされた たたら遺跡  

         1.  ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土  アナトリア高原の２０１３年発掘調査で 

         2.  たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

             日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8. 

         3.  ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

         4.  ユーラシア大陸を東西に結ぶ 古代鉄 Metal Road で   

                   ●自然通風型のスリランカ古代鉄の製鉄炉 ≪ 風炉 ≫   

                   ●中国成都  漢代の橋脚に使われている巨大インゴット 

        口絵 2   ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土   

                アナトリア高原 カマン・カレホユック遺跡の２０１３年発掘調査で  

        口絵 3   たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

                日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8.   . 

        口絵 4   ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

        口絵 5  ８０００年を超える長きにわたり、平和で豊かな社会を築いた日本の縄文   

                世界が注目する縄文の「他を思いやる 心優しき縄文」 

 

1.  ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫  2015.1.1.                                  15iron01.pdf 

    【資料】 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ  

    「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土  

2. ≪節分の鬼 2015≫  生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる   2015.1.25.          15iron02.pdf 

3. ≪節分の鬼 2015≫  壱岐 鬼伝承・鬼凧の伝承 「百合若大臣の鬼退治 & 鬼凧」                    15iron03.pdf 

4.  第 18 回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ                                 15iron04.pdf 

     愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター  2015.2.14 

     青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  

5. お勧めの博物館「竹中大工道具博物館」新神戸駅横    2015.2.13.                                 15iron05.pdf 

   大工道具の歴史を実物展示する大工道具博物館  素晴らしい和風展示館がオープン  



6. 「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える           15iron06.pdf 

    3 月大阪九州大学宮本一夫氏「壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉」についての講演 

    魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉は  

   「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか  

        1. 鉄の起源を探る 西アジアで出土した世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か? 

        2. 魏志倭人伝の時代 1～3 世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ 

        3. 銅と鉄の出会いとその面白い性質が人工鉄の起源を育んだのか? 

        4. 鉄と銅製錬の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

7.≪現代の鉄 鉄の話題≫                                                                         15iron07.pdf 

   鋼管・鋼矢板の無騒音・無振動杭打ち工法の新たな進展・展開にびっくり  2015.3.27. 

   TV 番組「夢の扉＋」3 月 22 日 杭打ち革命 「巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！」 

8.雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ                                  15iron08.pdf 

     千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる  2015.5.20.   

9. ≪こんなところにも「鉄」が ≫ 丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19.  15iron09.pdf 

   「青磁と鉄」透明な青色の「青磁」も鉄の技  Iron Road の仲間入りに びっくりです   

10. 大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???                         15iron10.pdf 

    「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.   

       ◆ 関連参考   たたら製鉄関連遺跡を生かした地方創生の成功例 淡路島 五斗長垣内遺跡 

                                         神戸新聞 2015.5.6. 朝刊社説より 転載  

 11.「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】  2015.7.1.                   15iron11.pdf 

    南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸 （弥生時代前期末～中期前半） 

    南淡路 松帆埋納銅鐸 その後の地元紙 神戸新聞報道から 見える弥生時代の淡路島   

    地元紙 神戸新聞に報道されてきた記事転記  . 

      1.６月１９日 神戸新聞１８面 南淡路の松帆銅鐸   森岡秀人 芦屋市教委学芸員に聞く 

      2.６月２７日 神戸新聞 1 面 CT で判明した新事実 「銅鐸すべてに『舌』全国初  使用時のまま埋納か」 

      3.６月２７日 神戸新聞 31 面 松帆銅鐸 全てに「舌」 弥生人 祭器鳴らし豊作祈願?  「聞く銅鐸」浮かぶ実像 

12. 西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群  2015.8.5.        15iron12.pdf 

    日経電子版  「南島史が塗り替わる 12 世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事 より        

    喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球に供給していた鉄の生産加工基地か?     

    ◆ 日経電子版  「南島史が塗り替わる 12 世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事  

       2015/7/30 6:00  ライフ>アート&レビュー・歴史 http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15 

13.日本誕生にかかわる古墳前期 4 世紀の祭祀区画と居住区画を持つ大集落が大和葛城で出土             15iron13.pdf 

     大和葛城 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる    2015.8.23. 

14. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫.風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道 walk.   2015.8.23.   15iron14.pdf 

     古代葛城氏の生産工房が眠る美しい棚田が広がる田園 さわやかな夏の風を感じたくて  

15. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫京都北山の最北部 三国峠周辺山里の秋を巡る. 2015.9.20.            15iron15.pdf 

      旧鯖街道 根来・針畑越 & 芦生・美山への入口 朽木「生杉 」から 美山茅葺集落へ  

16.  ≪2015 再整理改訂版≫   

     日本人のふるさと「縄文」 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる. 2015.10.10..             15iron16.pdf 

    １万年も続いた世界にも類例のない永続社会日本の縄文  

    平和な永続社会 その原点には何があるのか…  どのように映るでしょうか・・・・  

17.鉄の風景 ・ 鉄のモニュメント  京都 史跡 琵琶湖疎水 蹴上      2015.11.7                 15iron17.pdf 

   「日本最初の発電所 蹴上発電所 水圧鉄管」と「インクライン」  

18.愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

     聴講記録 「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 2015.11.7.                         15iron18.pdf     



  

  

  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1166】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001166    

  

 

  

◇ 2016年和鉄の道 ・ Iron Road  口絵                     16iron00.pdf 

       

 

      ◇  人口鉄の起源 とユーラシア大陸における鉄の発展史        16iron00A.pdf  

            ユーラシア大陸の東から西へ「鉄」東遷の道 ユーラシア大陸の Iron Road   

        
        ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道  そして たたら製鉄の源流に 

      ◎ ヒッタイト帝国以前の世界最古の鉄がトルコ アナトリア高原の遺跡から出土 

      ◎ 鉄は地中海東岸パレスチナで 銅生産の副産物として生まれた可能性 

      ◎  ユーラシア大陸における鉄の発展史 

 

 

 

 

 



 

和和鉄鉄のの道道・・IIrroonn  RRooaadd    22001166    たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  掲掲載載記記事事  

  

1.  鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015 ≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫  6iron01.pdf 

   愛媛大国際学術シンポ「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 聴講記録 2015.12.6.より  

2. 神戸 竹中大工道具館「近代建築 ものづくりの挑戦」展を見る             2015.12.18..  16iron02.pdf   

3. 【2016年新春の鬼】 西神戸 高和性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼おどり     2016.1.11.    16iron03.pdf 

4. 幕末神戸の街に炭鉱 !!  神戸開港と密接に関係した「幻の神戸石炭」          2016.4.10.   16iron04.pdf 

5. 参考 雑誌「岳人」2016年 2月号掲載 畠山重篤氏「鉄の誘い」の転記紹介    2016.4.10.   16iron05.pdf 

    畠山重篤「山と海の出逢い -つながりと恵みを巡る旅 - 第 18回「鉄の誘い」  

6. 愛媛大村上恭通教授講演「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 2016.4.30.  16iron06.pdf  

     聴講メモ・村上恭通教授講演スライド集抜粋整理 & 図録整理 

7. 淡路市教委 伊藤宏幸氏講演 「淡路島五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」 2016. 5.28. 16iron07.pdf 

  <弥生後期の五斗長垣内遺跡 <発掘調査と実証実験で見えてきたこと>  

     聴講 まとめ by Mutsu Nakanishi 五斗長垣内遺跡では すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆  

8. 古代の鍛冶伝承 ・ 稲荷伝承の残る 京都山科 西野山 walk                  2016.6.3.   16iron08.pdf 

  京都山科 西野山に坂上田村麻呂の墓を訪ねる 

 

9.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)          2016.7.20.  16iron09.pdf 

     近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる  

10. 多田源氏・秀吉の隠し蔵「多田銀銅山」を歩く                2016.8.18. & 24.  16iron10.pdf 

    東大寺大仏の銅伝承 摂津国 北摂の鉱物資源帯 能勢・猪名川  

11. 京都 東山三十六峰越 walk 【1】  京都にうれしい散歩古道の発見             2016.9.13.   16iron11.pdf 

   京都市街と山科を結ぶ東山滑石越「滑石街道」を歩く  

12.  京都 東山三十六峰越 walk 【2】 稲荷山降臨伝承の三ヶ峰から伏見稲荷大社へ 2016.9.13.   16iron12.pdf 

    東山三十六峰南端の稲荷山 三ヶ峰越 横断ハイク  

        ◎  京都 東山三十六峰越 walk 統合動画 1610higashiyamagoeL.mp4          

13. 初めて見る京都市街地で出土した中世鍛冶工房の痕跡                  2016.9.16.  16iron13.pdf 

  平安京東市跡 龍谷大学大宮キャンバス 発掘調査現場見学  

14.淡路秋帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸 国生神話の出雲・淡路は強い結びつき  2016.10.14. 16iron14.pdf 

   参考 Iron  Road 参考 Iron  Road  [ 15iron10.pdf ] 

     ■ 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土   2015.5.20.   

       大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???   

15. ≪鉄のはなし あれこれ≫                          

  神戸港で一般公開 母船「横須賀」と深海調査船「しんかい 6500」見学記      206.10.18.  16iron15.pdf 

16.  弥生末から古墳時代前期(3 世紀～４世紀)邪馬台国から日本の国家形成の時代        

  「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」訪問記(現地説明会)    2016.10.22 16iron16.pdf 

   琵琶湖交通・北陸や美濃・尾張・伊勢など東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根 .  

   纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土  

17.  【鉄のよもやま話】 肥後金象嵌「地鉄の黒の美しさ」  

     金細工のデザインを浮かび上がらせる「漆黒の黒の鉄素地」         2016.12.1..   16iron17.pdf 

  

  

  

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm

